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• 

新風営法に基づく1月11日付で、

風営許可営業の厳しさを改めて示す

昭
和
六
十
年
一
月
十
一
日
に
公
布
さ

れ
た
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

の
う
ち
、
第
三
条
の
み
抜
粋

(
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
遊
技
設
備
)

第
三
条

法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
国
家
公
安
委

員
会
規
則
で
定
め
る
遊
技
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る

と
お
り
と
す
る
。

一

ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
そ
の
他
遊
技
の
結
果
が
メ

ダ
ル
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
の
数
一量
に
よ
り

表
示
さ
れ
る
構
造
を
有
す
る
遊
技
設
備

二

テ

レ

ビ

ゲ

l
ム
機
(
勝
敗
を
争
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
遊
技
を
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
も
の

又
は
遊
技
の
結
果
が
数
字
、
文
字
そ
の
他
の
記

新
風
営
法
(
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
闘
す
る
法
律
)
に
基
づ

く

「総
理
府
令
」
と
「
国
家

公
安
委
員
会
規
則
」
が
そ
れ

ぞ
れ
一
月
十
一
日
公
布
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
「
府
令
L

「規

則
」
は
、
新
た
に
風
俗
営
業

(
許
可
営
業
)
と
な
る
「
八

号
営
業
」
に
な
る
か
ど
う
か

す
ら
決
定
す
る
条
項
を
含
め

る
、
極
め
て
重
要
な
事
項
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
上
、
新

風
営
法
の
施
行
が
二
月
十
三

日
と
目
前
に
迫

っ
て
き
て
い

る
た
め
、
関
連
業
者
に
は
速

や
か
で
正
し
い
理
解
が
求
め

ら
れ
る
と
い
う
急
迫
し
た
事

態
に
な
っ
て
き
た
。

新
風
営
法
施
行
に
伴
な
う

一
月
十
一
日
付
総
理
府
令
は

二
件
で
、
う
ち
一
件
は
新
風

営
法
に
基
づ
く
「
許
可
申
請

書
の
添
付
番
鎖
等
に
関
す
る

総
理
府
令
」

会
十
五
条
、
も

う
一
件
は
現
行
法
に
基
づ
く

府
令
を
廃
止
す
る
も
の
。
国

家
公
安
委
員
会
規
則
は
三
件

あ
り
、
規
則
第
一
号
は

「新

風
営
法
施
行
規
則
」
全
四
十

六
条
、
規
則
第
二
号
は

「
少

年
指
導
員
規
則
」
会
九
条
、

規
則
第
三
号
は

「
風
俗
環
筏

浄
化
協
会
に
関
す
る
規
則
」

会
八
条
と
な

っ
て
い
る
。
こ

• 
れ
ら
「
府
令
」
「
規
則
」
は

一
月
十

一
日
付
官
報
号
外
に

掲
載
さ
れ
た
が
、
十
八
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
ぼ
う
大
な
も
の
。

新
風
営
法
は
二
月
十
三
日

午
前

O
時
か
ら
施
行
さ
れ
、

「八
号
、
営
業
」
に
つ
い
て
は

新
法
付
則
に
よ
り

「経
過
措

置
」
が
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、

「
八
号
営
業
」
の
「
許
可
」

に
係
わ
る
も
の
以
外
は
他
の

風
俗
営
業
と
同
様
す
べ
て
新

印
刷
営
法
の
下
で
規
則
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

設
備
構
造
の
維
持
、
営
業
時

間
制
限
、
年
少
者
入
場
禁
止
、

騒
音
振
動
の
規
制
な
ど
法
に

よ
る
遵
守
事
項
、
禁
止
行
為

並
び
に
条
例
に
よ
る
遵
守
事

項
は
、
許
可
の
必
要
な
「
八

号
営
業
」
に
お
い
て
=
一
ヵ
月

聞
の
経
過
措
置
期
聞
は
許
可

が
な
く
と
も
営
業
で
き
る
が

必
ら
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
で
あ
る
。

新
風
営
法
の
施
行
に
先
立

• っ
て
施
行
令
な
ど
下
位
法
令

は
こ
れ
で
は
ぽ
出
揃
っ
た
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
法
令

で
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ

て
い
る
の
で
、
実
務
面
で
の

混
乱
を
避
け
る
た
め
警
察
庁

で
は
法
施
行
ま
で
に

「
運
用

基
準
」
を
作
成
し
、
示
す
も

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
法
施

行
ま
で
に
、
行
政
レ
ベ

ル
業

者
レ
ベ
ル
で
末
端
ま
で
十
分

理
解
で
き
る
か
、
と
い
う
問

題
も
起
り
つ
つ
あ
る
。

「
八
号
遊
技
機
」グ
明
ら
か
な
も
の
4

罪
刑
法
定
主
義
違
反
の
疑
い
も

は
五
種
類
で
規
定

除
外
規

定
で
のい
ぜ
ん
解
釈
の
幅
が
広
く
、

今
回
明
ら
か
に
さ
れ
た
府

令
、
規
則
の
う
ち
A
M
業
界

に
と
っ
て
最
も
重
要
な
も
の

は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則

(
新
風
営
法
施
行
規
則
)
第

三
条
で
あ
り
、
こ
こ
で

「
八

号
営
業
に
係
わ
る
遊
技
設
備
」

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

筒
所
は
、
要
す
る
に
こ
こ
で

規
定
さ
れ
る

「遊
技
設
備
」

で
届
舗
等
に
お
い
て
客
に
遊

技
を
さ
せ
れ
ば
「
八
号
営
業
」

に
な
る
と
い
う
、
「
八
号
遊

校
機
」
を
規
定
す
る
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

号
に
よ
り
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
に
表
示
さ
れ
る
機
能

を
有
す
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
射
幸
心
を

そ
そ
る
お
そ
れ
が
あ
る
遊
技
の
用
に
供
さ
れ
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
)

三

フ

リ
ツ
バ

l
ゲ
l
ム
機

四

前

三
号
に
拘
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
遊
技
の
結

果
が
数
字
、
文
字
そ
の
他
の
記
号
又
は
物
品
に

よ
り
表
示
さ
れ
る
遊
技
の
用
に
供
す
る
遊
技
設

備
(
人
の
身
体
の
力
を
表
示
す
る
遊
技
の
用
に

供
す
る
も
の
そ
の
他
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ

が
あ
る
遊
技
の
用
に
供
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
も
の
を
除
く
。)

五

ル

ー
レ
ッ
ト
台
、
ト
ラ
ン
プ
及
び
ト
ラ
ン
プ

ムロ
そ
の
他
ル
ー
レ
ッ
ト
遊
技
又
は
ト
ラ
ン
プ
遊

技
に
類
す
る
遊
技
の
用
に
供
す
る
遊
技
設
備

. 

新
風
営
法
施
行
規
則
第
三

条
の
読
み
方
は
、
解
釈
に
大

き
な
幅
が
あ
る
た
め
容
易
で

は
な
い
が
、
次
の
五
種
類
に

限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
該
当
し
な
い

「遊
技
設
備
」

で
営
業
し
た
と
し
て
も
、
風

俗
営
業
と
は
な
ら
な
い
。

つ

ま
り
五
稜
類
と
は
①
ス
ロ
ッ

ト
マ
シ
ン
そ
の
他
の
メ
ダ
ル

ゲ
ー
ム
機
、
②
T
V
ゲ
l
ム

機
(
た
だ
し
賭
博
に
用
い
ら

れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
も

の
を
除
く
)
、
③
フ
リ
ツ
パ

|
ゲ

l
ム
機
、
④
前
記
三
種

類
以
外
の
ゲ
。
ム
機
(
た
だ

し
賭
博
に
用
い
ら
れ
な
い
こ

と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
)
、

⑤
ル

i
レ
y
ト
、
ポ
ー
カ
ー

な
ど
の
対
人
ゲ

l
ム
設
備
、

と
読
む
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
。

こ
の

「
規
制
」

第
三
条
を

め
ぐ
っ
て
、
昨
年
十
二
月
三

日
に
「
風
俗
問
題
懇
談
会
」

に
、
ま
た
同
十
三
日
に
参
院

地
行
委
「
風
営
小
委
員
会
」

に
対
し
て
箸
祭
庁
は

「国
家

公
安
委
員
会
規
制
の
考
え
方

(
第
四
項
)
」
を
さ
き
に
示

し
て
い
る

(
第
四
項
全
文
は

本
紙
第
加
号
で
掲
載
)
。
そ

の
「
考
、ぇ
方
」
と
公
布
さ
れ

た

「規
則
」
を
比
較
す
る
と

重
要
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
す
な
わ
ち
前
記
②

の
T

V
ゲ
ー
ム
機
ど
④
の
そ

の
他
の
ゲ

l
ム
機
の
筒
所
で

新
た
に
「
射
幸
心
を
そ
そ
る

お
そ
れ
が
あ
る
遊
技
の
用
に

供
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
も
の
を
除
く
」
と
い

う
。
除
外
規
定
U

が
加
わ
っ

た
点
で
あ
る
。

こ
の
変
化
は
、
法
第
二
条

第
一
項
第
八
号
の
条
文
の
趣

旨
か
ら
、
「
明
ら
か
に
賭
憾

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

ゲ
l
ム
機
は
。
八
号
遊
技
機
。

に
指
定
す
べ
き
で
な
い
」
と

い
う
正
論
が
あ
る
縦
度
通
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
「
明
ら
か
」
か
ど
う
か

の
判
断
は
い
ぜ
ん
「
明
ら
か
」

で
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

「
明
ら
か
」
の
判
断
の
幅
は

広
く、
警
察
白
書
で
い
う
「ギ

ャ
ン
ブ
ル
マ
シ
ン
」
以
外
の

も
の
か
ら
、
得
点
世
帯
め
一
切

表
示
さ
れ
な
い
も
の
ま
で
、

ず
い
ぶ
ん
あ
る
。
こ
の
判
断

の
幅
の
広
き
は
「
罪
刑
法
定

主
義
」
に
反
す
る
疑
い
も
あ

る
。
警
察
庁
が
こ
の
判
断
を

通
達
な
ど
で
行
な
う
と
し
て

も
、
社
会
通
念
上
ギ
ャ
ン
ブ

ル
行
為
と
結
び
つ
か
な
い
も

の
を
「
八
号
遊
技
機
」
と
し

た
場
合
、
憲
法
違
反
の
疑
い

も
出
て
く
る
わ
け
で
、
こ
れ

ら
に
関
し
て
は
司
法
(
裁
判

所
)
当
局
の
判
断
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
③
の
フ
リ
y
パ
|
ゲ

ー
ム
機
は
、
健
全
な
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ

l
ム
機
の
典
型
と
さ

れ
て
き
た
だ
け
に
、

「
八
号

遊
技
機
」
に
指
定
さ
れ
た
理

由
は
ま
っ
た
く
釈
然
と
し
な

い
。
反
対
に
、
「
も
ぐ
ら
叩

き
」
ゲ
l
ム
機
は
、
ス
コ
ア

表
示
が
出
る
が
③
の
そ
の
他

の
ゲ
ー
ム
機
の
除
外
さ
れ
る

も
の
、
と
の
見
解
が
一

月
十

六
日
に
出
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
、

「八
号
遊
技
機
」
か

ら
除
外
さ
れ
る
ゲ

l
ム
機
に

つ
い
て
は
可
能
性
が
出
て
き

た
が
、
正
式
な
も
の
で
な
く
、

今
後
の
推
移
が
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

風
俗
営
業
の
認
可
申
請
添
付
書
類

設
備
構
造
の
変
更
で
承
認
と
届
出

「
八
号
遊
技
機
」
の
規
定

以
外
で
重
要
な

「
府
令
」
「
規

則
」
の
箇
所
は
、
ま
ず
総
理

府
令
第
一
条
の
「
許
可
申
請

書
の
添
付
量
一
回
類
」
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
添
付
書
類
と
は

①
営
業
の
方
法
を
記
載
し
た

書
類
、
②
営
業
所
使
用
権
の

疎
明
書
類
、
③
営
業
所
の
平

面
図
と
営
業
所
周
辺
の
略
図
、

④
個
人
の
場
合
は
③
最
近
五

年
聞
の
経
歴
書
と
住
民
票
謄

本
、
@
人
的
欠
絡
事
由
に
該

当
し
な
い
旨
の
誓
約
書
、
。

禁
治
産
者
等
に
該
当
し
な
い

旨
の
証
明
書
、
@
精
神
病
者

等
に
該
当
し
な
い
旨
の
診
断

書
、
@
未
成
年
者
の
場
合
の

法
定
代
理
人
証
明
書
、
④
法

人
の
場
合
は
@
定
款
と
登
記

.¥ 
簿
謄
本
、
@
役
員
に
係
わ
る

④
の
③
の
②
の
書
類
、
。
役

員
に
係
わ
る
人
的
欠
絡
事
由

に
該
当
し
な

い
旨
の
誓
約
書
、

⑥
管
理
者
に
係
わ
る
③
誓
約

書
、
@
④
の
②
内
出
》
の
書
類
、

の
人
的
欠
格
事
由
に
該
当
し

な
い
旨
の
答
約
書
一。
こ
れ
ら
が

法
第
五
条
第
一
一
項
の
許
可
申

請
替
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
書
類
で
、
当
然
な
が

ら
各
営
業
所
ご
と
に
必
要
と

な
り
、
-
ぼ
う
大
な
書
類
が
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
府
令
第
二
条
で
は
、

構
造

・
設
備
の
変
更
に
係
わ

る
承
認
事
項
と
届
出
事
項
の

区
別
す
る
「
軽
微
な
変
更
」

に
つ
い
て
規
定
、
①
大
規
模

な
修
理
、
模
繰
替
え
、
②
各

室
位
置
、
床
面
積
、
③
営
業

所
内
部
の
仕
切
り
壁
、
④
営

業
の
方
法
の
変
更
に
係
わ
る

構
造
設
備
ー
ー
の
四
様
相
矧
の

変
更
は
ゑ
認
事
項
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
④

の
具
体
的
内
容
は
い
ぜ
ん
明

ら
か
で
な
い
。
こ
れ
は
府
令

第

一
条
の
①
と
も
関
連
す
る

か
、
変
更
に
つ
い
て
は
「
八

号
遊
技
機
」
の
ソ
フ
ト
変
更
、

基
板
変
更
、
機
械
自
体
の
変

更
、
機
械
の
移
動
な
ど
い
ろ

い
ろ
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、

当
局
の
明
快
な
解
釈
が
望
ま

れ
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
「
府
令
」
で

は
第
十
三
条
で
、
「
従
業
者
名

簿
の
記
載
事
項
」
を
定
め
て

い
る
の
も
、
注
目
さ
れ
る
。

「
規
則
」
で
は
「
八
号
遊

技
機
」
め
規
定
の
ほ
か
、
第

六
条
で

「構
造
及
び
設
備
の

技
術
上
の
基
準
」
(
八
号
営

業
に
つ
い
て
は
六
項
目
)

第
二
十
四
条
と
第
二
十
五
条

で
料
金
の
表
示
方
法
と
種
類

第
三
十
条
以
下
で
「
管
理
者
」

の
業
務
な
ど
定
め
、
許
可
・
申

請
書
な
ど
の
様
式
を
H

別
記
。

の
形
で
定
め
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
重
要
な
事
項
ば

か
り
で
あ
る
。
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員炎

東
京
A
M
O
P
協
の
呼
び
か
け
で
口
月

η
日
話
合
い

第三種郵便物認可

全
国
各
都
道
府
県
の
A

M

機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
組

合
)
の
砂
金
国
逮
A
口
組
織
u

を
作
る
た
め
の
H

懇
談
会
H

が
十
二
月
二
十
二
日
、
東
京

霞
が
関
の
東
海
大
学
校
友
会

館
で
聞
か
れ
、
迷
合
会
作
り

の
た
め
の
趣
旨
や
目
的
な
ど

の
議
論
を
棚
上
げ
に
し
た
ま

ま
、
と
り
あ
え
ず
。
連
合
会

作
り
H

の
作
業
を
、
変
則
的

で
み
れ
進
め
て
い
く
こ
と
が

出
席
者
ら
の
多
数
意
見
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
会
合
は
東
京
都
A

M

O
P
協
会
(
中
西
昭
雄
会
長
・

タ
イ
ト

l
、
略
称
た
も
あ
)

が
、
い
く
つ
か
の
各
地
O
P

協
会
に
と
り
あ
、
え
ず
呼
び
か

け
た
も
の
で
、
当
日
は
東
京

(た
も
あ
)
の
五
名
を
含
め

る
二
十
二
名
が
出
席
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
出
席
者

は
必
ら
ず
し
も
各
地
O
P
協

会
の
代
表
で
も
な
く
、
単
に

様
子
を
見
に
来
た
と
い
う
人

も
あ
り
、
要
す
る
に

J
連
合

会
。
情
想
を
模
索
す
る
た
め

の
H

悠
談
会
。
と

い
う
色
あ

い
が
強

い

よ
」
く
内
輪
の
会

合
。
だ
っ
た
、
と
言
わ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
会
合
の
性

格
づ
け
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら

こ
の
会
合
は
開
始
さ
れ
た
。

冒
頭
、
司
会
役
に
立
っ
た
テ

i
カ
ン
め
井
上
専
務
は

「
全

国
一
本
化
が
望
ま
し
く
、
今

日
は
東
京
が
た
ま
た
ま
き
っ

か
け
を
作
っ
た
も
の
で
、
ど

こ
の
色
彩
も
な
い
。
だ
か
ら

議
案
も
議
長
も
な

い
」
と
し

愛
矢口

o
p協
発
足

12月24日に愛知県警防犯課が

第253号

施行条例に

ついて説明

ンシ一

中
部
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

マ
一
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
(
事
務
局

.
L名
古
屋
市
、神
出
英
生
会
長
)

i
一
で
は
こ
の
ほ
ど
、
愛
知
県
下

一一

の
A

M
機
業
者
団
体
と
し
て

人
一

「愛
知
県
ゲ
ー
ム
機
オ
ペ
レ

ウ
一

l
タ
|
協
会
(
仮
称
)
」
を

事
実
上
発
足
さ
せ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
同
協
会
で

は
十
二
月
二
十
四
日
、
名
古

屋
市
内
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て

愛
知
県
箸
よ
り
拘
当
官
を
熔

1985年2月1日

ー
• 

き
、
岡
県
新
風
営
法
施
行
条

例
の
説
明
会
を
聞
い
た
。

愛
知
県
で
は
こ
れ
ま
で
中

部
A
M
0
・P
会
が
関
係
官
庁

と
の
折
衝
に
当
た
っ
て
き
た

が
、
閉
会
は
愛
知
、
三
重
、

岐
阜
の
三
県
に
ま
た
が
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
愛

知
県
箸
と
の
折
衝
に
お
い
て

不
都
合
と
な
り
、

「
愛
知
県

ゲ
l
ム
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協

会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
。
な
お
愛
知
県

ゲ
ー
ム
機
O
P
協
会
の
発
足

に
関
し
て
は
、
十
二
月
十
三

日
の
中
部
A
M
O
P
会
の
理

事
会
で
神
出
会
長
よ
り
説
明

が
な
さ
れ
象
認
さ
れ
て
お
り
、

二
月
に
聞
か
れ
る
総
会
で
承

認
を
得
る
予
定
と
な
っ
て
い

ヲ令
。十
二
月
二
十
四
日
の
説
明

会
に
は
岡
県
瞥
防
犯
部
保
安

課
の
中
村
次
長
と
河
合
課
長

補
佐
が
出
席
、
条
例
の
説
明

は
中
村
次
長
が
行
な
っ
た
。

同
氏
は
ま
ず
新
風
営
法
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
考
、
ぇ
方
な

ど
に
触
れ
た
後
、
「
八
号
営

=一

業
」
に
関
す
る
部
分
を
中
心

に
説
明
し
た
。
説
明
に
際
し

て
同
氏
は
「
設
備

・
構
造
な

ど
に
つ
い
て
は
国
家
公
安
委

員
会
規
則
な
ど
が
決
ま
っ
て

い
な

い
た
め
説
明
で
き
な
い

も
の
が
多
い
」
と
し
た
上
で
、

八
号
営
業
に
は
許
可
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
許
可
は
対
人

と
対
物
の
両
方
に
与
え
ら
れ

る
こ
と
、
営
業
場
所
や
営
業

時
聞
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

と
く
に
岡
県
で
は
営
業
時
間

⑩ • 
で

A
Q

目。

N
A
O
第
3
回
常
任
理
事
会
、

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

A

O
事
業
を
継
承
す
る
、
@

十
二
日
に
そ
の
準
備
会
を
開

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(本
部

N
A
O
定
款
を
変
更
し
各
都
く
こ
と
が
隊
認
さ
れ
た
が
、

東
京
、
内
田
悼
会
長
、
N

A

道
府
県
組
織
を
N
A
O
に
団
こ
の
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を

O
)
で
は
十
二
月
二
十
一
日
、
体
加
入
さ
せ
る
、

の

N

A
O

投
げ
か
け
る
立
見
が
多
く
出

東
京

・
新
備
の
新
橋
第

一
ホ
は
タ
テ
割
り
組
織
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
。
そ
の
主
な
立

テ
ル
に
て
第
三
回
常
任
理
事
リ
、
連
合
会
と
提
携
関
係
を
見
と
し
て
は

「
T
A
M
O
A

会
を
聞
き
、
今
後
の

N
A
O

保
つ
ー
ー

と
い
う
三
つ
の
案
は
N

A
O
の
下
部
組
織
と
考

組
織
の
あ
り
方
と
H

連
合
会
H

が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
え
る
べ
き
で
、
そ
れ
が
全
岡

と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
検
内
悶
会
長
は

「
@
は
N
A
O

連
合
作
り
の
前
面
に
出
る
の

討
が
行
な
わ
れ
た
。

に
未
加
入
だ

っ
た
地
械
の
聞

は
お
か
し
い

」
、
「
N
A
O
を

自国
頭
内
回
会
長
が
「
N

A

体
に
は
抵
抗
が
あ
り
、

の
は
抜
き
に
し
て
準
備
会
開
催
を

O
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
笑
際
的
に
無
攻
が
あ
る
の
て
、
決
め
る
の
は
順
序
が
逆
だ
」
、

て
は
当
常
任
理
事
会
に

一
任
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
考
え

「
J
A
M
M
A
の
理
事
会
で

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
件
は
る
と
結
局
④
に
務
精
く
の
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
述
合
会
作
り

慎
重
に
進
め
な
い
と

H
向
を
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。
そ

を

決
め
る
の
は
疑
問
」
と
い

誤
る
」
と
語
っ
た
後
、
会
議
こ
で
各
常
任
埋
事
の
立
見
が

う
も
の
。

こ
れ
に
対
し
内
聞

に
入
っ
た
。

求
め
ら
れ
た
が
、
出
さ
れ
た
会
長
は
「
T
A
M
O
A
が
独

各
都
道
府
県
単
位
で
の
オ
意
見
は
も
っ
ぱ
ら
連
合
会
作
走
し
た
の
で
は
な
く
旗
振
り

ベ
レ
l
タ
|
団
体
の
全
国
連
り
の
主
導
権
の
問
題
に
終
始
と
考
、
え
る
べ
き
だ
。
N
A
O

合
会
と
N
A
O
の
闘
係
に
つ
し
た
。

こ
れ
は
同
会
合
に
先
や
J
A
M
M
A
と
は
別
で
、

い
て
N
A
O
で
は
、
第
二
十

立
っ
て
J
A
M
M
A
が
第
二

ま
た
全
国
に
呼
び
か
け
や
す

団
理
事
会
(本
紙
前
見
方
既
報
)
十
二
回
理
事
会

(本
紙
前
号
い
東
京
の
団
体
と
い
う
こ
と

で
「
全
国
連
合
会
が
N
A
O

既
報
)
で
連
合
会
作
リ
は
当
で
形
式
的
に
は
T
A
M
O
A

を
縦
糸
す
る
」
と
い
う
こ
と
岡
、
東
京
都
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
が
中
心
に
な

っ
て
よ
い
の
で

で
基
本
的
な
方
針
を
決
め
て
ン
ト
マ
シ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
な
い
か
。
た
だ

J
A
M
M

お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
協
会

(
T
A
M
O
A
)
が
各

A
埋
事
会
で
そ
れ
を
決
め
る

同
常
任
理
卓
会
で
検
討
さ
れ

地
の
団
体
に
呼
び
か
け
を
行
の
は
お
か
し
い
と
思
う
」
と

た
。
ま
ず
事
務
局
か
ら
③

N

な
い
、
こ
れ
に
J
A
M
M
A

述
べ
た
。
結
局
、
連
合
会
作

A

O
を
解
散
し
連
合
会
が

N

が
会
商
協
力
し
、

十
二
月
こ
り
に
は
俊
成
だ
が
、
J
A
M

a
y

ド
主
シ

;
.
，

i
a
i
s

-
3
1
1
1
1
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J
A
M
M
A
に
反
発

上の写真はNAO第 3回常任理事会 (12月21日)のよう す
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竺5ぷお

て
「
自
由
な
発
言
」

を
求
め

た
。
同
氏
は
、
し
か
し
座
長

ぐ
ら
い

は
必
要
と
し
、
諮
っ

た
と
こ
ろ
中
西
氏
が
座
長
と

な
っ
た

。

中
西
氏
は
「
J
A
M
M
A

連
事
会
の
話
も
あ
る
が
、
今

日
の
会
合
は
J
A

M
M
A
に

よ
る
も
の
で
な
く
、
二
十
六

日
の
話
も
な
い
。
全
国
連
合

会
が
必
要
と
考
、
え
る
が
、
J

A
M
M
A
と
N
A
O
に
分
裂

し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与

え
て
い

る
よ
う
で
は
だ
め
で

あ
り
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
連

合
会
作
り
の
た
め
互
い
に
率

直
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
、
以
下
フ

リ

l
ト
ー
キ
ン
グ
形
式
で
討

論
が
行
な
わ
れ
た
。

民合『叫，左

叩
¥
日
?
・

¥

る

-

K

す

一
明
.
叫
一

¥

ロH
F

Eリ

-

』
時

-

一

o

r
 

機
v
ム
F
ゲ
-
砂

県
白
4
F

知

/

愛
冨
遁

'J

の
制
限
に
つ
い
て
は
、

「規

制
す
る
地
域
と
し
な
い
地
域

を
設
け
る
と
、
非
行
少
年
が

規
制
し
な
い
地
域
の
庖
へ
流

れ
る
こ
と
も
考
、
え
ら
れ
る
の

で
、県
下
一
律
に
制
限
し
た
」

と
説
明
し
た
。

こ
の
後
同
氏
に
対
す
る
質

疑
応
答
が
行
な
わ
れ
た
が
、

時
間
の
制
約
な
ど
も
あ
り

質
問
事
項
は
後
ほ
ど
愛
知
県

ゲ
l
ム
機
O
P
協
会
で
ま
と

め
て
県
瞥
へ
提
出
す
る
こ
と

に
さ
れ
た
。

M

A
の
主
導
に
は
反
対
、
そ

し
て
二
十
二
日
の
準
備
会
は

H

懇
談
会
。
と
受
け
と
め
て

出
席
、

二
十
六
日
の
会
合
に

は
反
対
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
同
首

任
理
事
会
で
は
、

N
A
O
に

も
J
A
M
M
A
に
も
と
ら
わ

れ
な
い
か
中
立
の
連
合
会
H

作
り
を
新
た
に
進
め
、

一
月

NAO・AMエキスポ'85は

40社が出展
メダルゲーム機出品可能に

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(本
部

東
京
、
内
回
閥
会
長
、

N

A

O
)
主
催
に
よ
る

「
m
N
A

O
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
エ
キ

ス
ポ
」
(
第
四
回
N
A
O
シ

ョ
l
)
か
二
月
十
三
日
か
ら

一
一
日
間
、
東
京
の
新
宿
N

S

12月28日付の山陽新聞に掲載された岡山県AMOP協会の意見広告

連
合
会
作
り
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
、
箸
察
庁
と
の
折

衝
団
体
と
し
て
全
国

O
P
組

織
が
必
要
と
の
話
で
進
ん
だ

が
、
ト

l
ゴ
の
山
田
会
長
は

「
そ
れ
な
ら
N

A
O
が
業
界

を
代
表
し
て
行
な
っ
て
い
る」

と
し
、
中
西
氏
は
「
そ
れ
は

N
A
O
が
そ
う
思
っ
て
い

る

だ
け
で
、
J
A
M

M
A
も
し

て
い
る
」
と
、
た
も
あ
内
部

で
も
意
見
の
相
異
が
見
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
、

カ

ワ
ク
ス
の
川
楠
社
長
は

「風

営
問
題
が
メ
ー
カ
ー
に
は
関

係
な
い
な
ど
、
と
ん
で
も
な

い
話
で
あ
る
。
作
る
者
も
使

う
者
も
ゲ
ー
ム
機
を
扱
う
占
…

で
は
同
じ
で
あ
り
、
業
界
が

メ
ー
カ
ー

・
オ
ペ

レ
ー
タ
ー

" な
お
中
部
A
M
O
P
会
に

よ
る
と
同
会
は
そ
の
ま
ま
存

続
さ
せ
、
愛
知
県
ゲ
ー
ム
機

協
会
の
会
員
は
そ
の
ま
ま
中

部
A
M
O
P
会
の
会
員
を
兼

ね
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
説
明
会
に
は
八
十
四

社
、
約
百
三
十
名
の
業
者
が

参
加
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
愛

知
県
ゲ
ー
ム
機
協
会
に
入
会

し
た
こ
と
か
ら
、
中
部
A

M

O

P
会
の
十
二
月
末
現
在
の

会
員
数
は
八
十
七
社
と
大
幅

に
増
加
し
た
。

⑩ • 
二
十
三
日
に
N
A
O
理
事
会

を
聞
い
た
後
、
そ
の
発
起
人

会
を
行
な
う
こ
と
で
了
み
さ

れ
た
。
し
か
し
。
中
立
。
と

は
い
う
も
の
の
、
そ
の
本
部

を
N
A
O
に
置
く
な
ど
疑
問

点
は
多
い
。

こ
の
ほ
か
N
A
O
は
六
月

ま
で
は
現
体
制
で
運
営
す
る

こ
と
に
な

っ
て

い
る
こ
と
か

ら
、

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の

ピ
ル
地
下

一
階
展
示
ホ

l
ル

に
て
開
か
れ
る
が
、
こ
の
ほ

ど
出
展
社
が
計
四
十
社
(
昨

年
丘
寸
四
社
)
と
な
っ
た

こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

同
シ
ョ
ー
は
こ
日
間
と
も

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
聞
か
れ
、
入
場
シ
ス
テ
ム

は
従
来
と
同
じ
で
基
本
的
に

入
場
券
が
必
要
。
出
口
問
機
種

は
従
来
除
外
さ
れ
て
い
た
メ

ダ
ル
ゲ

i
ム
機
が
(
風
営
用

の
掲
示
付
き
で
)
今
回
出
品

対
象
機
に
な
る
な
ど、

主
催

者
側
の
出
品
制
限
方
針
が
従

来
と
は
変
わ
っ
て
い

る
。
な

お
恒
例
の
「
懇
親
会
」
は
同

シ
ョ

l
初
日
に
聞
か
れ
る
。

出
展
社
名
は
次
の
と
お
り
。

ア
イ
レ
ム
側
、
朝
日
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
側
、
川
崎
粘
工

側
、
鮒
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト

産
業
出
版
、
附
エ
ス
コ
貿
易
、

岡
山

A
M
O
P
協
が
口
月
日
日
付

地
元
新
聞
に
広
告

岡
山
県
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

ト
マ
シ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協

会
(
松
岡
次
脱
会
長
)
で
は
、

地
元
の
山
陽
新
聞
十
二
月
二

十
八
日
付
の
紙
聞
に
同
協
会

の
意
見
広
告
を
出
し
た
。

こ
れ
は
同
協
会
の
会
員
運

営
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
健
全

性
を
訴
え
た
全
五
段
広
告
で
、

全
会
員
会
社
二
十

一
祉
の
社

名
、
代
表
者
、
所
校
地
な
ど

と
と
も
に
、
縦
一
寸
で
T
V
ゲ

ー
ム
機
を
楽
し
ん
で

い
る
イ

ラ
ス
ト
を
巾
央
に
間
協
会
の

モ
ッ
ト
ー
な
ど
が
山
刷
り
込
ま

れ
て
い
る
。
内
容
は

「手
続

に
遊
べ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
、

子
供
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で

健
全
な
娯
楽
」
を
タ
イ
ト
ル

に、

「
似
た
ち
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
は
健
全
レ
ジ
ャ
ー
を
考

え
ま
す
」
「
協
会
加
収
賄
は

の
区
別
な
く

一
体
に
な
っ
て

対
処
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

訴
え
、
ま
ず
こ
の
点
で
の
意

思
統
一

の
必
要
性
を
唱
え
て

い
る
。
こ
の
川
楠
氏
の
意
見

に
、
ヒ
カ
リ
エ

ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
の
平
本
社
長
、
三
栄

商
会
の
吉
川
社
長
、
伊
那
血
田

機
の
竹
村
社
長
ら
が
概
ね
賛

同
し
た
が
、
時
聞
の
都
合
と

い
う
こ
と
で
棚
上
げ
さ
れ
た
。

こ
の
会
合
で
終
始
、
友
栄

の
内
田
社
長
、中
西
氏
、
井
上

氏
は

「話
題
を
連
合
会
作
り

に
絞
り
た
い
」
と
主
張
、
結

局
そ
の
趣
旨
や
目
的
の
検
討

も
棚
上
げ
(
京
葉
リ

l
ス
の

中
島
氏
は

こ
れ
に
反
対
)
し

て
、
「
と
に
か
く
全
国
連
合

会
を
作
る
こ
と
で
進
め
る
」

こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
全

国
を
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ロ
ッ

ク
か
ら
代
表
を
見
付
け

て
、
そ
の
人
た
ち
で
発
起
人

会
を
作
る
ー
ー
と
い
う
方
式

で
選
定
を
進
め
、
北
海
道
、

宮
城
、
茨
城
、
東
京
、
静
岡
、

愛
知
、
大
阪
、
広
島
、
徳
島
、

福
岡
の
各
協
会
に
呼
び
か
け

発
起
人
に
な
っ
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

「発
起
人
会
」
は
一
月
二
十

三
日
、
東
京
で
聞
く
こ
と
に

な
り
、
そ
の
後
そ
の
発
起
人

会
が
全
国
各
地
に
呼
び
か
け

て
全
国
連
合
会
を
作
る
作
業

に
移
る
と
い
う
予
定
が
、
こ

の
会
合
で
ま
と
ま
っ
た
。

な
お
こ
の
会
合
で
は
一
応

こ
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
が
、

「団
体
が
上
部
組
織
に
入
る

な
ら
総
会
事
項
で
、
容
易
で

は
な
い
」
と
す
る
佐
篠
無
線

の
佐
藤
社
長
の
意
見
も
あ
り
、

今
後
ど
う
進
ん
で
い
く
の
か

は
、

一
月
二
十
三
日
の
会
合

に
待
つ
し
か
な
い
。
疑
問
点

が
続
々
と
出
さ
れ
た
。
懇
談

会
H

と
な
っ
た
が
、
中
西
氏

は
「
N
A
O
を
も
吸
収
し
て

い
く
新
し
い
全
国
連
合
体
と

し
た
い
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

会
費
に
つ
い
て
諮
ら
れ
た
が
、

現
代
の
剰
余
全
と
N
A
O
シ

ョ
ー
の
見
込
み
利
益
か
ら
会

貨
は
取
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
昨
年
四
月
に
退
会

届
が
出
さ
れ
た
セ
ガ
社
、
タ

イ
ト
|、

ナ
ム
コ
な
ど
九
社

に
つ
い
て
は
、
途
中
入
会
の

会
費
問
判
定
に
準
じ
て
半
期
分

の
会
費
を
請
求
す
る
こ
と
が

7
ゑ
さ
れ
た
。

大
森
電
気
側
、
思
川
企
画
側
、

側
カ
ト
ウ
製
作
所
、

側
カ
プ

コ
ン
、
関
東
娯
楽
工
業
側
、

グ
ロ
|
リ
|
商
事
側
、
側
ケ

イ
ア
ン
ド
ユ
|
商
会
、
側
コ

イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
制
附
寿
商

事
、
コ
ナ
ミ
側
、
附
こ
ま
や

製
作
所
、
三
和
電
子
側
、
シ

グ

マ
商
事
側
、
胸
ジ

ャ
レ
コ
、

刷
新
日
本
企
画
、
側
セ
イ
ミ

ッ
、
制
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ゼ
ス
、
側
タ
イ
ト

l
、

糊
タ
イ
ガ
|
娯
楽
、
側
太
陽

自
動
機
、
中
部
遊
園
事
業
側
、

側
テ
ィ

1
ア
ー
ル
ワ
イ
、
側

テ
l
カ
ン
、
側
東
京
日
光
堂
、

側
卜
!
ケ
ン
、
側
ト
|
ゴ

、

土
佐
貿
易
側
、
日
本
S

C
遊

聞
協
会
、
側
日
本
ゲ

l
ム、

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
側
、
日
本
物
産
附
、
側
ブ

レ
イ
ン
ウ

ェ
ア
、側
ホ

l
プ、

側
友
栄
、
側
ユ
|
ピ
|
エ
ル
。

明
る
い
山
内

・
健
全
な
ム
ー

ド
づ
く
り
を
実
行
し
て
い
ま

す
」

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は

風
俗
営
裟
め
規
制
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
・
ま
し
た
が
、
皆

様
方
と
予
を
つ
な
い
で
楽
し

い
娯
楽
場
づ
く
り
に
専
念
し

た
い
」
と
述
べ
、
ゲ
ー
ム
場

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
似
苛
め

る
同
協
会
の
姿
勢
を
後
調
し

て
い
る
。
ま
た
A

M
業
界
が

H
本
を
世
界

一
流
の
電
チ
産

業
闘
に
成
長
さ
サ
た
陰
の
力

で
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
ら

れ
、
A

M
産
業
は
発
展
さ
せ

る
べ
き
産
業
で
あ
る
こ
と
を

訴
え
て
い
る
。

謹

.B=. 
回

平
素
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
り
、

し
よ
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
弊
社
が
発
表
致
し
ま
し
た
ビ
デ

オ
ゲ

l
ム
機

「
ド
ラ
ゴ

ツ
パ
ス
タ

l
」
は
、
弊
社
が

独
自
に
開
発

・
製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ

り
ま
す
。

従
っ
て
、
右
製
品
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
類
似
す

る
商
品

と
し
て
製
造
す
る
行
為
、
及
び
そ
れ
ら
を
販

売
す
る
等
の
行
為
は
、
著
作
権
法
、
工
業
所
有
権
法
、

不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権

利
を
侵
害
す
る

こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
九
月
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
お
き
ま

し
て
、
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
の
映
像
は
映
画
の
著
作
物
で

あ
る
と
の
判
決
が
下
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
模
造
ロ
聞

を
設
置
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
、
業
界
の
秩
序
を
乱

す
だ
け
で
な
く
、
明
ら
か
に
弊
社
の
上
映
権
を
侵
害

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
謹

告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
業
界
秩
序
の
確
立
の
た

め
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

辱
く
御
机
申

昭
和
大
十
年
二

月

東
京
都
大
田
区
蒲
田
五
丁
目
三
八
番
三
号

朝
日
ビ
ル

株
式
会
社

ナ

ム

コ

• 

• 

• 

ドを

.ホザ ・ギネス砂のボードをホべったんビューか

ードに 2月1日より'9，800円にて改造いたします。

詳しくは、

絡下さ い。

.ホべったんビューかの改良ロムが出来上がりました。

お買い求めの代理屈にお問い合せ下さい。なお 1月

20日以降はすべて改良ロムを使用しております。

23ザ:ノ
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子備式会審I
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改造券のない方も改造を承ります。

ホザ・ギネスグのボー
お持ちのお客さまヘ

お知らせ



( 4) 第三被郵便物認可

に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
百
メ

ー
ト
ル
の
区
域
を
限
度
と
し
、

そ
の
区
域
内
の
地
域
に
つ
き

指
定
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

ま
す
①
「
住
居
集
合
地
成
」

の
制
限
に
つ
い
て
は
、
同
地

蛾
の
定
義
が
問
題
に
な
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
条
例
で
は

「
都

市
計
画
法
に
定
め
る
第
一
種

住
居
専
用
地
蛾
、
第
二
種
住

居
専
用
地
城
、
住
居
地
域
」

と
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
営
業
所

の
設
置
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
山
口
県
の
み
は
第

一

種
、
第
二
億
住
居
専
用
地
域

で
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
住

居
地
域
は
除
か
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

な
お
こ
れ
ら
「
住
居
集
合

地
域
」
に
関
し
て
は
例
外
地

/

械
を
設
け
て
い
る
条
例
が
大

、，'

半
で
あ
る
。
千
築
県
の
よ
う

、ュ

に
「
駅
の
周
辺
、
観
光
地
、

マ

全
国
四
十
七
都
道
府
県
に

・
そ
の
他
商
業
の
用
途
に
供
さ

ピ

お
け
る
新
風
営
法
施
行
条
例
れ
る
地
域
で
、
人
が
多
数
往

i
は
す
で
に
全
都
道
府
県
で
可
来
す
る
も
の
を
除
く
」
と
す

一一
決
、
公
布
さ
れ
て
お
り
(
本
る
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん

に
一
紙
前
号
既
報
)
、
こ
れ
ら
に
ど
の
都
道
府
県
で
は

「
た
だ

ウ
一

つ
い
て
各
地
の
オ
ペ
レ
ー
タ
し
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

一
ー
は
よ
く
研
究
す
る
必
要
が
る
地
域
を
除
く
」
と
し
て
「
伎

一
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
「
八
居
集
合
地
域
」
で
の
例
外
地

一
号
営
業
」
の
「
制
限
地
域
」
域
を
規
則
に
委
ね
る
よ
う
に

一
に
つ
い
て
の
み
考
え
れ
ば
械
な
っ
て
い
る
。

一
ね
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
た

「
住
居
集
合
地
域
」

一

「
風
俗
営
業
の
許
可
に
係
の
例
外
地
域
を
設
け
て
い
る

一
る
営
業
制
限
地
域
の
指
定
」
条
例
の
な
か
に
は

「
住
居
地

・一

に
つ
い
て
は
、
法
第
四
条
第
域
」
の
み
に
限
っ
て
例
外
地

計
一

二
項
第
二
号
に
基
づ
き
、
施

械
を
設
け
て
い
る
も
の
が
あ

5
一
行
政
令

(施
行
令
)
第
六
条
る
。
そ
の
例
外
規
定
は
さ
ま

直
一

の
基
準
に
従
っ
て
条
例
で
定
ざ
ま
で
あ
る
が
、
高
知
県
な

ヨ
-
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ど
約
十
県
で
は
「
道
路
法
に

日

る
。
施
行
令
で
は
基
本
的
に
よ
る
国
道
ま
た
は
県
道
の
周

け

①

「
住
居
集
合
地
域
」
、
②
辺
に
あ
る
住
居
地
域
を
除
く
」

釦

「
住
居
集
合
地
域
」
以
外
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
茨
城
県

年

地
域
で
学
校
な
ど
風
俗
環
境
で
は

「
商
業
地
域
と
隣
接
す

崎

を
保
全
す
る
必
要
の
あ
る
施
る
周
辺
の
住
居
地
域
を
除
く
」

似

設
の
周
辺
地
域
、
に
つ
い
て
と
し
て
お
り
、
岩
手
県
で
は

1
制
限
地
域
を
指
定
す
る
こ
と
「
間
業
等
の
用
地
に
供
さ
れ

が
て
き
る
と
し
て
お
り
、
②
る
地
域
と
し
て
公
安
委
員
会

「
新
風
営
法
」
下
の
「
地
域
規
制
」

第三総到H必物認可ゲームマシン第253号1985年2月1日( 5 ) 
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新設すべて禁止、

宅
() • 

セ
ガ
社
、

現
で
定
め
る
住
居
地
械
を
除
く
」

と
し
て
い
る
。
と
く
に
神
奈

川
県
で
は
制
限
地
織
の
例
外

地
域
に
関
し
て
す
で
に
公
安

委
員
会
規
則
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
・尚

業
地
域
の
周
囲
三
十
メ
ー
ト

ル
以
内
の
住
居
地
域
は
除
く
」

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
「
住
居
集
合
地

域
」
の
例
外
地
域
を
定
め
た

も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
一
方

で
は

「住
居
集
合
地
域
」
と

し
て
第

一
種
、
第
二
種
住
居

専
用
地
域
、
住
居
地
域
の
ほ

か
の
地
域
に
つ
い
て
も
地
域

制
限
を
定
め
て
い

る
と
こ
ろ

が
約
十
県
あ
る
。
千
葉
県
で

は
「
専
ら
住
居
の
用
途
に
供

さ
れ
る
一

回
の
土
地
の
前
械

が
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ

り
、
か
っ
、
当
該
地
域
に
あ

る
住
居
め
一戸
数
が
お
お
む
ね

五
十
一
戸
以
上
で
あ
る
地
域
」

で
は
地
域
制
限
が
行
な
わ
れ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
和

歌
山
県
の
よ
う
に

「
専
ら
、

住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
地
域
で

規
則
で
定
め
る
地
域
」
と
し

て
規
則
で
制
限
地
械
を
定
め

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

細
部
の
規
定
は
各
地
の
施
行
条
例
で

「
移
動
」
「
臨
時
」
な
ど
除
外
規
定
も

次
に
②
「
住
居
住
宋
合
池
蛾
」

以
外
の
地
域
で
宇
校
な
ど
風

俗
環
境
を
保
全
す
る
必
要
の

あ
る
施
設
の
周
辺
地
域
の
制

限
に
つ
い
て
は
各
条
例
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
区
分
寸刀
法
で

定
め
ら
れ
て

い
る
。

制
限
の
方
法
と
し
て
は
学

校
な
ど
の
対
象
施
設
の
区
分

を
す
る
も
の
し
な
い
も
の
、

用
途
地
域
に
よ
る
区
分
を
す

る
も
の
し
な
い
も
の
、
な
ど

に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
な
お
学
校
な
ど
の
対

象
地
設
の
区
分
に
つ
い
て
も

各
条
例
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
だ

が
お
お
む
ね
学
校
な
ど
、
病

院
な
ど
に
分
け
て
制
限
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ
の

う
ち
学
校
に
関
し
て
は
学
校

教
育
法
に
定
め
ら
れ
る
学
校

の
こ
と
で
、
幼
椴
困
、
小
、

中
学
校
、
高
校
、
高
等
、
大
学
、

首
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護

学
校
が
含
ま
れ
る
が
、
宮
城

県
め
よ
う
に
「
大
学
を
除
く
」

と
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
、
熊
本
県
で
は
「
幼
稚
闘

を
除
く
」
と
し
て
お
り
、
群

馬
県
で
は

「
専
修
学
校
、
各

般
学
校
を
含
む
」
と
し
て
い

る
。
な
お
鳩
玉
県
の
よ
う
に

「大
学
は
病
院
等
に
含
む
」

• .| 
3去

北
米
市
場
に
向
け
積
極
的
な
方
針
出
す

附
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス

(
本
社
東
京
、
中
山

隼
雄
社
長
)
で
は
米
国
に
同

社
全
額
出
資
の
販
売
小
会
社

を
今
春
に
も
設
立
す
る
予
定

で
、
米
国
市
場
で
の
同
社
製

品
の
販
売
強
化
を
図
っ
て
い

く
方
針
で
あ
る
こ
と
を
、
こ

の
ほ
ど
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ま
で
セ
が
祉
の
開
発

製
品
は
北
米
市
場
に
つ
い
て

は
米
国
パ
リ

l
・
ミ
y
ド
ウ

ェ
l
祉
が
供
給
の
優
先
権
を

持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
契
約

が
三
月
に
切
れ
る
た
め
、
セ

ア
イ
レ
ム

ガ
社
が
直
接
北
米
市
場
で
の

製
品
供
給
を
行
な
っ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
現
地

法
人
の
設
立
所
仕
地
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
シ
カ

ゴ
あ
た
り
を
検
討
中
で
、
当

十聞
は
従
業
員
十
人
程
度
で
発

足
し
責
任
者
に
は
若
手
を
登

用
す
る
方
針
と
の
こ
と
。

こ

の
新
会
社
に
よ
り
北
米
市
場

で
の
販
路
開
拓
が
進
め
ら
れ

る
が
、
そ
の
取
組
み
に
つ

い

て
同
社
で
は
、
小
海
外
担
当
の

デ
ビ
ッ
ト

・
ロ
ー
ゼ
ン
氏
に

手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

ジ
ャ
レ
コ
、

る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

現
在
米
国
市
場
は
低
迷
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、

こ
の
状
況
に
つ
い
て
同
社
で

は

「
そ
の
低
迷
は
既
存
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
よ
る
供
給
面
が

崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
紛

れ
た
の
で
は
な

い」
と
分
析
、

そ
の
た
め

「
現
地
法
人
の
設

立
に
よ
り
米
国
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
情
に
合
致
し
た

製
品
供
給
に
つ
い
て
新
し
い

形
で
の
対
応
を
行
な
っ
て
い

き
た

い
」
と
し
て
い
る
。

と
す
る
と
こ
ろ
も
い
く
つ
か

あ
る
。
ま
た
用
途
地
域
の
区
分
に

関
し
て
も
条
例
ご
と
に
異
な

っ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
住

居
地
域
、
商
業
地
域
、
そ
の

他
の
地
域
に
区
分
し
て
制
限

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
ず
学
校
な
ど
の
対
象
佐
川

設
を
い

っ
さ
い
区
分
せ
ず
、

し
か
も
用
途
地
域
に
関
わ
ら

ず
地
域
制
限
を
し
て
い
る
の

は
北
海
道
、
徳
島
県
な
ど
い

く
つ
か
あ
る
が
、
北
街
道
で

は
対
象
施
設
か
ら
百
メ
ー
ト

ル
以
内
、
徳
島
県
で
は
二
十

メ
ー
ト
ル
以
内
で
営
業
が
制

限
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
学
校
な
ど
の
対
象
施

設
は
区
分
し
な
い
が
、
用
途

地
域
に
よ
っ
て
区
分
す
る
も

の
と
し
て
は
秋
回
県
な
ど
約

十
県
で
あ
り
、
そ
の
他
の
大

半
の
府
県
で
は
学
校
な
ど
、

病
院
な
ど
の
対
象
施
設
の
区

分
を
設
け
、
さ
ら
に
用
途
地

域
ご
と
に
も
区
分
を
設
け
て

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
地
域
制

限
を
定
め
て
い
る
。

学
校
な
ど
の
対
象
施
設
か

ら
の
制
限
距
離
に
つ
い
て
は
、

施
行
令
で
お
お
む
ね
百
メ
ー

ト
ル
以
内
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
最
も
厳
し
い
条
例
で
も

対
象
地
設
か
ら
百
メ
ー
ト
ル

以
内
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
最
も
緩
や
か
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
徳
島
県
の

一
律

二
十
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
り
、

次
い
で
愛
媛
県
の
「
商
業
地

域
で
は
H

保
全
対
象
施
設
H

の

敷
地
の
周
囲
十
メ
ー
ト
ル
の

区
域
内
、
住
居
集
合
地
域
お

よ
び
商
裟
地
域
以
外
で
は
H

保

全
対
象
総
設
u

の
敷
地
三
十

メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
の
地
域
」

と
さ
れ
て

い
る
。

な
お
こ
れ
ら
学
校
な
ど
の

対
象
施
設
の
周
辺
で
の
地
域

制
限
に
閲
し
て
も
、
い
く
つ

か
の
粂
例
で
は
例
外
地
械
が

設
け
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
う

東京(03)438・0698 大飯06(943)-2512 
名古島(05l)l63・0016 福岡(09l).n・3600 翼民社(06)9'3-ml

ま
ず

「
移
動
す
る
営
業
」

の
例
外
規
定
は
す
べ
て
の
条

例
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
例

え
ば
福
井
県
で
は

「
営
業
所

が
常
態
と
し
て
移
動
す
る
営

業
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
「
臨
時
の
営
裟
」
の

例
外
規
定
に
関
し
て
は
大
半

の
道
府
県
で
定
め
ら
れ
て
い

る
。
な
お

「
臨
時
」
の
期
間

に
つ
い
て
は
編
島
県
の
よ
う

に
「
三
月
以
内
の
期
間
を
限

る
」
と
す
る
も
の
、
'
馬
恨
県

の
よ
う
に

「
七
日
以
内
の
期

間
を
限
る
」
と
す
る
も
の
、

栃
木
県
の
よ
う
に
、
「
祭
礼
そ

の
他
の
留
俗
的
行
事
が
行
な

わ
れ
る
日
」
と
す
る
も
の
な

ど
さ
ま
ぎ
ま
で
あ
る
。
な
お

大
分
県
の
よ
う
に

「
三
月
以

内
の
期
限
を
限
っ
て
営
む
風

俗
営
業
で
公
安
委
員
会
規
則

で
定
め
る
も
の
」
と
し
て
、

例
外
率
取
も
規
則
で
定
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

技術と信頼を誇るメダルメーカー

株 式会 社

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
ロ
月

m
B
1
1月
刊
日
)

特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

許
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
告

な
い
し
公
聞
の
最
新
分
で
A

M
業
界
側
速
の
も
の
は
次
の

と
お
り
。
記
事
内
容
は
、公
告

/
ハ
ム
刷
の
日
付、
発
明
/
考
案

の
名
称
、出
願
人
、
公
告

/
公

閥
番
号
、
出
願
番
号
の
順
に

抽
出判
。
な
お
@

は
審
公
請
求

の
あ

っ
た
も
の
を
示
し
て
い

る
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、

各
地
の
発
明
協
会
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

実
用
新
案
出
願
公
開

一
月
十
日
付

1
「カ

l
ド

式
ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
」

、
パ

シ
フ
ィ
ッ

ク
工
業

側
一東
京
)
、

公
開
2
5
8
1
@
、
日
ー
7

4
4
1
2
。

，宅、ノコン乞線"‘ー"
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i!?i;ji弘
ち
東
京
都
、
大
阪
府
で
は
「
公

安
委
員
会
規
制
で
定
め
る
地

域
に
該
当
す
る
部
分
を
除
く
」

と
し
て
い
る
の
み
だ
が
、

石

川
県
で
は

「
市
の
区
域
内
の

商
業
地
域
を
除
く
」
と
な

っ

て
お
り、

さ
ら
に
三
重
県
で

は
別
表
を
掲
げ
て
具
体
的
に

除
外
地
域
が
一ホ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
外
地
域
に
つ
い

て
は

H

大
山
歓
楽
街
。
を
示

す
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
ν
八
号
営
業
。

は
基
本
的
に
①

「
住
居
集
会

地
域
」
、
②
学
校
な
ど
の
周

辺
地
岐
に
あ
る
場
合
は
許
可

を
与
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、

「
移
動
す
る
営
業
」

「臨
時
め
営
業
」
に
関
し
て

は
そ
の
適
用
を
受
け
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。

⑩ • 

ア
ス
キ
ー
が
新
春
企
画
で
開
設

グ
パ
ソ
コ
ン
神
社
d

か
ら
北
米
市
場
で
問
機
が
発

売
と
な

っ
た
。
デ
ー
タ
イ
ー

ス
ト
で
は

「
北
米
市
場
で
の
パ
ソ
コ
ン
情
報
誌
の
出
版

無
断
コ

ピ

l
ロ聞
は
も
と
よ
り
、
を
中
心
に
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム

岡
市
場
へ

の
日
本
な
ど
か
ら
ソ
フ
ト
も
扱
っ
て
い
る
鮒
ア

の
無
断
輸
出
品
に
つ
い

て

は

ス

キ
|

(
本
社
東
京
、
郡
司

断
固
た
る
処
置
を
と

っ
て
い

〈
」
こ
と
を
と
く
に
強
調
し

て
い
る
。

な
お
海
外
で
は
同
ゲ

l
ム

は
「
カ
ン
フ
|
-
マ
ス
タ
ー」

の
名
前
で
発
売
さ
れ
る
も
よ

う
で
あ
リ
、

A
T
E
な
ど
で

出
品
さ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ミ
コ
ン
用
で

発
売
へ

-' ・ー ・
4‘4凶 = ・・z== .、・・=九九・，、.圃.、 e、.

ファミコン用「エクセリオン」

「

D 

ォ
ー
メ
|
シ
ョ
ン

Z
」

デ
イ
」
「
ト
ッ
プ

ロ
ー
ラ
ー」

な
ど
同
社
開
発
の
業
務
用

T

V
ゲ
ー
ム
機
の
ヒ
ッ
ト
作
を

フ
ァ
ミ
コ
ン
用
カ
セ

ッ
ト
と

し
て
四
、

五
本
発
売
し
て
い

く
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

こ

れ
は
す
べ
て
同
社
の
製
造
、

販
売
に
よ
り
発
売
さ
れ
る
。

同
社
は
こ
れ
ま
で

M
S
X
パ

ソ
コ
ン
周
の
ゲ

l
ム
ソ
フ
ト

を
扱
っ
て
き
た
が
、

M
S
X

以
外
の
ソ
フ
ト
を
発
売
す
る

の
は
こ
れ
が
初
め
て
。
な
お

「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
」
府
ゲ
ー
ム
カ
セ

y
ト
の

持
諸
発
売
は
、

A
M
業
界
で

は
ナ
ム
コ
に
次
い
で
二
社
目

と
な
っ
た
。

今
回
の
発
売
に
先
交
っ
て

両
社
で
は
①
任
天
堂
が
将
来

「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
」
シ

ス
テ
ム
の
改
良
を
行

な
う
場
合
は
、
そ
の
技
術
情

明
朗
社
長
)
で
は

一
月
四
日

か
ら
三
日
間
、
東
京

・
青
山

の
ア
ス
キ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

に

て
パ
ソ
コ
ン
で
楽
し
む
広
場

オペレーター@パートナー
1人よりも2人@カで
蟻務内容 ・・

・ゲームコーナーの共同経営

・ゲームマシンの長期!lJ賦販売

・長期資金融資

ケイ・アミューズメントリース髭
東京(425)8102 大飯(365)8879

却
械
を
ジ
ャ
レ
コ
に
提
供
す
る

こ
と
、

②

ジ
ャ
レ
コ
が
任
天

堂
の
商
標

「
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
」
を
使
用
す
る

こ
と
な
ど
、
さ
き
の
ナ
ム
コ

の
場
合
と
同
様
の
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
契
約
を
十
一
月
一
日
締

結
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
後

両
社
は
連
携
を
保
ち
、
州
制
似

性
の
あ
る
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の

開
発
を
避
け
る
と
い
う
こ
と

で
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「パ

ソ
コ
ン
神
社
」

を
開
設

し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

こ
れ
は
新
春
の
お
年
五
企

画
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
、
神
社
ふ
う
の
デ
ザ
イ

ン

と
構
成
が
な
さ
れ
た
会
場
の

内
容
は
次
の
と
お
り
。
①

拍

手
を
打
つ
と
ラ
イ
ト
演
出
が

行
な
わ
れ
る
音

セ
ン
サ
ー
仕

掛
け
の
祉
の
ほ
か
、
鳥
居
、

参
道
、
石
灯
ろ
う
な
ど
の

っ

く
り
、
②
四
十
句
大
別
モ
ニ

タ
ー
を
使
用
し
た

M
S
X
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
十
二
支
絵
合

わ
せ
ゲ

l
ム
コ
ー
ナ
ー

(
ゲ

ー
ム
参
加
者
に

J
ね
ん
す
り
H

進
呈
)
、
③

M
S
X
バ
ソ
コ

ン
に
よ
り
運
勢
を
占
う
H

お

み
く
じ

コ
ー
ナ
ー
。
(
②
③

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
東
京
女

千
大
学
マ

イ

コ
ン
ク
ラ
ブ
が

作
成
)
、
④
同
社
特
製
の
絵

馬
に
今
年
の
願

い
ご
と
を
書

く
絵
馬
コ
ー
ナ
ー
ー
ー
な
ど

が
設
置
さ
れ
人
気
を
呼
ん
だ
。

そ
の
な
か
で
絵
馬
に
と
く
に

面
白
い
コ

メ
ン
ト
を
書
い
た

か
参
持
者
H

三
名
に
は
、
希

望
の

M
S
X
パ
ソ
コ
ン
か
同

社
か
ら
贈
ら
れ
た
。
同
社
で

は
「
パ

ソ
コ
ン
の
楽
し
さ
を

広
〈
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

の
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

今
後
も
実
施
す
る
」
と
し
て

い?匂。

8V'もも
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北
米
市
場
は
デ
コ

U
S
A
が
担
当

ア
イ
レ
ム
附
(本
社
大
阪
、
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
|
ス
ト

官
同
町
哲
社
長
)
で
は
こ
の
ほ
ラ
リ
ア
の
各
市
場
に
つ
い
て

ど
、
同
社

T
V
ゲ
ー
ム
機
「
ス
も
そ
れ
ぞ
れ
指
定
各
社
に
独

パ
ル
タ
ン

X
」
に
つ
い
て
海
占
的
販
売
権
を
与
、
え
る
契
約

外
数
社
に
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
を
行
な

っ
て
い
る
。

に
対
す
る
独
占
販
売
機
を
与
そ
の
う
ち
米
国
デ
ー
タ
イ

え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ー
ス
卜
社
は

一
月
十
日
に
正

そ
れ
に
よ
る
と
カ
ナ
ダ
を
式
契
約
を
結
び
、

一
月
中
旬

含
む
北
米
市
場
に
つ
い
て
は

側
デ

l
タ
イ
ー
ス
ト
の
現
地

法
人
で
あ
る
デ
ー
タ
イ
ー
ス

ト

U
S
A
社
(
本
社
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
、

ロ
パ

l
ト

・
ロ
イ
ド
社
長
)

に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
含
む

英
国
市
場
に
つ
い
て
は
英
国

エ
レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
祉

(本

社
ロ
ン
ド
ン
、
ジ

ョ
ン

・
ス

タ

l
ジ
デ
ス
社
長
)
に
、
ド

イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
め
市
場
に

つ
い
て
は
西
独

N
S
M
/
ロ

|
エ
ン
社
(本
社
ビ
ン
ゲ
ン
、

シ
ュ
ル
ツ
社
長
)
に
、
そ
れ

ぞ
れ
独
占
的
販
売
権
を
与
、
え

た
ほ
か
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
イ

明中用ア家契京ほ金
そ ら匂jゲミ庭 約 、ど沢附
のかよ I1)朋を山 、義ジ
第に 1)ム IT結内 {壬秋ヤ 内
一 し発カコ V び ie天粁レ 4

5単た売センゲ 、社主長コ 月
は 。すツピ l任長(紛)安 中
字 るトユムヲミ)(で 'T 告1社 '日J
宙 こを |機堂と本は甫 ー，
戦 と ニ タ「製許社こ 222
争 を月 」 フの諾東の宍Z

でグ セ
統 J リ
い二 オ
トエ ン
討ク 」
リセ
ま 11
てい ' 
L オ
ユン
フ」

• • 
スーパーダービージャンコ・レディークラウンズゴルフ・インハワイトフォーJレIlピッ

逃げ切るか追い上げるか・.• • • .。
ゴール間近だ/ラストスnートグ

伊4トイ~

5ii真の馬の申から

‘自分の乗る馬を
レバーとボタンで

選びます。

ムチボタンをタイミ
ンク良く押し、俸書

物などはジャンプボ砂

タンやレバーでよけ

ゴールします。
、• 

大シネスコスクリーンで

ハイグレードなレースを

、雀豪シリーズ、第3弾

2人のレディーがお相手

4 

車福間
E空璽霊園

区豆註;

コースはフルセット挑戦

男女マッチプレイも可能

秘宝を求めて地下洞窟へ

不思議な迷宮の謎に挑戦

~ALECO LTD. 
5-24-9 KAMIYOHGA SETAGAYA.KU TOKYO 158 JAPAN 

TEL (03)420・2271

TELEX JALECO J2789 1 

株式会社副事Lコ
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SUPER DERBY 
メダルゲーム機の般置運営につきましては「メ
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TV 

( 6) 

;d、
Zま

親子連れなど子どもたちに贈物

の
勝
ち
抜

き
戦
で
、

約
三
百
名

の
参
加
希

望
者
が
殺

到
し
た
が
、

抽
選
で
八

名
一
組
の

計
四
組
三

十
二
名
に
よ
り
競
わ
れ
た
。

各
組
の
優
勝
者
と
準
優
勝
者

に
は
賞
品
と
し
て
「
S

G
|

1
0
0
O
H
」
お
よ
び
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト

一
本
が
贈
ら
れ
、

セガ社が年末に同社パソコンの

‘ーム

ゲームマシン1985年2月1日

G
機
と

A
M
機

機
に
使
え
る
」
と
い
う
忘
想

に
把
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
民
混
屈
で
い
く
と
、
ど
ん

な
自
然
、
社
会
事
象
で
も
賭

博
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
新
風
営
法
が
問

題
と
し
て
い
る
の
は
そ
う

ブ
ル
と
は
無
縁
な
ア
ー
ケ
ー

ド
の
T
V
ゲ
l
ム
機
や
エ
レ

メ
カ
機
ま
で

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル

機
」
に
含
め
る
こ
と
自
体
が

間
違

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

庇
理
屈
を
用
い
る
人
た
ち

は
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
な
ど

の
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機

(こ
れ

• 

• 

• 

• 

ゲームマシン

エキサイティングなモトクロスレース.グ

3分以内に各レースの5位に入賞しないと
次のレースに出場できないぞグ

TM 

隠された金塊を一定時間内に探し出せグ

ウ二ラは電撃波で感電させ壁ヘ押しつぶせグ

ブラックホールには注意してグ

第二緑樹i傑物認可第253号1985年2月1日( 7 ) 

セガキ士『チャンピオンボクシングJ

参
加
者
会
員
に
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
た
。
こ
の
競
技
の
模

機
は
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
よ
っ

て
会
場
内
に
放
映
さ
れ
、
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た

メ
ロ

デ
ィ
ー
当
て
ク
イ
ズ
は

同
社
パ
ソ
コ
ン

「
S

C
1
3

0
0
O
H
」
を
使
っ
て
歌
詩

的
の
イ
ン
ト

ロ
(
最
初
の
四

小
節
)
を
流
し
、
そ
の
曲
名

を
当
て
る
と
い
う
も
の
で
、

家
族
連
れ
や
ア
ベ
ッ
ク
な
ど

も
参
加
し
、
賑
や
か
に
進
め

ら
れ
た
。
な
お
会
場
の
一
角

T
V
ゲ
l
ム
機
「
S
G
1
1

0

0
O
H
」
の
販
売
促
進
の

鮒
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
一
環
を
兼
ね
て
、

子
ど
も
た

イ
ゼ
ス

(本
社
東
京
、
中
山
ち
に
パ
ソ
コ
ン
や
T

V
ゲ
|

一
隼
雄
社
長
)
で
は
十
二
月
二

ム
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

一
十
九
日
、
東
京

・
池
袋
の
サ
い
う
趣
旨
で
聞
か
れ
た
も
の

一
ン
シ
ャ
イ
ン

ビ
ル
地
下
一
階
で
、
同
社
主
催
、
フ
ジ
テ
レ

一
の
噴
水
広
場
に
て
、
同
社
パ

ビ
が
企
画
・制
作
を
旭
当
し
、

一
ソ
コ
ン
な
ど
を
用
い
た
催
し

T
V
ゲ
l
ム
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
「
斜
セ
ガ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ

・

や
メ
ロ
デ
ィ
ー
当
て
ク
イ
ズ

一
ア
イ
ラ
ン
ド
」
を
閥
催
、
冬
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

R
E
C
社
長

一
休
み
中
の
小
中
学
生
一な

ど

で

同

ト

ー

ナ

メ

ン
ト
は
同
社

小
見
山
祭
氏
(
こ
み
や
日
午
後
凶
時
五
十
分
、
低
肺

一
賑
わ
っ
た
。

家

庭

用

T
V
ゲ
ー
ム
「
チ
ャ

ま

・
た
か
し
H

旧
鮒
ア

l
ル
機
能
症
の
た
め
京
都
の
鞍
馬

一

こ
の
催
し
は
同
社
家
庭
用
ン
ピ
オ
ン

・
ボ
ク
シ
ン
グ
」

イ

i
シ
l
社
長
)
、

一
月
七
日
病
院
で
死
去
、
六
十
歳
。

一

一一一一一
一
一一一一一
一
一一一一一一一一一
一
一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一
一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一
一一一一一一一一一一
一
一一=
一一-=
一一一一一一一一一
一
一一一
一
一一一一一一一一一
一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一
一一一一一
一
一一一一一一一
一
一一
一
一一一
一
一一一一一一一一一

一

法
律
の
制
定
、
施
行
に
伴
賭
博
に
使
用
さ
れ
得
る
」
と
い
う
ば
く
然
と
し
た
も
の
で
ら
は
本
来
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
で

一
な
う
解
釈
に
は
笑
に
さ
ま
吉
い
う
解
釈
で
新
風
営
法
が
施
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
遊
技
あ
る
)
が
「
者
し
く
射
キ
心

一
ま
な
も
の
が
あ
る
と
、
私
た
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

設
備
」
で
あ
る
。
そ
う
す
る
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊

一
ち
は
今
回
の
新
風
営
法
で
忠

利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
法
が
本
来

「
八
号
機
」
技
設
備
」
で
あ
る
、
と
言
わ

一
い
知
》
り
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
れ
ひ
と
し
て
指
定
す
る
ゲ
ー
ム
機
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
奇
妙

一
た
が
、「
遊
技
の
結
果
が
定
量
と
り
も
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
は
、
業
界
で
い
う
「
ギ
ャ
ン
な
恐
れ
を
抱
い
て
い
る
よ
う

号一

的
に
表
示
さ
れ
る
も
の
は
賭
い
た
ら
、
よ
ほ
ど
そ
の
人
は
ブ
ル
機
」
に
相
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
恐
れ

町一

博
に
使
用
さ
れ
得
る
」
と
い

「
ゲ
l
ム
機
は
す
べ
て
賭
博
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
ギ
ャ
ン
は
ま
っ
た
く
不
自
然
な
の
で

2
一
う

の

は

明

ら

か

に

暴

論

で

あ

や

め

た

ほ

う

が

い

い

と

思

う
。

第

一
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
な
ら
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム

こ

の

暴

論

が

あ

る

個

人

の

持

場

で

使

わ

れ

て

い

る

ス

ロ

ツ

論
で
あ
る
と
し
て
も
、

他

人

ト

マ

シ

ン

な
ど
の
メ
ダ
ル
ゲ

に
悪
影
響
を
与
え
な
け
れ
ば

l
ム
機
を
、

「
七
号
」
の
風

そ

れ

は

そ

れ

だ

け

の

こ

と

だ

俗

営

業

所

へ

持

っ
て

い
き
、

が
、
法

律

に

係

わ

る

こ

と

は

許

可

な

い

し

設

備

変

更

の

糸

決

し

て

許

さ

れ

る

べ

き

こ

と

認

を

受

け

ら

れ

る

か

ど

う
か

で
は
な
い
。

試
せ
ば
済
む
か
ら
で
あ
る
。

い
っ
た
い

A
M
業

界

の

だ

そ

の

場

合

絶

対

に

許
可
な

い

れ

が

、

「

遊

技

の

結

来

が

定

し

ゑ

認

を

受

け

ら

れ

な

い

こ

最
的
に
表
示
さ
れ
る
も
の

は

と

は

明

白

だ

と
考
え
ら
れ
る
。

元
関
西
精
機
役
員
、

.. ・‘・

に
は
「
S
G
|
1

0
0
O
H
」
が
約

二
十
台
設
置
さ
れ
、

フ
リ
|
ゲ
|
ム
ゾ

ー
ン
と
し
て
来
場

者
に
開
放
さ
れ
好

評
を
隠
し
た
。
同

社
で
は
「
S
G
|

1
0
0
O
H
」
の

売
れ
行
き
が
好
調
で
、
昨
年

十
月
か
ら
三
カ
月
間
に
問
機

を
二
十
八
万
台
出
荷
、
さ
ら

に
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ
て
一

月
以
降
は
月
に
五
万
台
ペ

ー

ス
で
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い

る
1

1
0と
し
て
い
る
。

セ
ガ
社
で
は
同
社
ホ
ー
ム

パ
ソ
コ
ン
用
ゲ

l
ム
ソ
フ
ト

の
供
給
に
カ
を
入
れ
て
お
り
、

十
月
下
旬
に

「
チ
ャ

ン
ピ
オ

ン
・
ボ
ク
シ
ン
グ
」

、
十
一

月
中
旬
に
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

・

サ
ッ
カ
ー
」
、
同
下
旬
に

「
ハ

セガ社パソコン用「フリッキーJ

広
島
県
出
身
。
自
宅
は
京
都

市
上
京
区
室
町
通
鞍
馬
口
下

ル
森
ノ
木
町
四
六
二
。
葬
儀

は
九
日
、
自
宅
で
し
め
や
か

に
行
な
わ
れ
た
。
設
、
王
は
長

男

・
小
見
山
章
氏
。

同
氏
は
大
正
十
四
年
六
月

十
七
日
生
ま
れ
で
、
ち
ょ
う

ど
還
暦
を
迎
え
た
ば
か
り
だ

っ
た
。
九
歳
の
時
に
広
島
か

ら
京
都
に
移
転
、
同
志
社
大

学
を
卒
業
後
、
昭
和
三
十
三

年
に
附
関
西
精
機
製
作
所

(本

社
京
都
、
古
川
謙
三
社
長
)

に
入
社
。
以
来
同
社
の
発
展

に
貢
献
し
取
締
役
営
業
部
長

と
な
る
が
、
身
体
上
の
都
合

で
凹
寸
九
年
間
祉
を
選
社
、

五
十
一
年
に
側
ア
ー
ル
イ
l

シ
ー
を
設
立
、

遊
園
地
の
フ

ァ
ン

ハ
ウ
ス
と
そ
の
内
部
設

備
の
製
造
を
中
心
に
業
務
を

行
な
っ
て
き
た
が
、

五
十
五

年
頃
か
ら
再
び
体
調
を
崩
し

病
気
療
養
に
入
り
、
五
十
八

年
間
祉
を
閉
鎖
。
そ
れ
以
後

は
業
界
か
ら

一
切
身
を
引
い

て
い
た
。ct • 

TEL03(254)1781 
TEし06(245)4155

秦京都干代田区得白須田町小22
大阪市南区長短矯筋T丁目 32 

〒101
〒542株式盆社佳実

ツ
ス
ル

・
チ
ユ
|
ミ

l
」
、

十
二
月
上
旬
に
「
ホ
ー
ム
麻

雀
」
、
「
フ
リ

ッ
キ
l
」
、

「
山
い
エ
ン
ゼ
ル

・
キ
ュ
ー

テ
ィ

l
」
な
ど
次
々
発
売
し

て
い
る
。
同
社
で
は
年
末
商

戦
で
大
い
に
健
闘
し
て
お
り
、

今
年
も
カ
を
入
れ
て
い
く
も

ょ
う
で
あ
る
。

夕、イエーレジャーランド

12月3日付

緋本社長に
西中氏は退社、

側
ダ
イ
エ

ー
レ
ジ
ャ
ー
ラ

ン
ド
(
本
社
神
戸
)
の
社
長

に
新
た
に
緋
本
祥
男
(
ひ
も

と

・
さ
ち
お
)
氏
が
就
任
し

た
こ
と
が
、
こ
の
ほ
ど
明
ら

か
に
な
っ
た
。

向
性
は
、
そ
れ
ま
で
西
中

和
光
社
長
だ
っ
た
が
同
氏
は

退
任
退
社
し
、
十
二
月
三
日

付
で
緋
本
氏
が
新
社
長
に
就

任
し
た
も
の
。
緋
本
氏
は
親

会
社
、
附
ダ
イ
エ

ー
の
総
務

を
担
当
し
て
き
で
い
る
。

事
務
所
移
転

秀
和
電
子
サ
|
ヒ
ス

l
大

阪
市
都
島
区
都
島
本
通
四
の

二
十
三
の
五
、
カ
ト
リ
エ

l

ム
中
島、

宮
九
二
八
|
二
九

二
四
、
西
尾
公
秀
社
長
。

事
務
所
開
設

側
ナ
ム
コ

・
岡
山
事
務
所

1
岡
山
市
大
元
上
町
一
の
十

一
、
宮

(
O八
六
二
)
凶
三

|
ニ

O
七
七
、
楠
井
克
典
所

長
。

" 

手塚商会
〒663兵庫県西宮市高松町16-15 T E L 0798-66-0811(代)

グロブタ一
好評発売中/

PCBキット価格

98.000円

自舗

胡l;Jr.i.1:1

j 

11 

ドラゴンパスター
新発売

私たちはギャンブル機やコピー機のない、

ドルアーガの港
好評発売中/
PC己キット価格

128.000同

たゆまぬ努力で正しいコースを

ギヤプラス
怒評発売中/

PCBキット価格

128.000同

() 

• 

• 

• 
未来を創透する.1ItH主衡の

•• .・ z."1. ).;ぞ:-1L一輝主I I ごト II田 7-dψイーJトー
μー斗ー斗.J ~I 三A.I一会社
本 社 干167東京都杉並区上荻2・3ト12ピース荻窪合(03)392・4151

研究所 干167東京都杉並区南荻窪4-41-10デ-'1イーストピル含(03)331・5441
札幌営機所:干060札幌市中失区北一幸西19-2-1伊庭ピ)v3F含(印1)611・虫271
仙台営業所 干980仙台市上杉卜15・24M産よ杉ビル 宮(0222)63・0646

名古屋営黛所 干464名古屋市千樋区春日通り6-28rf(052)762-5222 

大阪営業所 干552大級市港区弁天5-10-23~草薙ビル 含(自6 ) 573-25 11

4富岡営割陣所 干8161富岡市博多区車光寺勾1・2・2前回ピル 宮(092)474・0120

健全なAM業界をめざしています。



( 8 ) 第三緩郵便物認可ゲームマシン第253号1985年2月1日第三緩郵便物語忍可ゲームマシン第253号1985年2月1日( 9 ) 

(
北
海
道
)
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

(
昭
和
瓦
寸
九
年
十
二
月
二
十
六
日

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
唯
一
常
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
二
号
。
以
下
「法
」
と
い
う
。)

の
規
定
に
基
づ
き
、
風
俗
営
業
、
風

俗
関
連
営
業
及
び
深
夜
に
お
け
る
飲

食
庖
営
業
の
規
制
等
に
関
し
必
要
な

仕事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
許
可
更
新
の
特
別
の
事
情
)

第
二
条

法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
特
別
の
事
前
と
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
い

う
も
の
と
す
る
。

一
許
可
の
更
新
を
求
め
た
者
の
滞

納
に
係
る
娯
楽
地
設
利
用
税
に
つ

い
て
、
地
方
税
法

(昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
)
第
十

五
条
の
規
定
に
よ
る
徴
収
微
予
又

は
第
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
る

換
仙
の
循
予
若
し
く
は
第
十
五
条

の
七
の
規
定
に
よ
る
滞
納
処
分
の

停
止
を
受
け
て
い
る
と
き
。

二

許
可
の
更
新
を
求
め
た
者
が
、

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

に
よ
り
、
そ
の
資
産
に
つ
い
て
相

当
の
被
害
を
受
け
た
と
き
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
制
限
地
域
)

第
三
条

法
第
凶
条
第
二
項
第
二
号
の

条
例
で
定
め
る
地
域
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
地
域
(
北
海
道
公
安
委
員

会
が
、
良
好
な
風
俗
邸
境
を
保
全
す

る
た
め
に
支
障
が
な
い
と
認
め
て
婦

定
す
る
も
の
を
除
く
J

と
す
る
。

一
都
市
計
画
法
(
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
)
第
二
章
の
規
定
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
第
一
種
住
居
専

用
地
域
、
第
二
純
住
居
専
用
地
域

• • 

規
定
に
よ
り
指
定
す
る
場
合
に
は
、

告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
北
海
道
公
安
委
員
会
へ
の
委
任
)

別
表
第
一

(第
・4
条
、
第
十
二
条
関
係
)

北
海
道
条
例
第
七
十
三
号
)

又
は
住
居
地
域

(法
第
二
条
第

一

項
第
四
回
す
の
営
業
に
係
る
営
業
所

の
う
ち
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

ぷ
一
議
に
適
合
す
る
も
の
(
以
下
「ダ

ン
ス
教
授
所
」
と
い
う
。
)
に
あ
っ

て
は
、
住
居
地
域
を
除
く
。)

二

前
号
に
掲
げ
る
地
域
以
外
の
地

域
の
う
ち
、
学
校
(
学
校
教
育
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
イ
六
号
)

第
一
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
J
、

病
院
(
医
療
法
(
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
二
百
五
号
)
第

一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

都
市
計
画
法
第
二
章
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
近
隣
商
業
地
域
又

は
商
業
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る

も
の
を
除
く
。
第
十
条
第
一

一現
に

お
い
て
同
じ
。)
、図
書
館
(
困
惑
館

法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十

八
号
)
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
も
の
を
い
う
。)
又
は
児
童
福
祉

施
設
(
児
童
福
祉
法
(
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
)
第
七

条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。)
の

敷
地
の
悶
閤
百
メ
ー
ト
ル
の
区
滅

内
の
地
域

2

前
項
の
規
定
は
、
臨
時
に
、
又
は

移
動
し
て
営
む
営
業
に
係
る
質
業
所

で
北
海
道
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
特
例
)

第
四
条

法
第
十
三
条
第

一
一項
の
条
例

で
定
め
る
日
は
地
域
の
祭
典
等
の
日

で
あ
っ
て
当
該
地
域
に
つ
い
て
北
海

道
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
日
と
し
、

同
項
の
条
例
で
定
め
る
時
は
午
前

一

時
と
す
る
。

• • 
第
十
五
条

こ
の
条
例
の
ぬ
行
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
北
海
道
公
安
委
良

会
税
則
で
定
め
る
。

一
-ー-ーがJ る 主事工めな i主峰居め Ttt I也、

地 一 用業らの者11 {主{主王寺，らの者11つ。
域及 l也I也れ規 市 居間j現オLH~ 市ーー、 -， -， 

13長 夜食 以び }或J或た;主 計 J也専地た定員十
i~ 問問 外 二 又尚に回 域周域第に副
、ー '- '- グ)，こ は業よ法 地、ーよ法
と とと 地:tIi!J 工地 1)第 放~ 1'I1tり第 t或
lま はは 城げ 業 j或定 二 χ二住定二、 、、

よ「 日日 」一 ~-. 

3_i ノ、 ノ、
畳

t-JI J 没 l十l 十 十
-手長 H寺JI寺 ア デイ1. デn
l時 かか

、 、
ン 〉〆 ;/ 

か 句句 r、三

'"' 
r、二

|前
句 乞f2日 )1〆 /レ )1〆

日 Elj5t 
数

::1:¥ の時 五
_._ 

凹，、
夜H寺 午ま 十 寸-

ま JjIJで デiL アe デ五
で? 苓 σ〉 、

ン ン ン

の 時時 '" 。 '"' '" !日1時 ま問 jレ jレ /レ
{直間i でを

を グ〉し、 五 Ji 四
JZ長し、 時う 十 十 十

問 。 ア。 テム アつ。
ァピル 、

ン ン ;./ 

し、 rぇ

'"' 
同く

T交Jレ jレ lレ

別
表
第
二

(第
十
条
関
係
)

札
帆
市
中
央
区
の
南
凶
粂
(
尚
四

条
通
リ
以
南
の
地
域
に
限
る
。)

南

瓦
粂
及
び
南
六
条
の
そ
れ
ぞ
れ
西
二

丁
目
及
び
凶
五
丁
目
の
地
域

別
表
第
=
一
(第

l
条
関
係
)

札
脱
市
中
央
区
の
南
四
条
(
南
四

条
通
り
以
南
の
地
域
に
限
る
。
)、

南
五
条
及
び
雨
六
条
の
そ
れ
ぞ
れ
絹

二
丁
目
か
ら
凶

4
丁
目
ま
で
の
地
域

附

則

(
略
)

(
埼
玉
県
)
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

(昭
和
一九
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
、
7
。)

の
規
定
に
基
づ
く
風
俗
営
業
及
び
風

俗
関
連
営
業
等
の
制
限
地
域
の
指
定
、

営
業
時
閣
の
制
限
等
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
許
可
更
新
の
特
例
)

第
二
条

法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す

る
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ

崎
玉
県
条
例
第
四
十
七
号
)

る
場
合
は
、
地
方
税
法

(
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
)
第
十

五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
循

予
を
受
け
て
い
る
場
合
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
制
限
地
域
の
指
定
)

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に

規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
地
域
は
、

次
の
各
一号
に
拘
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

別
表
に
倒
げ
る
第
一
絹
地
域

二

次
の
表
の
上
欄
に
梢
げ
る
施
設

の
敷
地

(
当
該
施
設
の
用
に
供
す

る
も
の
と
決
定
し
た
土
地
を
含
む
。)

(
風
俗
営
業
に
係
る
騒
音
及
び
振
動

の
規
制
)

第
五
条

法
第
十
瓦
条
の
条
例
で
定
め

る
騒
音
の
数
値
は
、
別
表
第
一
の
上

欄
に
掲
げ
る
地
域
ご
と
に
、
同
表
の

下
欄
に
矧
げ
る
時
間
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
欄
に
定
め
る
数
値
を
越

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
北
海
道
公

安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
と
す

ヲ令
。

2

法
第
十
五
条
の
条
例
で
定
め
る
振

動
の
数
値
は
、
五
寸
五
デ
シ
ベ
ル
と

す
る
。
た
だ
し
、
良
好
な
風
俗
環
境

を
保
全
す
る
た
め
、
特
に
静
穏
を
保

持
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
北
海

道
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
地
域

に
お
い
て
は
、
五
十
デ
シ
ベ
ル
と
す

zv
。(風
俗
営
業
者
の
遵
守
事
項
)

第
六
条

風
俗
営
業
者
は
、
次
の
各
号

に
絡
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

従
業
者
に
対
し
不
当
な
負
担
を

か
け
な
い

こ
と
。

二
営
業
時
間
を
客
の
見
や
す
い
一
附

に
表
示
す
る
こ
と
。

三
客
か
ら
支
払
を
受
け
る
料
令
に

係
る
税
率
を
客
の
見
や
す
い
所
に

表
示
す
る
こ
と
。

四

営

業

の

周
に
供
す
る
家
屋
又
は

施
設

(営
業
所
を
含
む
。
第
八
号

に
お
い
て
「
営
業
用
家
屋
等
」
と

い
う
。)
に
答
を
宿
泊
さ
せ
な
い
こ

と
(
旅
館
業
法

(昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
三
十
八
号
)
第
三
条
第

一
墳
の
許
可
を
受
け
て
営
む
旅
館

業
を
兼
業
す
る
場
合
を
除
く
。)
。

五
営
業
所
で
卑
わ
い
な
行
為
そ
の

他
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
行
為
を

し
、
又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ

な
い
こ
と
。

U

ハ

営
業
所
で
シ

ョ
ウ
の
矧
を
し
、

又
は
さ
せ
な
い
こ
と
(
法
第
二
条

第

一
項
第
一
号
か
ら
第
三
回
す
ま
で

の
営
業
を
営
む
場
合
を
除
く
。)。

七

客

の

求
め
な
い
飲
食
物
を
提
供

4・• 

か
ら
、
当
該
施
設
ご
と
に
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
当
該
施
設
の
周

辺
の
地
域
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

施

設

学
校
(
学
校
教
育
法

(昭
和
二
十

二
年
法
律
第
二
十
六
号
)
第

一
条
に

規
定
す
る
学
校
で
、
同
条
に
規
定
す

る
大
学
以
外
の
も
の
を
い
う
。)

一

大

学

(
学
校
教
育
法
第
一
条
に

規
定
す
る
大
学
を
い
う
。)

二

図
書
館
(
国
管
館
法
(
昭
和
二

十
丘
年
法
律
第
百
十
八
号
)
第
二

条
第

一
項
に
規
定
す
る
図
書
館
を

い、フ
。)

三
病
院
及
び
診
療
所
(
医
療
法
(
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
)

第
一
条
に
規
定
す
る
病
院
及
び
診

療
所
を
い
う
。
た
だ
し
、
診
療
所

に
あ
っ
て
は
、
患
者
の
収
容
施
設

を
有
す
る
も
の
に
限
る
。)

四
児
童
福
祉
施
設

(児
童
福
祉
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
)
第
七
条
に
規
定
す
る
児
童

福
紙
施
設
を
い
う
。)

五
特
別
養
議
老
人
ホ

l
ム
(
老
人

福
祉
法
(
昭
和
三
十
八
年
法
律
第

百
三
十
三
号
)
第
十
四
条
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老

人
ホ

l
ム
を
い
う
。)

2

前
墳
の
規
定
は
、
次
の
各
国
す
に
掲

げ
る
営
業
所
に
つ
い
て
は
、
適
用
し

れ
酔
し
一

泊
態
と
し
て
移
動
す
る
列
車
等

に
お
い
て
行
わ
れ
る
風
俗
営
業
に

係
る
営
業
所

ニ

祭
礼
、
縁
日
等
地
域
的
慣
溜
に

よ
る
催
し
が
開
催
さ
れ
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
催
し
が
開
催
さ
れ

る
場
所
又
は
地
域
に
お
い
て
、
当

該
催
し
の
開
催
期
間

(三
月
以
内

の
期
間
に
限
る
。)
中
に
営
む
法
第

二
条
第

一
項
第
七
号
又
は
第
八
号

の
営
業
に
係
る
営
業
所

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
の

特
例
)

第
四
条

法
第
十
三
条
第
一
一
項
に
規
定

す
る
資
俗
的
行
事
そ
の
他
の
特
別
な

事
情
の
あ
る
日
と
し
て
条
例
で
定
め

る
日
は
崎
玉
県
公
安
委
員
会
規
則
(以

し
な
い
こ
と
。

八

営
業
用
家
屋
等
に
お
い
て
、
法

第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
風
俗

関
連
営
業
を
営
み
、
又
は
営
ま
せ

な
い
こ
と
。

(
ダ
ン
ス
教
授
所
営
業
者
の
遵
守
事

項
)
第
七
条

ダ
ン
ス
教
校
所
を
営
む
風
俗

営
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
ほ

か
、
次
の
各
聞す
に
掲
げ
る
事
項
を
遵

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ダ
ン
ス
教
師
以
外
の
者
を
ダ
ン

ス
の
教
授
に
従
事
さ
せ
な
い
こ
と
。

ニ

ダ
ン
ス
教
師
を
付
き
添
わ
せ
る

こ
と
な
く
客
相
互
の
ダ
ン

ス
を
さ

せ
な

い
こ
と
。

三

営

業

所
で
客
に
飲
酒
を
さ
せ
な

い
こ
〉
』
。

(
遊
技
場
等
営
業
者
の
遵
守
事
項
)

第
八
条

法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
の

営
業
(
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
を
除
く
。
)

を
営
む
風
俗
営
業
者
は
、
第
六
条
の

規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
国
す
に
侶

げ
る
事
雨
明
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
よ
う

な
行
為
を
し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ

・と
。

二

み
だ
り
に
客
の
入
場
若
し
く
は

遊
技
を
桁
み
、
又
は
制
限
し
な
い

こ
と
。

三

客
に
提
供
し
た
貨
口
聞
を
買
い
取

ら
せ
な
い
こ
と
。

四
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
勝
敗
又

は
賞
口
聞
の
得
失
を
決
め
る
よ
う
な

遊
技
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

五

遊

技

機
の
正
常
な
機
能
を
妨
げ

る
よ
う
な
装
置
を
し
な
い
こ
と
。

六
営
業
所
で
容
に
飲
酒
を
さ
せ
な

い
こ
と
。

2

前
項

(第
三
号
及
び
第
六
号
を
除

く
。)
の
規
定
は
、
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
を

営
む
風
俗
営
業
者
に
つ
い
て
準
用
す

ヲ令
。

3

第

一一
頃

(第

一
号
及
び
第
三
号
を

除
く
。)
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第

一

項
第
八
号
の
営
業
を
営
む
風
俗
営
業

者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
項
第
六
号
中
「
さ

せ
な
い
こ
と
」
と
あ
る
の
は

「
さ
せ

な
い

こ
と

(
食
品
衛
生
法
(
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
二
台
三
十
三
号
)
第

二
十

一
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て

ぞ
れ
同
欄
に
定
め
る
距
離
以
内
の

地
域E巨

離

百
メ
ー
ト
ル

五
十
メ
ー
ト
ル

別
表
に
掲
げ
る
第

二
種
地
域

別
表
に
掲
げ
る
第

三
幌
地
域
及
び
第

四
検
地
域

七
十
メ
ー
ト
ル

七
十
メ
ー
ト
ル

下
「
公
安
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。)

で
定
め
る
日
と
し
、
そ
の
日
に
つ
い

て
定
め
る
午
前
議
時
以
後
の
時
は
午

前

一
時
と
す
る
。

(
業
種
に
よ
る
風
俗
営
業
の
営
業
時

間
の
制
限
)

第
五
条

法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
の

営
業

(ぱ
ち
ん
こ
屋
及
び
風
俗
営
業

等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に

閲
す
る
法
律
施
行
令
(
昭
和
五
十
九

年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「令
」

と
い
う
。)
第
七
条
に
訓
判
定
す
る
営
業

に
限
る
。)
を
営
む
風
俗
営
業
者
は
、

県
内
の
全
地
域
に
お
い
て
、
日
出
時

か
ら
午
前
十
時
ま
で
の
時
間
及
び
午

後
十
一

時
か
ら
矧
日
の
午
前
一
本
時
(
前

条
に
規
定
す
る
日
に
あ
っ
て
は
、
午

前
一
時
)
ま
で
の
時
間
に
お
い
て
、

そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な

い
。

(
風
俗
営
業
に
係
る
騒
音
及
び
振
動

営
む
飲
食
唐
営
業
を
兼
業
す
る
場
合

を
除
く
。)」

と
読
み
答
え
る
も
の
と

す
る
。

(
立
入
り
を
制
限
す
る
年
少
者
の
年

齢
等
)

第
九
条

法
第
二
十
二
条
第
四
号
の
条

例
で
定
め
る
年
紛
は
十
六
歳
と
し
、

同
号
の
条
例
で
定
め
る
時
は
午
後
六

時
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
域
等
)

第
十
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
粂

例
で
定
め
る
焔
設
は
、
病
院
及
び
博

物
館

(時
物
館
法
(
昭
和
一4
十
六
年

法
律
第
二
百
八
十
五
号
)
第
二
条
又

は
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
も
の
を

い
う
。)
並
び
に
そ
の
他
の
施
設
で
そ

の
周
辺
に
お
け
る
普
由
民
の
風
俗
若
し

く
は
泊
浄
な
風
俗
邸
境
を
ふ
き
す
る
行

為
又
は
少
年
の
健
全
一な
育
成
に
障
害

を
及
ぽ
す
行
為
を
防
止
す
る
必
要
の

あ
る
も
の
と
し
て
北
海
道
公
安
委
員

会
が
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

2

法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る

も
の
の
ほ
か
、
風
俗
関
連
営
業
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
地
域
に
お
い
て

は
、
こ
れ
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一

法

第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
営

業

北
泌
道
内
全
域

二

法
第
二
条
第
四
一項
第
二
号
、
第

四
号
又
は
第
五
号
の
営
業
別
表

第
二
に
掲
げ
る
地
域
以
外
の
地
域

三

法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
の
営

業
の
う
ち
、
個
室
に
自
動
車
の
卒

庫
が
個
々
に
接
続
す
る
施
設
で
あ

っ
て
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

構
造
設
備
を
設
け
て
営
む
も
の

別
表
第
三
に
掲
げ
る
地
域
以
外
の

地
域
イ

個

室
に
接
続
す
る
尊
厳

(二

以
上
の
側
壁
(
カ
ー
テ
ン
、
つ
い

た
て
等
を
含
む
。)
及
び
屋
織
を

有
す
る
も
の
に
限
る
。

以
下
同

じ
。)
の
出
入
口
空
爆
等
に
よ
っ

て
し
ゃ
へ
い
で
き
る
も
の

ロ

車
臨
時
の
内
部
か
ら
個
室
に
通

ず
る
専
用
の
人
の
出
入
口
又
は

階
段
若
し
く
は
昇
降
機
が
設
け

ら
れ
て

い
る
も
の

ハ

個

室
と
車
庫
と
が
専
用
の
通

路
に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
通
路
の

内
部
が
外
部
か
ら
見
、
え
な
い

も

• • 
の
数
値
)

第
六
条

法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
条

例
で
定
め
る
騒
音
に
係
る
数
値
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
地
域
ご
と

め

四

法

第

二
条
第
四
項
第
三
号
の
営

業
の
う
ち
、
前
号
に
規
定
す
る
営

業
以
外
の
も
の
都
市
計
画
法
第

一
一
章
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

商
業
地
域
以
外
の
地
域

(
風
俗
関
連
営
業
の
深
夜
に
お
け
る

営
業
時
間
の
制
限
)

第
十
一
条

法
第
二
十
八
条
第
四
項
に

規
定
す
る
風
俗
関
連
営
業
は
、
深
夜

(
午
前
零
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の
時

間
を
い
う
。
次
条
及
ぴ
第
十
三
条
に

お
い
て
同
じ
。
)
に
お
い
て
営
ん
で
は

な
ら
な
い
。

(
深
夜
に
お
け
る
飲
食
庖
営
業
に
係

る
騒
音
及
び
振
動
の
規
制
)

第
十
二
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
条

例
で
定
め
る
騒
音
の
数
値
は
、
別
表

第

一
の
上
欄
に
拘
げ
る
地
域
ご
と
に

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
深
夜
に
係
る

数
値
を
越
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

北
泌
道
公
安
委
員
会
規
制
で
定
め
る

も
の
と
す
る
。

2

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
丘
粂
の
条
例
で
定

め
る
伝
動
の
数
値
は
、
一h
十
-h
デ
シ

ベ
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
良
好
な
風

俗
喋
岐
を
保
全
す
る
た
め
、
特
に
綿

穏
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

て
北
泌
道
公
安
委
員
会
肌
則
で
定
め

る
地
域
に
お
い
て
は
、

γ

且
十
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。

(
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
三
条

法
第
三
十
三
条
第

一
項
に

規
定
す
る
、
渦
矧
提
供
飲
食
脂
営
業
は
、

都
市
計
画
法
第
二
章
の
肌
・
記
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
第
一
一
間
伎
は
拍
専
用
地
減
、

第
二
阿
佐
蔚
専
用
地
域
又
は
住
肘
地

域
に
お

い
て
は
、
川
休
J

伐
に
お
い
て
、

こ
れ
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
北
尚
道
公
安
委
員
会
が
普
良
の

風
俗
若
し
く
は
治

hwな
瓜
俗
円
以
内
仰
を

有
す
る
行
為

X
は
少
年
の
健
全
な
育

成
に
隣
友
口
を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止
す

る
た
め
必
要
が
な
い
と
認
め
て
指
定

す
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

(
告
示
)

第
十
四
条

北
尚
道
公
・
託
委
員
会
は
、

第
三
条
第

一
項
、
第
四
条
、
第
十
粂

第
一
項
及
び
第
十
三
条
た
だ
し
警
の

司・• 

に
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
聞
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
悶
欄
に
定

め
る
数
値
と
す
る
。
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2

法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
条
例
て

定
め
る
振
動
に
係
る
数
値
は
、

五
十

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
者
の
行
為
の
制
限
)

第
七
条

風
俗
営
業
者
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
率
一頃
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
営
業
所
で
卑
わ
い
な
行
為
そ
の

他
普
良
の
風
俗
を
官
一
回
す
る
行
為
を

し
、
又
は
客
に
こ
れ
ら
の
行
為
を

さ
せ
な
い
こ
と
。

ニ

営
業
の
用
に
供
す
る
家
屋
又
は

施
設
(
旅
館
業
法
(
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
三
十
八
号
)
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
旅
館
業
に
係

る
施
設
を
除
く
。)
で
客
を
宿
泊
さ

せ
、
又
は
就
寝
さ
せ
な

い
こ
と
。

三

容
の
求
め
な
い
飲
食
物
を
提
供

し
な

い
こ
と
。

四
営
業
所
以
外
の
場
所
で
営
業
し

な

い
こ
と
。

五

営

業

中

に

お
い
て
、
施
錠
そ
の

他
の
方
法
に
よ
っ
て
営
業
所
の
出

入
口
若
し
く
は
客
室
を
閉
ざ
す
行

、

為
を
し
、
又
は
客
に
こ
れ
ら
の
行

為
を
さ
せ
な
い

こ
と
。

六

営

業

の
用
に
供
す
る
家
屋
又
は

施
設
に
お
い
て
、
風
俗
関
連
営
業

を
営
み
、
又
は
他
の
者
に
営
ま
せ

な
い
こ
と
。

2

法
第
二
条
第
一

一項
第
七
号
の
営
業

(ぱ
ち
ん
こ
屋
及
び
令
第
十
一
条
に

規
定
す
る
営
業
に
限
る
。)
を
営
む
風

俗
営
業
者
は
、
前
項
各
号
に
仰向
げ
る

事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

客

に
提
供
し
た
賞
品
を
貰
い
と

ら
せ
な
い
こ
と
。

ニ
営
業
所
で
と
ば
く
類
似
行
為
そ

の
他
著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
、
文
は
答

に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
な
い
こ

井
、

三
著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
方
法
で
営
業
し
な
い
こ

〉
』。

四
営
業
所
に
お
い
て
客
に
飲
泌
を

さ
せ
な
い
こ
と
。
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2

法
第
十
五
条
に
鳳
定
す
る
似
動
の

数
値
は
、
五
十
一
企
テ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

(
手
数
料
の
納
入
手
続
)

第
九
条

法
第
二
十
条
第
八
雨
明
日
川
び
第

四
十
三
条
に
脱
走
す
る
手
数
料
は
、

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
(
昭
和
三

十

一
年
千
業
県
条
例
第
六
号
)
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(風
俗
営
業
者
の
遵
守
事
項
)

第
十
条

法
第
二
条
第
二
項
の
胤
俗
営

業
者
(
以
下

「
風
師
営
業
者
」
と
い
う
。)

は
、
次
の
各
号
に
柏
、
け
る
挙
制
明
を
巡

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
営
業
所
で
卑
わ
い
な
行
為
そ
の

他
替
良
の
風
俗
を
官
官
す
る
行
為
を

し
、
又
は
容
に
こ
れ
ら
の
行
為
を

さ
せ
な
い
こ
と
。

二

風
俗
営
業
の
用
に
供
す
る
家
屋

又
は
施
設
(
以
下
こ
の
条
に
お
い

て

「
営
業
用
家
屋
等
」
と
い
う
。)

で
容
を
枕
寝
さ
せ
、
又
は
宿
泊
さ

せ
な
い
こ
と
(
当
該
営
業
用
家
屋

等
を
旅
館
業
法
(
昭
和
二
十
三
年

法
律
第

h
三
十
八
号
)
第
二
条
第

一
項
に
脱
走
す
る
ホ
テ
ル
営
業
及

び
旅
館
営
業
に
係
る
施
設
と
し
て

兼
用
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。)
。

三

等

の

求

め

な

い
飲
食
物
を
提
供

し
な
い
こ
と
。

四
法
第
寸
七
条
の
規
定
に
よ
り
表

一ホ
さ
れ
た
料
金
以
外
の
料
金
を
容

に
請
求
し
な
い
こ
と
。

瓦
営
業
時
間
中
に
お
い
て
、
営
業

所
入
口
及
び
客
室
に
施
錠
を
し
、

又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

六
営
業
用
家
屋
等
で
風
俗
関
連
営

業
を
営
ま
な
い
こ
と
。

(
遊
技
場
営
業
者
の
特
別
遵
守
事
項
)

第
十
一
条

法
第
二
条
第
一
項
第
七
号

又
は
第
八
号
の
営
業
に
係
る
風
俗
営

業
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
宿
項

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(立
入
制
限
に
係
る
年
齢
及
び
時
)

第
十
二
条

法
第
二
十
二
条
第
四
号
に

規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
十

六
歳
と
し
、
同
号
に
規
定
す
る
条
例

で
定
め
る
時
は
午
後
六
時
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
区
域
の
基

準
と
な
る
施
設
)

第
十
三
条

法
第
二
十
八
条
第

一
項
に

規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
施
設
は
、

医
療
法
第
一
条
に
規
定
す
る
病
院
及

び
診
療
所
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
四
条

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
風
俗
関
連
営
業
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
営
業
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

地
域
に
お
い
て
、
営
ん
で
は
な
ら
な

'v
 
一
法
第
二
条
第
四
項
第
一
回
す
及
び

第
五
号
の
営
業
別
表
第
一
に
掲

げ
る
地
域

二
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
及
び

第
四
回
す
の
営
業
第
二
純
地
域
以

2

法
第
三
寸
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る

深
夜
に
お
け
る
飲
食
庖
営
業
に
係
る

振
動
の
数
値
は
、
五
十
五
デ
シ
ベ
ル

と
す
る
。

(
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
盾

営
業
の
禁
止
地
域
)

第
+
七
条

法
第
三
十
三
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
深
夜
に
お
け
る
消
類
提

供
飲
食
庖
営
業
は
、
第

一
概
地
域
に

お
い
て
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

附

則

(
略
)(
第
七
条
及
び
第
十
四
条
第

別
表
第
一

一
号
d

)

千
築
市
(
栄
町
の
っ
ち
、
栄
町
三
十

五
番
十
四
号
先
の
富
栄
橋
か
ら
栄
町
三

十
一
番
六
号
先
交
差
点
ま
で
の
道
路
、

栄
町
三
十
一
径
六
号
先
交
差
点
か
ら
栄

町
二
十
四
番
五
号
先
交
差
点
ま
で
の
道

路
及
び
栄
町
二
十
四
番
五
号
先
か
ら
栄

間
二
十
七
番
二
号
先
を
経
由
し
、
栄
町

七
番
一
号
先
交
差
点
ま
で
の
道
路
以
北

の
区
域
を
除
く
。
)

銚

子

市

市

川

市

船

橋

市

館

山

市

木

更

津

市

松

戸

市

野

田

市

佐

原

市

茂

原

市

成

田

市

佐

倉

市

東
金
市
八
日
市
場
市
同
崎
市
明
白

志
野
市

柏

市

勝

浦

市

市

原

市

流

山

市

八

千

代

市

我

孫

子

市

鴨

川

市

鎌

ケ

谷

市

沼

津

市

高

津

市

浦

安

市

四

街

道

市

東

葛

飾

郡

印

勝

郡

香

取

郡

山

海

上

郡

匝

瑳

郡

2

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法

第
二
条
第

一
項
第
七
回
ず
の
営
業

(
ぱ

ち
ん
こ
民
及
び
風
俗
営
業
等
の
川
胤
制

及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
閲
す
る
法

律
施
行
令

(
昭
卯
.
九
十
九
年
政
令
第

三
百
十
九
号
)
第
十

一
粂
に
脱
走
す

る
営
業
に
限
る
。)
に
係
る
胤
俗
営
業

者
は
、
次
の
各
号
に
似
げ
る
い
事
項
を

満
ほ
ん
寸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

等
に
提
供
し
た
賞
品
を
他
人
に

買
い
取
ら
せ
な
い
こ
と
。

ニ

営
業
所
て
容
に
飲
梢
さ
せ
な
い

こ
と
。

一

営
業
所
で
と
ば
く
矧
似
行
為
そ

の
他
若
し
く
'
射
幸
心
を
そ
そ
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
容

に
こ
れ
ら
の
行
為
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

二

ぷ
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
い
刀
法
で
営
業
し
な
い
こ

介
、

(深
夜
に
お
け
る
飲
食
庖
営
業
に
係

る
騒
音
及
び
振
動
の
数
値
)

第
十
六
条

法
第
三
十
二
条
第
二
墳
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
に
規

定
す
る
深
夜
に
お
け
る
飲
食
広
営
業

山

也

針

凡

・+，.，

第

純

地

域

第
的
地
域
以
外
の
地
域

五 匹|
十 十|数
ア ずF、 、
ン :/ 
ノ¥会 べ|値
jレ /レ

に
係
る
蛾
北
口
の
数
値
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
地
蛾
ご
と
に
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

ト
T
，。
。

号法 号法
及第 j主tfi
び ニ び 二
第粂 ~粂
凶 第 3i第
号四 号四
の 項 の項
，%白・ 生河古ヲ 営第
業二 業ー

域 第 域 別
表

~l 第
I也 ー

域
以 f~ 
外 tt 
σ3 る
1也 I也

で午 で午
問1J 前
零 容:

時 時
か か
ら ルつ

日 日
出 出
時 時
ま ま
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• • 

第

一
般
地
域

第
二
験
地
域

第

一
一
料
地
域
及

び
第
二
純
地
域

以
外
の
地
城

1也 第
二
陀
地
織

第
二
積
地
域

午
前

一
時
か
ら
日
出
時
ま

で

t或

六
十
デ
シ
ベ
ル

-'- Ji H寺日 第，、
十 ま出

五 ア ていH寺 千喰
ア ン か J也、. 円ベ二 Lつ Jr.!t ン

<< ノレ 日
、

ノレ 没 |数 II I I第
一
一... C 

匹l十日 千通ノ、
十 十 時没 I也
ア 五 ま時 • • j或、
ア でか J!l.. ン

'" レフ ひ:/ 

ノレ '" Lf 第
lレ 後 pg 

鰻
丘 |基| 日午 イ直 J也
イー 回卜 の後 域
7e ア 日十 以
:/ ン〆 出時 外
戸、L f、二 u寺か σ3 
ノレ /レ まら J也

で当主 城

五
十
五
デ
シ
ベ
ル

五
十
デ
シ
ベ
ル

第
一
一
州
地
域

一

都
市
比
一
川
向
法
第
八
条
第

一
刻
第

一
号
の
脱
走
に
よ
る
第

一

Mm
住
回
柏
市
寸
用
地
域
、
第
二
Mm
住
肘
山
中
用
地
域
以
び
住
居
地
域

(
公
宏
委
以
会
規
川
で
定
め
る
地
肢
を
除
く
。)
と
し
て
定
め

れ
て
い
る
地
域

二

郷
巾
計
画
法
第
虻
粂
第

一
反
の
肌
定
に
よ
る
都
市
計
画
区

域
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る
地
肢
の
う
ち
、
同
法
第
八
条
第

一

泊
一
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
用
途
地
域
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い

な
い
地
峡
で
公
・
泌
委
員
会
総
則
で
定
め
る
地
域

三

都
市
計
画
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
都
市
計
画
区

域
の
指
定
が
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
公
安
委
員
会
風
則
で
・返

め
る
地
域

3

前
項
第
二
号
泣
び
第
三
号
の
胤
定

は
、
法
第
二
条
第
一

一項
第
七
号
の
ま

あ
じ
ゃ
ん
屋
を
営
む
風
俗
営
業
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

4

第

二
項
第
四
号
の
規
定
は
、
法
第

二
条
第
一
項
第
八
号
の
営
業
を
営
む

風
俗
営
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

た
だ
し
、
同
号
の
営
業
を
営
む
営
業

所
に
お
い
て
、
風
俗
営
業
者
が
当
該

営
業
と
兼
ね
て
飲
食
自
営
業
を
営
む

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(
年
少
者
の
立
入
り
を
制
限
す
る
年

齢
及
び
時
)

第
八
条

法
第
二
十
二
条
第
四
号
に
脱

定
す
る
条
例
で
定
め
る
年
齢
は
十
六

歳
と
し
、
そ
の
年
齢
に
尚
た
な
い
者

に
つ
き
定
め
る
時
は
午
後
六
時
と
す

る。(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
区
域
の
基

準
と
な
る
施
設
)

第
九
条

法
第
二
十
八
条
第

一一
現
に
胤

定
す
る
条
例
で
定
め
る
施
設
は
、
第

三
条
第
一
項
第
二
号
の
表
の
上
側
に

掲
げ
る
病
院
、
診
療
所
及
び
特
別
養

議
主
人
ホ
ー
ム
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
条

風
俗
閑
述
営
業
は
、
次
の
各

M

す
に
州
向
、
げ
る
営
業
の
純
矧
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
仰
げ
る
地
戚

に
お
い
て
、
こ
れ
を
常
ん
で
は
な
ら

介

A
V
L
。

一

法
第
二
粂
第
四
項
第

一
号
の
営

業
、
第
二
回
す
の
営
業
、
第
三回
す
の

営
業
(
個
室
に
自
動
市
の
単
康
が

個
々
に
接
続
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、

公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
憐
造

設
備
を
街
し
て
営
む
も
の

(
以
下

「
モ
ー
テ
ル
営
業
」
と
い
う
。)
に

限
る
。)
及
び
第

4
号

の

営

業

別

附

則

(略
)

別
表

(
第
三
条
、
第
六
条
、
第
十
条
、

Mm卜
ニ
条
、
第

l
三
条
関
係
)

表
に
掲
げ
る
第
一

一
開
地
蛾
、

Mm
地
域
及
び
第
三
徹
地
域

二

法

第

二
条
第
四
項
第
三
回
す
の
営

業
(
モ
ー
テ
ル
営
業
を
除
く
。)
及

び
第
四
号
の
営
業
別
表
に
ぬ
げ

る
第
一
一
例
地
域
及
び
第
二
的
地
域

(
風
俗
関
連
営
業
の
営
業
時
間
の
制

限
)
第
十
一
条

風
俗
関
連
営
業
(
法
第
二

条
第
四
項
第
三
号
の
営
業
を
除
く
。)

は
、
県
内
の
全
地
域
に
お

い
て
、
深

夜

(
午
前
議
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の

時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
に
お
い

て
、
こ
れ
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

(
深
夜
に
お
け
る
飲
食
庖
営
業
に
係

る
騒
音
及
び
振
動
の
数
値
)

第
十
二
条

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
に
総

定
す
る
条
例
で
定
め
る
深
夜
に
お
け

る
飲
食
砧
常
業
に
係
る
版
本目
に
係
る

数
値
は
、
第
六
条
第

一
瓜
の
表
の
上

側
に
拘
げ
る
地
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
側
に
掲
げ
る
午
後
十
時

か
ら
旬
日
の
日
出
時
ま
で
に
係
る
数

値
と
す
る
。

2

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る

条
例
で
定
め
る
深
夜
に
お
け
る
飲
食

応
営
業
に
係
る
振
動
に
係
る
数
値
は
、

ム
十
五
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

(深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
三
条

法
第
三
十
三
条
第
一

一項
に

m判
定
す
る
桝
紙
提
供
飲
食
庖
営
業
は
、

別
表
に
仰
げ
る
第
一
一
陣
地
域
に
お
い

て
、
深
夜
に
お
い
て
、
こ
れ
を
営
ん

で
は
な
ら
な
い
。

外
の
地
域

三

法
第
二
粂
第
四
項
第
三
号
の
営

業
の
う
ち
側
室
に
向
動
車
の
車
庫

が
例
々
に
後
続
す
る
地
設
で
あ
っ

て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

構
造
設
備
を
作
す
る
も
の
に
係
る

営

業

別

表

第

二
に
仰
げ
る
地
滅

イ

側

窓
に
桜
絞
す
る
点
尿

(二

以
上
の
側
培

(
カ
ー
テ
ン
、
つ

い
た
て
等
を
含
む
。)
及
び
屋
艇

を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
出

入
口
が
扉
等
に
ょ
う
て
遮
へ
い

で
き
る
も
の

ロ

』出十
時
の
内
部
か
ら
側
室
に
通

じ
る
匂
用
の
人
の
出
入
口
又
は

階
段
若
し
く
は
好
降
機
が
設
け

ら
れ
て
い
る
も
の
。

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律

(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
寸
二
号
。
以
下
「法
」
と
い
う
。)

の
施
行
に
関
し
必
要
な
多
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

(
定
義
)

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の

各
闘
す
に
掲
げ
る
用
語
の
意
識
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

第

一
般
地
域

主
と
し
て
住
居

に
よ
リ
、
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て

い
る
地
域
及
び
現
に
市
街
地
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
地

域
で
あ
っ
て
、
次
に
拙
げ
る
も
の

イ

都

市

計

画

法

(
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
百
号
)
第
八
条
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
一
組

住
居
専
用
地
減
、
第
二
般
住
居

専
用
地
域
及
び
住
居
地
域
(
駅

の
周
辺
、
観
光
地
そ
の
他
商
業

の
用
途
に
供
さ
れ
る
地
域
で
、

人
が
多
数
往
来
す
る
も
の
を
除

く
。)

ロ
都
市
計
画
法
第
八
条
第

一
項

第

一
号
に
規
定
す
る
用
途
地
域

以
外
の
地
域
の
う
ち
、
専
ら
住

居
の
用
途
に
供
さ
れ
る

一
回
の

土
地
の
蘭
積
が
十

ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
で
あ
り
、
か
っ
、
当
該
地

• • 

ハ
側
室
と
半
庫
と
が
専
用
め
通

路
に
よ
っ
て
核
絞
し
て
い
る
も

の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
通
路
の

内
部
が
外
部
か
ら
見
え
な
い
も

の

凶

法

第

二
条
第
四
頃
第
三
号
の
営

業
の
う
ち
前
号
の
営
業
を
除
く
営

業

第

二
位
地
域
以
外
の
地
域

(
風
俗
関
連
営
業
の
深
夜
に
お
け
る

営
業
時
間
の
制
限
)

第
十
五
条

法
第
二
十
八
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
風
俗
凶
連
営
業

(法
第

二
条
第
四
項
第
三
号
の
営
業
を
除
く
。)

は
、
次
の
表
の
上
側
に
仙
げ
る
営
業

の
区
分
に
応
じ
、

当
該
中
欄
に
掲
げ

る
地
域
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
下

側
に
定
め
る
時
間
に
お
い
て
、
営
ん

で
は
な
ら
な
い
。

-
学
校
(
学
校
教
育
法
(
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
)
第

一

条
に
制
判
定
す
る
学
校
の
っ
ち
大
学

以
外
の
学
校
を
い
う
。)

2

児
童
福
祉
施
設

(
児
童
福
祉
法

(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十

四
号
)
第
七
条
に
規
定
す
る
も
の

を
い
う
。)

3

病
院
(
医
療
法
(
昭
和
二
寸
三

年
法
律
第
二
百
五
号
)
第

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
病
院
を
い
う
。

第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
条
第
一

号
に
お
い
て
同
じ
。
)
及
び
診
療
所

(同
法
第

一
条
第
二
項
に
州
判
定
す

る
診
療
所
の
う
ち
患
者
の
収
容
施

設
を
有
す
る
診
療
所
を
い
う
。
第

八
条
第

一
項
及
び
第
十
条
第
一
号

に
お
い
て
同
じ
。
)

4

図
書
館
(
図
書
館
法
(
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
)
第
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い

、っ。)
(
定
義
)

第
一
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
第
一

極
地
域
」
、
「
第
二
極
地
域
」
及
び

「
第
三
極
地
域
」
と
は
、
別
表
に
掲

げ
る
地
域
を
い
う
。

(
娯
楽
施
設
利
用
税
の
滞
納
者
に
係

る
許
可
更
新
の
特
別
の
事
情
)

第
二
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
(
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
。

以
下
「
法
」
と

い
う
。
)
第
三
条
第
四

項
に
規
定
す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る

場
合
と
は
、
地
方
税
法
(
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
)
第
十

五
条
第
一
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
猶

予
を
受
け
て
い
る
場
合
を
い
う
。

ルつ業にの営営二
)て等:1':，'営業業条百
は」い業及、第メ

とて ( び同一 |
七い「以問項項ト
ートう第 下 項第第ル
メJ 二こ第 四二(
|に号の八号号法
トあ営表号のの第

;ル泊しあ号ト
)十つ営ル七
メて業( 十
lは等第 メ
ト、に二|

(
営
業
場
所
に
係
る
許
可
の
基
準
)

第
三
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に

規
定
す
る
地
域
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。
一

第
一
一
綾
地
域

二
次
の
表
の
左
側
に
掲
げ
る
施
設

の
敷
地
(
当
該
施
設
の
用
に
供
す

る
も
の
と
し
て
決
定
し
た
土
地
を

含
む
。)
か
ら
、
同
欄
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
、
営
業
所

が
、
第
二
極
地
域
に
あ
る
場
ム
間
に

あ
っ
て
は
同
表
の
中
側
、
第
三
Mm

地
域
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同

表
の
右
側
に
掲
げ
る
脱
線
以
内
の

地
域

域
に
あ
る
住
居
の
戸
数
が
お
お

む
ね
五
十
戸
以
上
で
あ
る
地
域

二

第

二

種

地
域

主
と
し
て
商
業

の
用
途
に
供
さ
れ
る
庖
舗
等
に
よ

り
、
市
街
地
か
形
成
さ
れ
て
い
る

地
域
及
び
現
に
市
街
地
化
さ
れ
つ

つ
あ
る
地
域
で
あ
っ
て
、
都
市
計

画
法
第
八
条
第

一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
商
業
地
域

(
生
白
示
)

第
三
条

前
条
各
号
に
掲
げ
る
地
域
に

つ
い
て
は
、
千
葉
県
公
安
委
員
会
が

告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
許
可
更
新
の
特
別
の

事
情
)

第
四
条

法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す

る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
次

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
と
す

ヲ令
。一

地
方
税
法

(
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
二
十
六
日
す
)
第
十
五
条

第
一
項
浩
し
く
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
徴
収
鋪
予
を
受
け
、
又
は

同
条
第
三
項
め
規
定
に
よ
り
徴
収

鎚
予
の
期
閉
め
延
長
を
認
め
ら
れ

て
い
る
と
き
。

二

地
方
税
法
第
十
五
条
の
五
第

一

項
の
規
定
に
よ
り
換
怖
の
循
予
を

受
け
、
又
は
問
条
第
三
一頃
の
規
定

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五

条
第
三
一項
の
脱
定
に
よ
り
換
酬
の

猶
予
の
期
間
の
延
長
を
認
め
ら
れ• • 
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)L 等風 十日 ;瓦喜子、二七五福 て計
年

に俗 1
三 市 ま一二 十ま番市 定画

十 番西 でか十五で九)出 め法

関営 >>..ら il番、、町 ら第一 十 川
月 六日 び 二 番 ニニ二四 れ八
す業十 かー 二 十 -十十十丁 て条

四 る 等 ら丁 寸六十六JiJi目 い第
日 十回 九番一、番喬二 る一
法の 一十 番Ilblか二二十十 t也I頁

千 律規 番ー ーまら十十 、五 域第
繋 十番 かで二五一二番
施制

( 

県 九 一 ら 、十番か 司1--一 第-ry.
条
行及 まか 二二Jiこ らJiか 凶の

wリ でら 十十倭十二 寄ら 納税
号車s 条び の十 九八一八十十二 I也定一

番番十、五一十 域に
例業

地三一
ー卜 域香子 四一 三二 番かiL をよ
一 まかま十こら番 |徐る• 
号 凶 でらで五十二 六 〈商
) 

ま の 二 、喜子一十ま J 業
て。 t也4・ここま五て J也、

て
い
る
と
き
。

三

地
方
税
法
第
十
五
条
の
七
第
一

市
明
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
の
執

行
の
停
止
を
受
け
て
い
る
と
き
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
制
限
地
域
)

第
五
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に

脱
定
す
る
地
械
は
、
次
め
各
号
に
掲

げ
る
と
お
リ
と
す
る
。

一

第
一
一
州
地
域

ニ

学
校
教
育
法
(
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
二
十
六
号
)
第
一
条
に
規

定
す
る
学
校
(
同
条
ド
規
定
す
る

大
学
を
除
く
。

)
X
は
児
童
福
祉
法

(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四

号
)
第
七
条
に
規
定
す
る
保
育
所

の
燥
地
(
こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る

も
の
と
決
定
し
た
土
地
を
含
む
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。)
の
周
囲
百

メ
ー
ト
ル
(
営
業
所
が
第
二
絹
地

域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

七
十
メ
ー
ト
ル

)
以
内
の
地
滅

三
浮
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す

る
大
学
、
図
書
館
法
(
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
十
八
号
)
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
図
智
館
、
児

童
福
祉
法
第
七
条
に
規
定
す
る
児

童
福
祉
施
設
(
同
条
に
規
定
す
る

保
育
所
を
除
く
。)
又
は
医
療
法
(
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
)

第
一
条
に
規
定
す
る
病
院
若
し
く

は
診
療
所
(
患
者
の
収
容
施
設
を

有
す
る
も
の
に
限
る
。
第
十
三
条

に
お
い
て
向
じ
。
)
の
敷
地
の
局
間

七
十
メ
ー
ト
ル
(
営
業
所
が
第
二

問
地
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
)
以
内
の
地

織

2

前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
営
業
所
に
つ
い
て
は
適
用
し
な

一
列
車
等
常
態
と
し
て
移
動
す
る

施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
風
俗
営

業
に
係
る
営
業
所

二

法

第

二

条
第

一
項
第
七
号
及
び

第
八
号
の
風
俗
営
業
(
祭
礼
、
縁

日
等
地
域
的
償
制
円
に
よ
る
催
物
に

伴
っ
て
行
う
風
俗
営
業
で
あ
っ
て
、

三
月
以
内
の
期
間
を
限
っ
て
行
う

も
の
に
限
る
。)
に
係
る
営
業
所

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
特
例
)

第
六
条

法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
条
例
で
定
め
る
日
は
次
の
各
号

に
掲
げ
る
日
と
し
、
問
項
に
規
定
す

る
条
例
で
定
め
る
時
は
午
前

一
時
と

す
る
。

一
一
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
及
び

十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で

二

祭

礼
そ
の
他
特
別
の
行
事
が
行

わ
れ
る
日
と
し
て
、
子
楽
県
公
安

委
員
会
が
告
示
に
よ
り
指
定
し
た

地
域
に
お
い
て
、
千
楽
県
公
安
委

員
会
が
告
示
に
よ
り
街
定
し
た
日

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
)

第
七
条

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
風
俗
営
業
は
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
営
業
の
区
分
に
応
じ、

当
該
中
欄
に
掲
げ
る
地
域
に
つ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
下
側
に
定
め
る
時
間

に
お
い
て
、
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。
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(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
風
俗
営
業
等

の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律

(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
二
号
。
以
下
「法
」
と
い
う
。)

の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

(
用
語
の
意
義
)

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
使
用
す

る
用
語
は
、
法
に
お
い
て
使
用
す
る

用
語
の
例
に
よ
る
。

2

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。
一
第
一
種
地
域
都
市
計
画
法
(
昭

和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
第
八

条
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
第
一

種
住
居
専
用
地
域
及
び
第
二
種
住

居
専
用
地
域
を
い
う
。

ニ
第
二
樋
地
域
都
市
計
画
法
第

八
条
第
一

一項
第
一
号
に
掲
げ
る
住

居
地
域
(
以
下

「住
居
地
域
」
と

い
う
。)
の
う
ち
、
良
好
な
風
俗
環

境
を
保
全
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

も
の
と
し
て
、
公
安
委
員
会
規
制

で
定
め
る
地
域
を
い
う
。

三
第
三
極
地
域
住
居
地
域
の
う

ち
、
深
夜
に
お
い
て
善
良
の
風
俗

若
し
く
は
清
浄
な
風
俗
環
境
を
宮
一
目

す
る
行
為
又
は
少
年
の
健
全
な
育

成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
も
の
と
し

て
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る

地
域
を
い
う
。

四
第
四
種
地
域
都
市
計
画
法
第

八
条
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
近

隣
商
業
地
域
を
い
う
。

五
第
五
種
地
域
都
市
計
画
法
第

八
条
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
商

業
地
域
を
い
う
。

六
第
六
極
地
域
都
市
計
画
法
第

八
条
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
準

工
業
地
域
、
工
業
地
域
及
び
工
業

専
用
地
域
を
い
う
。

七
第
七
種
地
域
都
市
計
画
法
第

八
条
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
用

途
地
域
で
な
い
地
域
を
い
う
。

(
滞
納
に
係
る
娯
楽
施
設
利
用
税
に

つ
い
て
の
特
別
の
事
情
)

第
三
条

法
第
三
条
第
四
墳
の
条
例
で

定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

地
方
税
法

(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
二
十
六
号
)
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
徴
収
猶
予
を
受
け
て

い
る
場
合
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
制
限
地
域
)

第
四
条

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の

条
例
で
定
め
る
営
業
所
の
設
置
を
制

限
す
る
地
域
は
、
次
の
各
号
の

一
に

該
当
す
る
地
域
と
す
る
。

一

第
一
一
植
地
域
及
び
第
二
種
地
城

二
前
号
に
規
定
す
る
地
域
以
外
の

地
域
の
う
ち
、
学
校
、
図
書
館
、

児
童
福
祉
施
設
、
病
院
(
医
療
法

(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
ご
百
五

ゲームマシン 第三棟貨Ij!愛物認、1可 ( 12) 

.，. 

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三

月
以
内
の
期
間
を
限
っ
て
営
む
風
俗

営
業
に
係
る
営
業
所
に
つ
い
て
は
、

法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
地
域
は
、京
都
府
公
安
委
員
会
(以

下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
)
が
告

示
す
る
地
域
と
す
る
。

3

前
二
項
の
規
定
は
、
営
業
を
す
る

場
所
が
常
態
と
し
て
移
動
す
る
風
俗

営
業
に
係
る
営
業
所
に
つ
い
て
は
適

用
し
な
い
。

(
営
業
時
間
の
特
例
)

第
四
条

法
第
十
三
条
第
一
墳
に
規
定

す
る
日
投
び
当
該
自
に
つ
い
て
定
め

る
時
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

一

月
一
目
、
十
二
月
三
十
日
及

び
同
月
三
十

一
日
に
あ
っ
て
は
、
午

前
一
時

二

祭
礼
そ
の
他
特
別
の
行
事
(
次

項
に
お
い
て
「祭
礼
等
」
と
い
う
。)

の
行
わ
れ
る
日
と
し
て
公
安
委
員

会
が
告
示
す
る
日
に
あ
っ
て
は
、

当
該
告
示
す
る
日
ご
と
に
公
安
委

員
会
が
告
示
す
る
時

2

前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
告
示

は
、
当
該
告
示
に
係
る
祭
礼
等
の
行

わ
れ
る
地
域
と
し
て
公
安
委
員
会
が

告
示
す
る
地
域
に
限
り
適
用
す
る
。

(
風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
)

第
五
条

法
第
二
条
第

一
項
第
七
号
の

営
業
(
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
を
除
く
。
第
七

条
第
二
項
に
お
い
て
「第
七
号
営
業
」

と
い
う
。)
を
営
む
風
俗
営
業
者
は
、

京
都
府
の
区
域
に
お
い
て
は
、
日
出

時
か
ら
午
前
十
時
ま
で
の
聞
及
び
午

後
十

一
時
か
ら
翠
日
の
午
前
零
時
ま

で
の
問
(
前
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ

る
自
の
前
日
に
あ
っ
て
は
、
日
出
時

か
ら
午
前
十
時
ま
で
の
悶
)
に
お
い

て
は
、
そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら

な
勺

2

ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
を
営
む
風
俗
営
業

者
は
、
京
都
府
の
区
域
に
お
い
て
は
、

日
出
時
か
ら
午
前
九
時
ま
で
の
聞
に

.可
第
一

の沖|
一種
地

( 適縄 域
日召
手口 正県 3 2 1 

五 化 風 聞京 界東 囲山 京 一一十 む区下を山策む区中都 種
九 等 俗 地と京も 区山 地と京市 地
年 lに営 城の区っと区域の区の 域
十 境のて中の 境2区 以
関業 界区囲京区 界域 外一月 す等 及城む区域 及域の σ3 

びの地との uσ3、 地一 、つ
十 る の 下う域のう 中っち域
四
法規 京区松ち

境ち 京区 ち次

.1・日 界三

律制 と!琵 及条 と条掲

沖 束通 び通 下通げ
施及

縄県
山 東 京る

行び 区寺 山松 区寺地

例第条
と町 区原 と町城

条業 の通 と通 の通

例務 境 下 境
一 界下 京東

界を 京中
ー一十 を京 区大
八 も区 と路 も区
号 っと の通 っと
) 

て中 境 て東
， 

お
い
て
そ
の
営
業
を
営
ん
で
は
な
ら

な
い
。

(
一
般
的
遵
守
事
項
)

第
六
条

風
俗
営
業
者
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
当
該
営
業
に
従
事
し
な
い
者
の

客
引
行
為
に
よ
る
客
を
引
き
受
け
、

又
は
引
き
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
。

二
営
業
所
で
卑
わ
い
な
行
為
又
は

谷
装
そ
の
他
善
良
の
風
俗
を
害
す

る
行
為
を
し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ

介
、

三

通
行
人
に
不
安
又
は
迷
惑
を
覚

え
さ
せ
る
よ
う
な
仕
方
で
呼
び
込

み
行
為
を
し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ

〉」
。

四
客
室
又
は
客
席
以
外
の
場
所
で

営
業
を
し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

五
営
業
所
に
客
を
宿
泊
さ
せ
、
又

は
寝
具
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も

の
を
答
に
使
用
さ
せ
な
い
こ
と
(
旅

館
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。)
。

六
客
に
不
当
な
料
金
を
請
求
し
、

又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

七

客

の

求
め
な
い
飲
食
物
を
提
供

し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

八
正
当
な
理
由
な
く
営
業
所
の
出

入
口
、
客
室
文
は
客
席
に
施
錠
を

し
、
又
は
さ
せ
な
い
こ
と
。

九

営

業

所
に
お
い
て
風
俗
関
連
営

業
を
営
み
、
又
は
営
ま
せ
な
い
こ

レ
ι
。

(
業
種
に
よ
る
特
別
遵
守
事
項
)

第
七
条

ダ
ン
ス
教
授
所
を
営
む
風
俗

営
業
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
ほ

か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
遵

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
、
ダ
ン
ス
教
師
が
付
添
教
授
を
し

な
い
で
、
客
相
互
聞
の
ダ
ン
ス
を

さ
せ
な
い
こ
と
。

ニ

営
業
所
の
見
や
す
い
所
に
教
授

規
定
を
掲
示
す
る
こ
と
。

2

第
七
号
、
営
業
を
営
む
風
俗
営
業
者

2

法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
振
動
に

係
る
数
値
は
、
五
十
五
デ
シ
ベ
ル
と

す
る
。
(
年
少
者
の
立
入
り
を
制
限
す
る
年

齢
及
び
時
)

第
九
条

法
第
二
十
二
条
第
四
号
に
規

定
す
る
年
齢
は
十
六
歳
と
し
、
同
号

に
規
定
す
る
時
は
午
後
六
時
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
祭
止
地
域
の
設

定
の
基
点
と
な
る
施
設
)

号
)
第

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
又
は

診
療
所
(
医
療
法
第
一
条
第
二
項

に
規
定
す
る
診
療
所
で
、
患
者
の

収
容
施
設
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。)
の
敷
地
(
こ
れ
ら

の
用
に
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た

土
地
を
含
む
。)
の
周
間
宮
メ
ー
ト

ル
(
当
該
敷
地
が
第
五
極
地
域
に

あ
る
場
合
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
)

の
区
域
内
の
地
域

2

前
項
の
規
定
は
、
移
動
風
俗
営
業

(
営
業
を
行
う
場
所
が
常
態
と
し
て

移
動
す
る
風
俗
営
業
を
い
う
。)
に

つ

い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

(
習
俗
的
行
事
そ
の
他
の
特
別
な
事

情
の
あ
る
日
及
び
営
業
時
間
の
特
例
)

第
五
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
条
例

で
定
め
る
習
俗
的
行
事
そ
の
他
の
特

別
な
事
僚
の
あ
る
日
は
、
次
の
各
号

に
定
め
る
日
と
し
、
同
項
の
条
例
で

定
め
る
時
は
、
午
前
一
時
と
す
る
。

一

旧

盆

(
旧
暦
七
月
十
四
日
か
ら

同
月
十
六
日
ま
で
の
日
)

二

年

末

・

年
始

(
十
二
月
二
+
一

日
か
ら
翌
年一

月
三
日
ま
で
の
日
)

三
そ
の
他
公
安
委
員
会
が
地
域
を

指
定
し
て
定
め
る
日

(
騒
音
及
び
振
動
の
数
値
)

第
六
条

法
第
十
五
条
の
条
例
で
定
め

る
騒
音
に
係
る
数
値
は
、
別
表
第
一

の
左
側
に
掲
げ
る
地
域
ご
と
に
、
同

表
右
欄
に
掲
げ
る
時
聞
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
揃
に
定
め
る
数
値

と
す
る
。

2

法
第
十
五
条
の
条
例
で
定
め
る
振

動
に
係
る
数
値
は
、
五
十
五
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。

3

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
条
例
で
定

め
る
騒
音
に
係
る
数
値
は
、
別
表
第

一
の
左
欄
に
掲
げ
る
地
域
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
右
欄
に
定
め
る
深
夜

に
係
る
数
値
と
す
る
。

4

法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
五
条
の
条
例
で
定

め
る
振
動
に
係
る
数
値
は
、
五
十
五

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。

(
風
俗
営
業
者
の
遵
守
事
項
)

第

七

条

風

俗
営
業
者
は
、
そ
の
営
業

に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
営
業
所
に
お
い
て
、
卑
わ
い
な

.，-

行
為
そ
の
他
善
良
の
風
俗
を
害
す

る
行
為
を
し
な
い
こ
と
又
は
こ
れ

ら
の
行
為
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

二
風
俗
営
業
の
用
に
供
す
る
家
屋

文
は
施
設
(
旅
館
業
法
(
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
十
八
号
)
第
二

条
に
規
定
す
る
旅
館
業
に
係
る
も

の
を
除
く
。)
に
お
い
て
、
客
を
就

寝
又
は
宿
泊
さ
せ
な
い
こ
と
。

三
客
の
求
め
な
い
飲
食
物
を
提
供

し
な
い
こ
と
又
は
提
供
さ
せ
な
い

こ
と
。

四
風
俗
営
業
の
用
に
供
す
る
家
屋

文
は
施
設
に
お
い
て
、
風
俗
関
連

営
業
を
営
ま
な
い
こ
と
又
は
営
ま

せ
な
い
こ
と
。

五
営
業
中
に
お
い
て
、
営
業
所
入

口
に
施
錠
を
し
な
い
こ
と
文
は
施

錠
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

2

法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
の
営
業

を
営
む
風
俗
営
業
者
は
、
そ
の
営
業

に
関
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、

次
の
各
号
(
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
を
営
む

者
に
あ
っ
て
は
、
第

一
号
及
び
第
二

号
)
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

営
業
所
に
お
い
て
、
と
ば
く
類

似
行
為
そ
の
他
著
し
く
射
幸
心
を

そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し

な
い
こ
と
又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を

さ
せ
な
い
こ
と
。

二
営
業
所
に
お
い
て
、

著
し
く
射

幸
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

法
で
営
業
し
な
い
こ
と
。

三
客
に
提
供
し
た
賞
品
を
買
い
取

ら
せ
な
い
こ
と
。

四
営
業
所
に
お
い
て
、
客
に
飲
溺

さ
せ
な
い
こ
と
。

(ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
年
少
者

の
立
入
制
限
)

第
八
条

法
第
二
十
二
条
第
四
号
の
条

例
で
定
め
る
年
齢
及
び
時
は
、
次
の

各
号
の
と
お
り
と
す
る
。

一

年

齢

十

八

歳

二

時

午

後

八

時

(
距
離
制
限
の
基
準
と
な
る
施
設
)

第

九

条

法

第
二
十
八
条
第
一
項
の
条

例
で
定
め
る
施
設
は
、
病
院
、
診
療

所
、
公
民
館
(
社
会
教
育
法
(
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
)
第
二

十
一
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

も
の
を
い
う
。
)
及
び
博
物
館
(
博
物

館
法
(
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

第
十
条

法
第
二
十
八
条
第

一
項
に
規

定
す
る
条
例
で
定
め
る
地
設
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一

病
院
及
び
診
療
所

二

保
健
所

三

時

物

館

四
児
童
公
園
(
都
市
公
園
法
施
行

令
(
昭
和
三
十

一
年
政
令
第
二
百

九
十
号
)
第
二
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。)

第
七
種
地
域
五
十
五
デ
シ
ベ
ル
五
十
デ
シ
ベ
ル

別
表
第
二

(
第
十
条
関
係
)
、
別
表
第
三

(
第
十
条
関
係
)

第
四
極
地
域
、

第
五
種
地
域
及

ぴ
第
六
極
地
域

住

居

地

域

一
五
十
デ
シ
ベ
ル

六
十
デ
シ
ベ
ル

第

一
種
地
域

-也
4
E

，
 

ー
域

四
十
五
デ
シ
ベ
ル

昼

間

(日
出
時
か
ら
日

没
時
ま
で
)

五 四
十 十
五 五
号' ア
ン、 、

L〆

""'-!. ""'-!. 

lレ lレ

五 四
十 十
ず ア、 、
〉〆 ン
---.;. 。 ---.;. 。

ノレ lレ

略 四
十
五
デ
シ
ベ
ル

数
四
十
デ
シ
ベ
ル 中也

恥

叉

号

、，IE

g
rE

・

(
日
没
時
か
ら
翌

日
の
午
前
零
時
ま

で
)

四
十
デ
シ
ベ
ル

深

夜

(
午
前
零
時
か
ら

日
出
時
ま
で
)

.1'. 

-
大
学
(
学
校
教
育
法
第
一
条
に

規
定
す
る
学
校
の
う
ち
大
学
を
い

、っ
。)

2

保
健
所

3

博
物
館
(
博
物
館
法
(
昭
和
二

十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
)
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い

う
。
第
十
条
第
三
号
に
お
い
て
同

じ
。
)

七
十
メ
ー
ト
ル
(
第

二
号
営
業
等
に
あ
っ
て

は、

五
十
メ
ー
ト
ル
)

五
十
メ
ー

ト
ル
(
第
二

号
営
業
等
に

あ
っ
て
は
、

三
十
メ
ー
ト

ル
)

は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
著
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
方
法
で
営
業
し
、
又
は

さ
せ
な
い
こ
と
。

ニ

営
業
所
で
と
博
類
似
行
為
そ
の

他
者
し
く
射
幸
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
を
し
、
又
は
さ
せ

な
い
こ
と
。

三
客
に
提
供
し
た
賞
品
を
貿
い
取

ら
せ
な
い
こ
と
。

四
営
業
所
で
客
に
飲
消
を
さ
せ
な

い
こ
と
。

3

前
項
第

一
号
及
び
第
二
号
の
規
定

は
、
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
を
営
む
風
俗
営

業
者
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

域第 域第 域第
一 一一

経 種 種

地 地 地

デ六 デ六 デ五
シ十 シ 十ー シ十
.-....:ら. Fく /父よ

ノレ jレ ノレ

デ五 デ五 デ四

シ十 シ十 シ十

ベ 五 べ五 べ 五
ノレ /レ /レ

デ五 五あ業業デ あ以工工 デ四
シ十 デつ等 地シつ外業業 シ十
-"'z シて用城べての等 地 円《

jレ べは地及ルは地用域 jレ

ル五域び、五城地及
十に工工十に蛾び

地

数

域

一
日
出
時
か

一
日
没
時
か

一
午
後
十
時
か
ら

ら
日
没
時
一
ら
午
後
十

一
翌
日

の
午
前
零

ま

で

時

ま

で

時

ま

で

4

第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第

四
号
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項

第
八
号
の
営
業
を
営
む
風
俗
営
業
者

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
二
項
第
四
号
中
「
客
に
」

と
あ
る
の
は

「
午
後
十
時
前
の
時
間

に
お
い
て
客
に
」
と
読
み
替
、え
る
も

の
と
す
る
。

(
騒
音
及
び
振
動
の
数
値
)

第
八
条

法
第
十
五
条
(
法
第
三
十
二

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)に

規
定
す
る
騒
音
に
係
る
数
値
は
、
次

の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
地
域
ご
と
に
、

同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
時
閉
め
区
分

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
に
定
め
る

数
値
と
す
る
。

市
巴

五
十
一
ア
シ
ベ
ル

工
業
地
域
及
び
工
業

専
用
地
域
以
外
の
地

織
に
あ
っ
て
は
五
十

デ
シ
ベ
ル

(
病
院、

診
療
所
及
び
人
の
現

住
す
る
住
居
の
周
囲

十
メ
ー
ト
ル
以
内
の

地
域
に
あ
っ
て
は
三

十
デ
シ
ベ
ル
)
、
工
業

地
域
及
び
工
業
専
用

地
蛾
に
あ
っ
て
は
五

十
五
デ
シ
ベ
ル

四
十
デ
シ
ベ
ル
(
病

院
、
診
療
所
及
び
人

の
現
住
す
る
住
居
の

周
囲
十
メ
ー
ト
ル
以

内
の
地
域
に
あ
っ
て

は
、
二
十
デ
シ
ベ
ル
)

午
前
零
時
か
ら
日
出

時
ま
で

第
二
種
地
域

-
京
都
市
、

福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、
綾
部
市
、
宇
治
市
、
亀

岡
市
、
城
陽
市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、
大
山
崎

町
、
久
御
山
町、

田
辺
町、

井
手
町
、
山
城
町
、

木
津
町
、

加
茂
町
、
精
華
町
、
関
部
町
及
び
八
木
町
の
区
域
の
っ
ち
都

市
計
画
法
第
八
条
第
一
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工
業
地
域
、

工
業
地
域

及
び
工
業
専
用
地
域
。
た
だ
し
、
第
三
極
地
域
を
除
く
。

2

住
居
地
域
の
う
ち
国
道
又
は
府
道
の
側
端
か
ら
二
十
五
メ

ー
ト
ル
以
内
の
地
域

3

住
居
地
域
の
う
ち
日
本
国
有
鉄
道
建
設
規
程

(昭
和
四
年

鉄
道
省
令
第
二
号
)
第
五
条
又
は
地
方
鉄
道
建
設
規
程
(
大

正
八
年
間
令
第
十

一
号
)
第
三
条
に
規
定
す
る
停
車
場
の
周

囲
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

4

こ
の
項
の

一
か
ら
三
ま
で
の
地
域
、
第

一
種
地
域
及
び
第

. ，. 

京
都
市
、
福
知
山
市
、
舞
鶴
市
、
綾
部
市
、
宇
治
市
、
亀
岡

市
〈
城
陽
市
、
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
八
幡
市
、
大
山
崎
町、

久
御
山
町
、
田
辺
町
、
井
手
町
、

山
城
町
、

木
津
町
、
加
茂
町
、

精
華
町
、園
部
町
及
び
八
木
町
の
区
域
の
う
ち
都
市
計
画
法
(
昭

第
一
種
地
域
一

和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
)
第
八
条
第
一

一項
第
一

号
の
規
定
に

よ
り
指
定
さ
れ
た
第

一
種
住
居
専
用
地
域
、
第
二
後
住
居
専
用

地
域
及
び
住
居
地
域
。
た
だ
し
、
次
項
の
二
及
び
三
の
地
域
並

び
に
第
三
種
地
械
を
除
く
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
営
業
時
間
の
制
限
)

第
十
二
条

法
第
二
十
八
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
風
俗
関
連
営
業
を
制
限

す
る
時
間
は
、
京
都
府
の
区
域
に

お
い
て
は
、
午
前
零
時
か
ら
日
出
時

ま
で
と
す
る
。

(
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
三
条

法
第
三
十
三
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
、
第
一
一
様
地
域
に
お
い
て

別
表

(第

条

関

係

)

は
、
深
夜

(午
前
零
時
か
ら
日
出
時

ま
で
の
時
間
を
い
う
。)
に
お
い
て
洲

類
提
供
飲
食
庖
営
業
を
営
む
こ
と
を

禁
止
す
る
。

(
手
数
料
の
納
付
等
)

第
十
四
条

法
第
二
十
条
第
八
項
及
び

法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
手
数
料

は
、
申
簡
の
際
、
納
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

2

既
納
の
手
数
料
は
、
還
付
し
な
い
。

法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
営
業

及
び
同
項
第
三
号
の
営
業
の
う
ち
モ

ー
テ
ル
営
業

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
一
条

法
第
二
十
八
条
第
二
墳
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲

げ
る
風
俗
関
連
営
業
は
、
同
欄
の
区

第
一
一
植
地
域
、
第
二
種
地
域
及
び
第

三
種
地
域

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄

に
掲
げ
る
地
綾
に
お
い
て
は
、

営
む

こ
と
を
帆
一閉
止
す
る
。

八
十
五
号
)
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
も
の
を
い
う
。
)
と
す
る
。

(
風
俗
関
連
営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
風
俗
関

連
営
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

掲
げ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を

営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一

法

第

二
条
第
四
項
第

一
号
の
営

業
別
表
第
二
に
掲
げ
る
地
域

二
法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
の
営

業
第
五
積
地
域
以
外
の
地
域

三
法
第
二
条
第
四
項
第
三
号
の
営

業
の
う
ち
、
個
室
に
自
動
車
の
車

庫
が
個
々
に
接
続
す
る
施
設
で
、

次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
構
造
設
備
を
有
す
る

も
の
を
利
用
さ
せ
る
営
業
別
表

第
三
に
掲
げ
る
地
域

ア
個
室
に
接
続
す
る
車
庫
(
二

以
上
の
側
壁
(
カ
ー
テ
ン
、
つ

い
た
て
等
を
含
む
。)
及
び
屋
根

を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下

閉
じ
。)
の
出
入
口
が
と
び
ら
等

に
よ
っ
て
し
ゃ
へ
い
で
き
る
も

の
イ
車
庫
の
内
部
か
ら
個
室
に
通

ず
る
専
用
の
出
入
口
又
は
階
段

若
し
く
は
昇
降
機
が
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の

ウ
個
室
と
率
臨
時
と
が
専
用
の
通

路
に
よ
っ
て
接
続
す
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
通
路
の
内
部

が
外
部
か
ら
見
え
な
い
も
の

四

法

第

二
条
第
四
項
第
三
号
の
営

業
の
う
ち
、
前
号
に
定
め
る
営
業

別
表
第
一

(
第
六
条
関
係
)

以
外
の
営
業
第
五
極
地
域
以
外

の
地
域

五

法

第

二
条
第
四
項
第
四
号
の
営

業
第
四
種
地
域
及
び
第
五
種
地

域
以
外
の
地
域

六
法
第
二
条
第
四
項
第
五
号
の
営

業
別
表
第
三
に
掲
げ
る
地
域

(
漂
夜
に
お
け
る
営
業
時
間
の
制
限
)

第
十

一
条

次
の
各
号
，に
掲
げ
る
風
俗

関
連
営
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

に
掲
げ
る
時
間
に
お
い
て
は
、
こ
れ

を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。

一
法
第
二
条
第
四
項
第
一
号
、
第

四
号
及
び
第
五
号
の
営
業
午
前

一
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の
時
間

二

法
第
二
条
第
四
項
第
二
号
の
営

業
午
前
零
時
か
ら
日
出
時
ま
で

の
時
間

(
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲
食
庖

営
業
の
禁
止
地
域
)

第
十
ニ
条

酒
類
提
供
飲
食
庖
営
業
は
、

第

一
種
地
域
及
び
第
三
種
地
域
に
お

い
て
は
、
深
夜
に
お
い
て
こ
れ
を
営

ん
で
は
な
ら
な
い
。

(
手
数
料
の
納
付
〉

第
+
三
条

法
第
二
十
条
第
八
項
及
び

法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
手
数
料

は
、
申
請
の
際
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

(
公
安
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
)

第
+
四
条

こ
の
条
例
の
実
絡
の
た
め

の
手
続
そ
の
他
こ
の
条
例
の
施
行
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
。

附

則

(

略

)
・

前

項

以

外

の

風

俗

関

連

営

業

第

幌

地

域

及

び

第

一

般

地

域

備
考
こ
の
表
に
お
い
て

「
モ
ー
テ
ル
営
業
」
と
は
、
個
室
に
自
動
車
の
車
庫
が

個
々
に
接
続
す
る
施
設
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
構
造
又

は
設
備
の
も
の
を
設
げ
、
当
該
施
設
を
利
用
さ
せ
る
営
業
を
い
う
。

一
個
室
に
緩
統
す
る
車
庫
(
二
以
上
の
側
壁
(
カ
ー
テ
ン
、
つ
い
た
て
等
を

含
む
。)
及
び
屋
根
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
)

の
出
入
口
が
瓜
等
に
よ
っ
て
遮
へ
い
で
き
る
も
の

二
幕
僚
の
内
部
か
ら
個
室
に
通
じ
る
専
用
の
人
の
出
入
口
又
は
階
段
若
し
く

は
昇
降
機
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

三
側
室
一
と
車
庫
と
が
専
用
の
通
路
に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て

は
、
当
該
通
路
の
内
部
が
外
部
か
ら
見
、
え
な
い
も
の
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• 

• 

• 

• 

競馬ゲームの最高傑作グ

SUPER DERBy™ 
大シネスコ・スクリーンで

初めて実現できた大レース。

二れまでにないハイ・

グレードメタルゲーム

| お庖の省力化に威力を発揮--

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
蝿
の
位
置
軍
首
に
つ
会
ま
し
て
は

『
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
織
軍
曹
基
準
』

e
q
っ
て
と
使
用
下
ae
い
・

.パーダービー

んや
N

ち
日ン叫サ町

川一櫨

T

U

一一
かわいい坊やの三給率!

追いかけてくる敵をかわし

ながら花をとってくる。

ファンタスチック・

ニューゲーム。

いレなへク
ど lデ鳳アラ
んシッビツ
てψ ンドンシ
栄グヒカユ
光・ I I 
のテトプコ
座ク 、!
なニ 患ス
めッ もア
ざク つウ
せのかト
/限せ・
界ぬ危
に燥険
烈な

一一型

GPWORLDTM 

TM 

2人のレディーが登場じます。ゲーム・スタートの

前にボタンを押すとレ均一が愛わります。

好みのレディーの時にゲ}ム・スタートして下さい。

• • 

包ガ・

(DP-17) 
*ダブルホ ツ，~一方式採用。

・1000円 ・500円札/500円・
100円硬貨を100円・ 50円硬

貨に両容。

(D P-07) 
H壷いやすきを追求したシン

プル・メカニズム。

・1000円札 ・500円硬貨を100
同硬貨に両替。

曹題!

DP-07 

幅制

I-. 思=・・..，.，。
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.，，， 
二のゲームは、米国アクティヴイジョン祉の

E午誌のもとに作成されたもので、 rp，tfall Jと
r Activision⑧sという標章はアクティヴイジョン

祉の商機て'す。

セガ・ディガトロン

二 "_. 

のが
-プレイヤーがツモで上がると
2人のレ予ィーが順次、衣裳を
はずしますー
・コン出・ータ一同士の振込みは
振込んだ側のレ予fーが衣裳
をはずしますー
-その他の特徴はナイトギャル
と同じです。

森

九
州

・
大
分
で
ゲ

l
ム

業
と
パ
チ
ン
コ
業
を
長
年
手

が
け
て
お
ら
れ
る
大
鵬
物
産

の
津
末
社
長
に
、
新
風
営
法

そ
踏
ま
え
て
、
パ
チ
ン
コ
業

の
ご
経
験
を
過
し
て
ゲ

i
ム

柴
田
介
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い

っ
た
も
の
ぞ
お
願
い
し
ま
す
。

津
末

確
か
に
今
年
は
ゲ
ー

ム
の
方
も
試
錬
の
年
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
パ

チ
ン
コ
ら
フ
ィ
l
パ
ー
が
フ

イ
|
パ

i
し
す
ぎ
て
、

三
月

か
ら

一
段

t
厳
し
い
規
制
強

化
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
』

t

、
で
す
。
パ
チ
ン
コ
は
昨
年
実

施
さ
れ
た
フ
イ
|
パ
l
に
対

す
る
十
五
秒
規
制
(
一
回
の

フ
ィ
l
パ
ー
で
二
千
か
ら
二

千
三
百
の
出
玉
)
で
も
ダ
メ

だ
と
い
う
こ
と
で
、

今
度
は

十
カ
ウ
ン
ト
方
式
(
多
く
て

千
三
百
の
出
玉
)
が
採
附
さ

れ
る
。
、
』
れ
は
打
撃
で
す
ね
。

そ
れ

t
フ
ィ
l
パ
1
ブ
ー
ム

に
よ
る
ホ
ー
ル
数
の
橋
加
も
、

規
制
の
考
慮
に
あ
る
よ
う
で

す
。
現
状
の
全
国
の
ホ

l
ル

数

一
万
三
千
軒
(
二
百
六
十

五
万
台
}
を
、
フ
ィ
l
パ
l

以
前
の

一
万
軒
(
二
百
万
台
)

以
下
に
抑
・え
た
い
意
向
、
で
す

ね
。
だ
か
ら
三
月
の
規
制
強

化
で
フ
ィ

l
パ
l
以
降
の
参

入
者
は
苦
し
く
な
る
、で
し
ょ

う
。
今
年
か
ら
来
年
に
か
け

て
は
、
バ
チ
ン
コ
業
界
も
新

た
な
試
錬
ぞ
受
け
る
し
正
念

場
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

森

そ

の
規
制
に
対
処
す
る

方
策
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
?

津
末

今
ま
、
で
は
脂
舗
の
立

地
と
速
が
よ
け
れ
ば
伸
び
ま

し
た
が
、
今
後
は
底
の
持
つ

技
術
性
が
問
題
に
な
る
と
思

い
ま
す
ね
。
パ
チ
ン

コ
に
は

• • 
釘
師
が
い
て
、
こ
れ
が
フ
イ

|
パ
l
時
代
は

C
ク
ラ
ス
の

釘
師
、
で
も
間
に
合
っ
た
の
が
、

こ
れ
か
ら
は
ゲ
l
ム
性
や
ア

ク
シ
ョ
ン
性
を
加
味
し
た
機

械
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
れ

ら
と
の
高
度
な
調
態
技
術
が

裂
求
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
十

人
中
三
人
に
取
ら
れ
る
訟
で
、

そ
の
打
ち
込
み
と
取
ら
れ
た

合
計
が
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
O

な
ら
、
そ
の
ム
口
の
釘
は
当
た

ら
な
く
て
も
よ
く
、
応
に
と

っ
て
い
レ
台
、
で
し
て
、
ま
た

客
に

t
つ
で
も
腕
相
応
の
満

足
を
味
わ
え
る
も
の
で
す
。

そ
の
意
味
で
各
応
と
も
台
当

た
り
経
費
、
客
付
き
、
出
玉

入
玉
率
な
E
あ
ら
ゆ
る
デ
ー

タ
を
常
に
収
集
し
、
そ
こ
か

ら
即
実
践
に
移
し
て
い
ま
す
。

ド
ン
ブ
リ
勘
定
は
ダ
メ
で
す
。

森

ゲ
1
ム
の
方
、
で
も
大
雑

把
な
売
上
げ
犯
握
ぐ
ら
い
は

ど
-
」で
も
し
て
い
ま
す
け
れ

ど
、
ム
口
当
た
り
の
様
々
な
デ

ー
タ
l
収
集
は
殆

E
行
わ
れ

て
レ
な
い
の
が
実
的
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
プ
ァ
で
す
ね
。

キ
メ
細
か
な
デ
l
タ
の
収
集

を
す
る
た
め
の
実
践
的
ノ
ウ

ハ
ウ
の
研
究
が
必
要
で
す
ね
。

津
末

そ
う
で
す
ね
。
ま
あ
、

ゲ
l
ム
業
界
は
あ
ら
ゆ
る
部

分
、
と
く
に
速
・
常
の
ノ
ウ
ハ

ウ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

t
レ
う
所
、
で
し
ょ
う
ね
。
バ

チ
ン
コ
の
歴
史
か
ら
み
て
み

る
と
、
い
く
度
か
の
危
機
に

あ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
判
制
度
、

い
か
に
し
た
ら
大
衆
が
、
ま

た
お
客
さ
ん
が
つ
い
て
き
て

く
れ
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

綴
々
な
苦
労
を
重
ね
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
結
来
、
省
カ

化
に
よ
る
各
商
へ
の
効
率
化
、

あ
る
い
は
明
る
い
庖
舗
化
に

よ
る
プ
レ
イ
入
口
の
拡
大
化

な
ど
、
そ
の
努
カ
の
成
果
が

現
在
の
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
に

つ

な
が
っ
て
い
る
訳
で
す
ね
。

そ
の
点
、
て
、
ゲ
ー
ム
業
界
の

方
々
も
、
大
い
に
研
究
す
る

余
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
般
の
人

々
が
つ
い
て
き
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
が
、
そ
れ
だ
け
楽
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い大
アヒ
イツ

アた
を砂
ピ
秘川
め(
て E

フ
新オ

ラJL

ロ
ボ
ッ
ト
・
ア
l
ム
で
す
て
き
な
景
品
を
キ
ャ
ッ
チ
/

み
ん
な
で
楽
し
め
る
口
ン
グ
ラ
イ
フ
・

.フラ
イ
ズ
ゲ
l
ム
。

〆'

• • 

し
さ
が
あ
る
と
い
う
所
へ
つ

な
が
る
筈
、
で
す
か
ら
、
仮
り

に
規
制
が
め
っ
て
も
、
そ
の

枠
の
中
、で
の
最
大
限
、

お
客

さ
ん
が
求
め
る
楽
し
さ
を
提

供
す
る
、
そ
ん
な
盗
勢
が
必

要
、
で
し
ょ
う
ね
・・・
・・・
。

森

エ
ス
コ
貿
易
の
場
合
、

展
倒
し
て
い
る
ゲ
ー
ム
場
は

殆
ど
街
中
に
あ
る
の
で
す
が
、

営
業
時
間
が
十
二
時
に
制
限

さ
れ
る
こ

t
で
二
五
i
三
O

%
の
売
ト
夜
と
、

従
業
員
の

帰
宅
の
問
題
や
客
の
入
場
制

限
や
ら
で
実
質
十

一
時
間
応

体
制
を
採
ら
芯
る
を
符
な
い

実
情
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
他

方
で
は
、
ォ
l
ト
レ
ス
ト
ラ

ン
に
お
け
る
ゲ

l
ム
機
H
恕

い
の
提
供
に
対
す
る
見
解
な

ど
実
際
的
に
な
れ
ば
な
る
穏

考
え
さ
せ
ら
れ
る
場
蘭
が
出

て
く
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

法
解
釈
に
当
た
っ
て
地
方
の

担
当
者
に
よ
っ
て
パ

ラ
つ
き

が
あ
る
上
に
、
話
合
い
で
も

オ
レ
が
ダ
メ
と
い
っ
た
ら
ダ

メ
式
の
、
そ
ん
な
例
は
今
ま

で
あ
り
ま
し
た
か
?

津
宋

イ
ヤ
、
そ
う
い
う
例

は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
よ。

般
か
に
各
県
の
公
安
委
員
会

の
出
力
次
第
で
、
各
県
で
部

分
的
に
マ
チ
/
1
1
に
な
る
部

分
は
あ
り
ま
す
け
れ
H

と
、
個

々
の
例
で
そ
の
解
釈
が
輿
な

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す

ね
。
九
州
で
も
大
分
、
福
岡

の
順
、
て
そ
の
適
用
は
厳
し
い

の
で
す
が
、
九
州
仁
比
べ
た

ら
、
四
国
は
全
般
的
に
ゆ
る

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
ね
。
こ
れ
は
パ
チ
ン
コ
の

キ
カ
イ
の
選
定
で
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
ね
。
ま
あ
、
厳
密

に
は
、
射
倖
心
の
限
度
が
ハ

ツ
キ
リ
し
て
い
な
い
、
明
確

で
な
い
た
め
に
表
わ
れ
る
現

象
じ
ゃ
な
い
、
で
し
ょ
う
か
。

パ
チ
ン

コ
の
場
合
は
、
ス
リ

ル
と
ス
ピ
ー
ド
と
い
っ
た
娯

楽
性
の
追
求
だ
け
で
は
、
じ

き
に
ア
キ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
し
、
射
倖
心
の
分
野
も

一

寸
出
す
ぎ
る
と
す
ぐ
に
規
制

強
化
さ
れ
ま
す
し
、
そ
こ
ら

の
兼
ね
合
い
が
今
後
の
、
ま

た
い
つ
の
時
代
、
で
も
課
題
に

な
る
と
こ
ろ
、
で
し
ょ
う
ね
。

森

ゲ
l
ム
業
界
で
は
各
県

単
位
で
業
者
の
組
織
化
、
体

制
固
め
が
実
施
さ
れ
て

レ
ま

す
が
、

そ
の
辺
に
つ

い
て
は

・の

f
・

津
末

よ
く
パ
チ
ン
コ
業
界

は
政
治
力
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
実
情
は

そ
れ
程
で
も
な
い
ん
で
す
上

・::・
。
金
は
確
か
に
あ
り
ま

す
が
、
累
に
な
り
に
く
い
ん

で
す
。
だ
か
ら
パ
チ
ン
コ
業

界
は
組
織
化

・
組
織
率
は
抜

群
で
す
が
、
実
際
的
な
活
動

は
周
囲
が
許
倒
す
る
程
の
も

の
で
は
あ
り
ません・・・・・・
。

た
だ
業
界
内
の
結
束
は
即
、

利
害
に
直
接
響
き
ま
ず
か
ら

情
報
の
疎
通
な
ど
機
敏
に
対

応
で
き
る
も
の
が
、
今
ま
で

の
試
錬
の
中
で
培
わ
れ
て
き

て
い
ま
す
:
:
:
。
そ
の
怠
味

で
ゲ

l
ム
業
界
も
、
今
回
の

規
制
を
転
機
と
し
て
新
し
レ

組
織
作
り
を
す
る
こ
と
は
、

当
然

t
思
い
ま
す
。
が、

一

述
の
各
地
械
の
組
織
が
成
立

し
た
ら
、
よ
り
大
き
な
働
き

ゲ
ス
ト

大
-
物
麗
緑
式
会
祉

津
末
武
久
社

聞
き
手

品
陣
式
吉
社

エ
ス
コ
貿
易

森

健

次

郎

の
で
き
る
団

体
が
必
要
に

な
ろ
う
カ

t

考
え
ま
す
し
、

当
菌
、
具
体

的
に
は
各
地

組
織
の
連
合

体
、
協
拙
融
会

形
式
か
ら
出

発
す
る
必
要

が
あ
る
で
し

ょ
う
ね
。

森

ど
う
も

い
ろ
/¥
あ

り
が

t
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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• • 
ス
ト

ロ
ー
ル
社

米
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
。

• • 
辞
イ壬

年
俸
カ
ッ
ト
の
話
で
決
意

米
国
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

・
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
(
本
社

シ
カ
ゴ

)
の

マ
イ
ケ
ル

・
ス

ト
ロ

ー
ル
社
長
兼

C
O
O
が

退
任
し
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス

で
、
今
年
の
米
国

A
M
業
界

は
明
け
た
。
同
氏
が
退
任
し

た
の
は
、
業
績
不
振
の
た
め

同
氏
の
サ
ラ
リ
ー
を
カ

ッ
ト

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
役
員

会
の
意
向
に
対
し
、
同
氏
が

拒
否
し
た
た
め
。

現
在
な
お
米
固
め
A
M
ゲ

ー
ム
機
業
界
は
長
い
市
場
低

迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

明
る
い
話
は
少
な
い
。
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
社
と
し
て
も
、
フ

リ
ッ
パ

ー
に
や

っ
と
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
き
た
も
の
の

T
V
ゲ
l
ム
機
は
不
調
の
ま

ま
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況

下
で
向
性
は
過
去
二
年
間
、

そ
れ
ま
で
の

T
V
ゲ
l
ム
機

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
、
ホ

テ
ル
カ
ジ
ノ
経
営
会
社
へ
と

転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

同
社
経
営
の
綿
少
を
図
っ
て

き
た
。
そ
し
て
八
四
年
度
決

算
(
八
四
年
九
月
末
締
め
)

で
は
、
ゲ
ー
ム
機
部
門
の
売

上
げ
は

い
よ
い
よ
わ
ず
か
し

か
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。ス
ト
ロ
ー
ル
氏
は
七
六
年

に
同
社
入
社
し
て
以
来
、
業

績
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
、
米

国
の
業
務
用
(
コ
イ
ン
オ
プ
)

T
V
ゲ
i
ム
機
分
野
で
同
社

は
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入
る
な

ど
、
ス
ト
ロ
ー
ル
氏
の
手
腕

が
官
向
く
評
価
さ
れ
て
き
て
い

た
。
だ
が
、
人
生
い
い
時
も

あ
れ
ば
悪
い
時
も
あ
る
わ
け

で
、
米
国
T
V
ゲ
ー
ム
機
業

界
の
景
気
後
退
が
長
引
く
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状

リ
如
W

況
下
で
、
同
氏
の
サ
ラ
リ
ー

が
問
題
と
な
っ
た
。

情
報
筋
に
よ
る
と
、
ス
ト

ロ
ー
ル
氏
の
八
四
年
度
年
俸

は
百
六
十
万
ド
ル
と
い
う
巨

額
な
も
の
で
あ
る
(
日
本
円

に
換
算
し
て
、
し
ば
し
そ
の

実
感
を
想
像
し
て
も
よ
い
)。

こ
れ
に
対
し
、
同
社
の
役
員

会
は
ス
ト
ロ
ー
ル
氏
に

「
自

発
的
に
年
俸
を
削
減
す
る
こ

と
」
を
求
め
た
が
、
同
氏
は

こ
の
要
求
を
一
蹴
。
社
長
、

役
員
を
す
べ
て
返
上
し
た
も

の
。
話
が
社
長
年
俸
の
削
減

ま
で
い
く
に
は
、
そ
れ
以
外

の
経
費
カ
ッ
ト
も
相
当
行
な

わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

ス
ト
ロ
ー
ル
氏
は
自
分
の
年

俸
カ
ッ
ト
の
案
に
は
と
て
も

応
じ
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。
同
社
で
は
ル
イ
ス

・
ニ
カ

ス
ト
ロ
会
長
兼

C
E
O
が、

後
任
が
決
ま
る
ま
で
と
り
あ

え
ず
ス
ト
ロ
ー
ル
氏
が
就
い

て
い
た
社
長
兼

C
O
O
の
職

務
を
兼
ね
る
と
の
こ
と
。

ジ

i
ン
・
リ
プ
キ
ン
氏
が

米
エ
キ
シ
デ
ィ
社
社
長
に

一
方
、
米
国
の
エ
キ
シ
デ

ィ
社
(
本
社
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ニ
|
ベ
イ
ル
、
ビ
ー

ト

・
カ
ウ
フ
マ
ン
会
長
)
で

は
、
ジ
l
ン

・
リ
プ
キ
ン
氏

が
社
長
に
就
任
し
て
、
こ
れ

も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

ジ
i
ン
・
リ
プ
キ
ン
氏
は

ア
タ
リ
社
の
創
設
期
か
ら
の

。
ア
グ
リ
ア
ン
。
で
、

一花
ア

タ
リ
社
社
長
。
七
九
年
ご
ろ

副
社
長
か
ら
社
長
に
な
り

八

O
年
に
ジ
ョ

l
・
ロ
ビ
ン

ズ
氏
と
共
に
共
同
社
長
と
な

っ
た
が
八

O
年
末
ア
タ
リ
社

サ
イ
モ

を
退
任
し
て
、
そ
の
後
は
悠

々
自
適
の
暮
し
を
し
て
き
て

い
る
。
昨
年
秋
の

A
M
O
A

エ
キ
ス
ポ
(
シ
カ
ゴ
)
の
際

ジ
ヨ
|
-キ
l
ナ
ン
氏
が
新
会

社
発
足
を
明
ら
か
に
さ
せ
た

と
き
、
リ
プ
キ
ン
氏
も
そ
の

新
会
社
設
立
に
参
加
し
た
が
、

そ
の
新
会
社
か
ら
ど
う
も
リ

プ
キ
ン
氏
は
手
を
引
い
た
ら

し
い

(本
紙
第
抑
号
参
照
)。

エ
キ
シ
デ
ィ
社
は
、
こ
の

と
こ
ろ
ヒ

ッ
ト
作
に
恵
ま
れ

て
お
ら
ず
業
務
を
縮
少
し
て

い
る
が
、
過
去
に
お
い
て
は

ン
氏
死
去

米
国
A

M
業
界
の
長
老
、

米
国
の

U
S
ビ
リ
ヤ
ー
ド

社

(
本
社
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
)

の
ア
ル
パ

l
ト

・
サ
イ
モ
ン

社
長
が
、
十
二
月
二
十
日
の

朝
、
出
勤
途
中
に
心
臓
麻
卑

で
死
亡
し
た
。
七
十
五
歳
。

米
国

A
M
業
界
の
長
老
的
存

在
で
、
国
際
的
に
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
た
。

ア
ル

・
サ
イ
モ
ン
氏
は
、

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の

U
S
ビ

リ
ヤ
ー
ド
社
と
、
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
ア

ル
パ

l
ト

・
サ
イ
モ
ン
社
の

社
長
を
兼
ね
て
お
り、

業
界

で
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ

ー
と
し
て
の
活
躍
が
目
立
っ

て
い
た
。
同
氏
の
経
歴
は
省

略
す
る
が
、
五
十
余
年
の
業

界
歴
が
あ
り
、
ス
タ
ー
ン

・

• • 
ア
タ
リ
社
と
対
抗
で
き
る

T

V
ゲ
i
ム
機
メ
ー
カ
ー
と
し

て
世
界
中
に
名
を
と
ど
ろ
か

せ
た
こ
と
も
あ
る
。
現
在
も

T
V
ゲ
l
ム
機
の
開
発
、
製

造
に
い
そ
し
ん
で
お
り
、
決

522( W) X560( D) X 1720( H)"Ym 

AC 1 OOV IOOW 50160Hz 

16インチカラーモニター{吏用

.仕様

守95-2827

し
て
軽
視
で
き
な
い
。

今
回
の
異
動
で
、
創
設
者

の
ビ
ー
ト
・

カ
ウ
フ
マ
ン
氏

は
会
長
兼
社
長
か
ら
、
会
一長

職
に
専
念
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。

プ
リ
ミ
ア
社
の
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ッ
パ

l

製
品
出
荷
を
開
始

工
場
も
新
し
く
、

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
商
襟
が

つ
い
た
フ
リ
ツ
バ

l

Hゴ
ツ

ト
リ
ー
プ

・
フ
リ
ツ
パ

i
u

の
開
発
製
造
を
引
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
米
国
プ
リ
ミ
ア
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
(
本
社
イ

リ
ノ
イ
州
ベ
ン

セ
ン
ビ
ル
、

ギ
ル
パ

l
ト

・
ポ

l
dフ
ッ
ク

社
長
)
で
は
十
二
月
十
七
日

か
ら
、
製
品
の
出
荷
を
開
始

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
よ
り
前
、
同
社
は
ゴ

ッ
ト
リ

l
プ

・
フ
リ

ッ
パ

l

開
発
製
造
に
必
要
な
資
産
を

旧
マ
イ
ル
ス
タ
|
社
か
ら
そ

の
オ
ー
ナ
ー
の

コ
ロ
ム
ビ
ア

映
画
社
を
通
じ
て
買
い
と
っ

て
い
る
。
こ
う
し
て
プ
リ
ミ

ア
社
ゴ

ッ
ト
リ
ー
ブ

・
フ
リ

ツ
パ
ー
は
、
ま
ず
「
タ
ッ
チ

ダ
ウ
ン
」
が
十
二
月
十
七
日

よ
り
出
荷
開
始
と
な
り
、
ブ

ッ
ト
リ

l
ブ

・
フ
リ

ッ
バ
ー

の
パ
ー
ツ
は
そ
れ
よ
り

一
週

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
の
経

営
も
支
え
て
い
た
投
資
家
で

も
あ
る
。
ま
た
同
氏
が
オ
ペ

レ
ー
ト
し
て
い
る
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

は
業
界
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
と

ま
で
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ア
ル

・
サ
イ
モ
ン
氏
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
本
拠
に
し
、

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
死
亡
し
た

が
、
そ
の
死
は
あ
っ
け
な
く

訪
れ
た
。
こ
の
日
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
十
番
街
に
あ
る
ア
ル

パ
ー
ト
・
サ
イ
モ
ン
社
に
事

で
出
勤
す
る
途
中
、
三
番
街

D
B
も
再
指
定
し

間
前
か
ら
出
荷
と
な

っ
た
。

、
」
う
し
た
業
務
開
始
に
当

つ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備

が
必
要
だ
っ
た
と
さ
れ
て

い

る
。
う
ち
最
大
の
も
の
は
工

場
の
移
転
と
繁
備
で
、
結
局

オ
へ
ア
空
港
そ
ば
に
新
工
場

を
機
、
え
た

こ
と
に
な
る
。
同

工
場
は
十
二
月
二
十
日
、
訓
練

道
関
係
者
を
招
い
て
内
部
を

公
開
し
て
い
る
。

ま
た
同
社
製
品
の
テ
イ
ス

ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
|
指
定
に
つ

い
て
も
再
検
討
が
行
な
わ
れ

た
結
果
、
米
国
内
は
も
と
よ

り
海
外
市
場
に
つ
い
て
も
指

定
が
完
了
し
た
。

こ
の
結
果

日
本
で
は
従
来
ど
お
リ
タ
イ

ト
ー
が
指
定
さ
れ
た
。
プ
リ

ミ
ア
社
で
は
「
タ

y
チ
ダ
ウ

ン」

に
続
き
新
製
品

「
エ
ル

ド
ラ
ド
」
の
出
荷
準
備
を
進

め
て
お
り
、
同
社
製
品
供
給

は
安
定
し
つ
つ
あ
る
。

の
角
で
交
通
信
号
の
た
め
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
、
そ
の
ま
ま

心
臓
麻
卑
に
襲
わ
れ
た
も
の
。

答
官
が
駆
け
つ
け
、
救
急
車

が
来
た
が
生
き
返
ら
な
か
っ

た
、
と
言
わ
れ
て
い

る
。

葬
儀
は
翌
日
、
ル
ー
ス
夫

人、

息
子
の
デ
イ
y
ク
と
ボ

ブ
、
娘
の
ラ
ン
デ
ィ
な
ど
家

放
に
見
守
ら
れ
て
、
ロ

ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
。

同
社
は
デ
ィ
ッ
ク
(
リ
チ
ヤ

ー
ド
)

・
サ
イ
モ
ン
氏
(
副

社
長
)
が
引
継
ぐ
も
の
と
見

ら
れ
て
い
る
。

競馬ゲームの最高傑作グ
• • 「価値あるこユーマシンをディストリビュートするグ1

TM 

大シネスコスクリーンで初めて
実現できた大レース。
これまでにないハイ・グレード

メダルゲーム。
.JAMMA基準例外規定機

• • 

スーパーダービー

大シネスコスクリーンで

ハイグレードなレースを

' 

スチャラカ空中戦

戦闘機で、コミカルな交戦

空中大要塞を目指し進攻

イー・アル・カンフ-

16種類の必殺技を駆使/

強敵11人を倒して王座に

忍者ハヤテ

ア
ニ
メ
採
用
の
V

D
ゲ

l
ム

敵
忍
者
軍
団
や
妖
怪
と
対
決
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• 第66固 IAAPAショー(ダラス)開催される• 

-圃.
、園

ニッポーUSAに副賞贈られるシフ賞(正)、卜ーゴにベン・

3 

Super Conti Skill-Stop 

5-Line-Skill-Stop 

Get A Chance (Poker) 

Golden J acky (Black J ack) 
Bingo Perfect 10 

Royal Casino 5 in 1 

Which 5 (5 in 1) 

ADD Super Continental 

ADD 5-Line 

ADD Bonus-Line 

。1985DYNA EL CO.，L TD 禽屠
花合わせ

遊
間
地
関
係
の
世
界
段
大

の
国
際
見
本
市
、
-
A
A
P

A
シ
ョ
ー
が
昨
年
米
間
テ
キ

サ
ス
州
ダ
ラ
ス
の

マ
ー
ケ
ッ

ト
ホ

i
ル
で
開
催
さ
れ
、
こ

の
催
し
に
凶
十
一
ヵ
凶
か
ら

九
千
じ
卜
八
人
も
の
人
が
仙
決

ま
っ
た
。

こ
の
展
ぷ
会
は
、
米
国
を

拠
点
と
す
る
阿
際
的
遊
凶
地

関
連
業
者
協
会
で
あ
る

I
A

A
P
A
(
イ
ン

タ
ー
ナ
シ

ョ

ナ
ル

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

・

オ
プ

・
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

パ

l
ク
ス
&
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
ズ
、
本
部
イ
リ
ノ
イ
州
ウ

ッ
ド
デ
イ
ル
)
が
何
年
秋
に

聞
く
総
会
を
含
む
総
A
N
的
な

催
し
(
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
)

の
中
心
と
な
る
も
の
。
八
二

年
の
カ
ン
ザ
ス
シ
チ
|
、
八

三
年
の

ニ
ュ
!
ォ
l
リ

ン
ズ

と
次
々
に
開
催
地
を
移
し
、
八

凶
年
は
十
一
月
十
州
|
十
じ

円
、
ダ
ラ
ス
で
開
削
附
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
-
A
A
P
A
は
こ

こ
数
年
そ
の
脱
脱
、
内
科
を

充
実
さ
せ
つ
つ
あ
リ
、

A
I
同

も
前
年
を
卜
回
る
も
の
と
な

っ
た
。
展
示
フ

ロ
ア
ー
十
二

万
六
千
平
方
フ
ィ
ー
ト

(前

凶
比
お
%
噌
)
に
四
一
白
九
十

八
社
(
同
制
%
地
)
が
出
展

し
前
回
よ
り
約
四
町
人
多

い
約
九
千
.
白
人
が
笠
制
入
場

• • 
UNIT I-C 

OVERSEAS 
VARIOUS 

花合わせの

ゲーム性がアップ

・配カードが個々に

変更できます0

・配カードの総がえ

ができます。

一 L
連荘上りに対し

カワイイ、ギャJレカず

お相手します。

、旬。
トーゴの小間にて受賞楯を贈られる山図敏夫社長 (上の左)。 下の

写真はスタンデイングコースターの実物見本の展示のようす

I ~T -・E A9F
/ ・ 3 ・川面Oll

し
た
の
で
あ
る
。

同
シ
ョ
ー
の
展
示
内
容
は

遊
園
地
に
関
す
る
も
の
す
べ

て
に
わ
た
り
、
大
き
い
も
の

で
は
各
位
遊
同
地
設
、

小
川
十

来
物
機
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
、
ス
ー
ベ
ニ
ア

(
み
や

げ口附
)
開
述
、
欽
食
、
入
場

シ
ス
テ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

今
回
の
シ
ョ
ー
で
は
、
特
に

目
立
つ
新
し
い
傾
向
と
い
う

の
は
な
い
が
、
従
来
の
遊
同

施
設
の
開
発
方
針
に
加
え、

各
メ
ー
カ
ー
と
も
企
画
、
営

業
而
で
の
キ
メ
の
細
か
さ
が

感
じ
ら
れ
た
、
と
の
こ
と
。

モ
ノ
に
だ
け
と
ら
わ
れ
ず
、

，
引
ザ

総
合
的
に
遊
同
地
と
し
て
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
な
ど
出
品
。

楽
し
み
を
与
、
え
る

H
向

が

伺

初

出

展

の

ミ

ゼ

ッ
テ
ィ
工

際
的
に
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
業
側
は
各
純
ブ
l
カ
l
ト
、

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
を
出
品
し

日
本
か
ら
の
出
展
は
次
の
た
。
日
州
産
業
側
の
米
凶
現

と
お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
成
果

地
法
人
ニ

ッ
ポ
l
U
S
A
か

を
学
げ
た
。
側
ト
l
ゴ
は
「
ス
ら
は
、

H
M州
産
業
か
ら
バ
ッ

タ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
コ
ー
ス
タ
テ
リ
|
カ
l
、

「
サ
ー
カ
ス

|
」
「
ス
カ
イ
サ
イ
ク
ル
」

列
山
下
」

(
刺
臼
製
)
、
例
H

な
ど
。
と
く
に
同
社
出
向
聞
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
か
ら
コ

「
メ
ロ
デ
ィ
ペ

ッ
ト
」
で
は
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
l
、
ヵ
l
フ

ベ
ン

・
シ
フ
賞
(
最
も
際
立
エ
リ
ー
が
出
品
さ
れ
、
い
ず

っ
た
新
制
ホ
キ
デ
ィ
ラ
イ
ド
)
れ
も
好
評
を
博
し
た
。
う
ち

が
贈
ら
れ
、
大
い
に
注
目
さ
ニ
ッ
ポ
|
U
S
A
社
は
ベ
ン
・

れ
た
。
明
H

口
特
妹
産
業
側
は
シ
フ
貨
の
副
賞
を
贈
ら
れ
た
。

遊
凶
地
設
を
ピ
デ
オ
で
制
介
、

海
外
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

「
ガ
ン
ア
ラ
モ
」
「
ロ
ッ
ク

新
機
純
で
は
、
イ
ン
タ
ミ
ン

社

(
ス
イ
ス
)
が
レ
イ
ン
ジ

ャ
ー
刷
口
遊
園
地
設
「
ス
ペ
ー

ス

・
シ
ャ
ト
ル
」

(瓦
ト
人

来
り
)
で
人
気
を
き
ら
っ
た

が
、
こ
れ
は
逆
転
方
法
な
ど

で
工
夫
し
て
お
り
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
評
価
さ
れ
た
も
の

と
見
ら
れ
て
い
る
。
大
川
h

遊

凶
地
投
メ
ー
カ
ー
で
は
、
ア

ロ
ー

・
フ
ス
社
、
シ
ュ
ワ
ル

ツ
コ
フ
社
、
ベ
コ
マ
社

(
オ

ラ
ン
タ
)
、
ザ
ン
ペ
ル
ラ
祉

な
ど
が
、
い
ぜ
ん
活
発
き
を

絞
っ
た

こ
と
に
な
る
c

同
シ
ョ
ー
で
は
屋
外
で
の

尖
物
展
ぷ
も
な
さ
れ
、
楽
し

い
遊
間
地
作
り
の
一
端
を
披

脱
し
て
い
る
。

ニッポーUSA社の小間tこτ「サーカス列車J (上)と 『コントロー
ルカー』。 乗 っているのはヌイグルミを爺た現地係員
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基板常時2，000枚在庫有り ます。

FOR SALEマ 2.000PCBSALWAYS IN OUR STOCK 
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-未来派志向のセレクター

・電子の目が瞬時にして

正貨を号車鐙に見分けます。

.エレクトロニクスセレクター

、

￥100 

￥500 

U S25 ~ 

その他のコイン

， 

1I・At，車耐のふれあい

810-E 
810司 ES

810・E

810-EC 

810・EF

730-A/B (各種メタルUS25~)

局内，a
・

。
1

苛

年

一
山
翻

恕

昭

告響、つよぬらさ
付
唱を周

期
w
h
入制問のa
 

C
倍
、
乏
を
ピ

し
て

C
周
コ

な
し
際
使
る

も
苅
疋
き
か

利
に
れ
づ
か

舷
香
さ
萎
で

は
疋
告
に
の

当
し
公
涜

-q

正
岡
崎
願
た
ま

を
使
出
ぎ
り

白
田
入
刀
、
滋

一
山崎
曹
司
し
も

ピ
、
寄
求
に

コ
は
回
明
"
と

の
疋
売
を
こ

滋
摩
る
金
る

側

、
保
慣
れ

じ
し
に
捕
ら

間
売
願
く
め

と
販
出
づ
と

れ
湿
日
E

墓
し

こ
製
ょ
に
艶

iJ詩
同
チャンネルフ.ラケット

実績のメカニズム
・ドロップタイフ。セレクター

ラコλナサク

P
-

-zト
.
t山
村

ん
一
エ

同

カ

山

メ

仰
の
厄
来
同

従

m

• 

、二

AD・81P 

窃自主界柱製舗をω綾S負担通わり誠!こありガとうござ
いまE言。 事軍事li!lililfit、全1車およびeiiiの機衝に
つき、符節、実用新媛、恵医電事を母おしており、
その-iiifa、taに笠録および公開され、工業所育
権によって保認されており8:写.

F機械部をオールプラスチック製r
JI 

ぐよj

757-P 
・あらゆる不正使用をシャットアウト

(ワイヤー・電パチ・疑硬貨)

・i台でコイン使用変更も簡単に可能

• 

• 

• 

• 

知らせ.グ
うございます

詳しくはお電話にてお問合せ下さい。
ARDAC栓製紙幣織月1)機の当祉以外での改造は品質保証
が出来かね Eつ 特貯法 ・著作権法 ・不正競争防止法
違反となり アーダック社は法的手段を tりますので
御注意下さい。

総代理底 ポナンザ・エンタープライゼズ
横浜市中区新山ド3-3 -43 045-623-5711 

J件1鵬 (巻取締万・五千・千円4四)

平素は当社製品をご愛用項き誠にありがと

永らくお待たせ致しましたが

下記の通り改造をお引受け致しております

Jト1-2ωO(巻取新|日千円両用)

1¥ ..E.由岨...L...側
一一…

新券対

JN・11卿俸制時万・旧千刷用)

JN-l捌(巻取五百・千円4四)

ARDAC 

新紙幣の発行に伴い、アーダック製紙幣識別機の改造及び変更
を行うと宣伝している向きがある様です。日本においては1972年
以来、アーダック社は製品の品質、部品、製造上の欠陥に対して

保証をして販売しております。しかし、正式に権限をアーダック
社から与えられていない者によって修理や改造を受けた製品に対
しては一切保証をする事は出来ません。
御7}(知の通り、アーダック社製品は日本及ぴ世界各国において特

許 を有しております。正式に認められていない者による特許品の改
造は、例えその所有者に依ってでも、それはi準法行為に当り、アー
ダック社の有する特許の一部文は全てを侵害する必になります。
アーダック社が正式に会ての権限を委任している唯一の極東総
代理庖である 有限会社ポナンザエンタープライゼズが行う新札
に対する改造だけがアーダック社の保証を有するものであり、ア

ーダックの特許権の元に併される行為であります。

レイヤー

ARDAC， INC. 
フィリップ M. 
社長

寛代表取締役安 部
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その卵を壊しながら妖怪を倒し、

基板「ミステリアスストーンJデータから

、主匙

宝
探
し
の
冒
険
を
テ
ー
マ

と
し
た
T

V
ゲ

i
ム
機

「
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
ス
ト
ー
ン
」
が、

女
子
テ

タ
イ
ト
ー
か
ら

テ
ニ
ス
を
内
谷
と
し
た

T

V
ゲ

l
ム
機
「
フ
ォ

l
テ
ィ

ラ
ブ
(
刊
|
O
)
」
が
、
附

タ
イ
ト

i
(本
社
東
京
、
中

西
昭
維
社
長
)
か
ら
一
月
上

旬
発
売
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
三
セ
ッ
ト
マ

ッ
チ

(一

セ
ッ
ト
一三
ゲ
ー
ム
)
の

女
子
テ
ニ
ス
ゲ
!
ム
で
、
手

前
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
向
こ
う

側

(画
面
上
部
)
の
選
手
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

• • 
ボ
ー
ル

花を探しに迷路状スクロール画面を

タ
ス
コ
か
ら

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
機
「
ロ

ー
ラ
ー
ポ

l
ル
」
が
、
タ
ス

コ
附

(本
社
東
京
、
上
似
勝

社
長
)
か
ら
発
必
と
な

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
台
の
上
に
二
本
の

パ
イ
プ
に
よ
る
コ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
コ
ー
ス
の
前
方
部

分
に
少
し
起
伏
し
た
山
と
く

ぼ
ん
だ
谷
が
あ
り
、
手
前
か

ら
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
ボ

l
ル
を

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附
(
本
社

東
京
、
福
田
哲
夫
社
長
)
か

ら
十
二
月
下
旬
発
売
と
な
っ

た
。こ
れ
は
H

ド
ク
タ
ー
キ
ッ

ク
。
が
古
代
法
跡
の
中
に
入

っ
て
官
の
部
屋
を
探
し
、

川泌

の
宋
を
取
っ
て
脱
出
す
る
も

の
で
、
ゲ
ー
ム
は
タ
イ
マ
ー

制
。
泣
跡
は
ア
マ
ゾ
ン
や
中

同
の
も
の
な
ど
問
的
似

(令

部
で
川
パ
タ
ー
ン
)。

両
日向

は
迷
路
状
で
ス
ク
ロ

ー
ル
す

る
。
操
作
は
レ
パ
!
と
ニ
つ

の
ボ
タ
ン
(
キ
ツ
ク
と
発
射
)。

「

n
u
l
l

、J'

a
a
y
a
t
」

R
O
M
キ
ッ
ト

三
輪
車
に
乗
っ
て
花
を
摘

ん
で
い
く
と
い
う
T

V
ゲ
ー

ム
機
「
三
鎗
サ
ン
ち
ゃ
ん
」

が
、
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ

(21 ) 

い
る
。
レ
バ

ー
で
選
手
を
操
作
し
、

自
動
的
に
仁
げ
ら
れ
る
サ
ー

ブ
ト
ス
に
よ
っ
て
試
合
開
始
。

ボ
タ
ン
で
サ

l
ブ
を
行
な
う

が
、
サ
ー
ブ
し
な

い
と
三
凶

目
の
ト
ス
で

'H
動
的
に
お
'
似

り
し
フ
ォ
ー
ル
ト
と
な
る
。

ま
た
サ
ー
ブ
が
州
手
の
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ト
に
人
ら
な
い
と

フ
ォ

ー
ル
ト
で
、
ダ
ブ
ル
フ

ォ
ー
ル
ト
に
な
る
と
相
手
側

ス
ポ
ー
ツ
性
あ
る
ア
ー
ケ
ー
ド
機

って
基板「三輪サンちゃん」セガ社から

ヲ~

、ー
ろ
が
し

「
ロ
ー
ラ
ー
ボ

l
ル
」

コ
ー
ス
L
L

に
転
が
し
、

く
先
の
作
の
部
分
に
ボ
ー
ル

が
止
ま
れ
ば
件
山
…
に
な
る
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
性
の
あ
る
デ

、っムま

ー
ム
機
。

一
ゲ

l
ム
で
三

M
桃
山
似
て

き、

一
同
ご
と
に
前
方
の
盤

面
で
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
、
音

響
効
巣
も
あ
る
。
ボ
i
ル
が

山
を
越
え
て
谷
の
部
分
に
止

ま
れ
ば
、
自
動
的
に
手
前
に

ラ
イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
中

山
隼
雄
社
長
)
か
ら
十
二
月

下
旬
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
レ
バ
ー
で

H

サ
ン

ち
ゃ
ん
H

の
乗
っ
た
三
輪
引

を
燥
作
し
、
追
っ
て
く
る
敵

を
は
ね
飛
ば
し
た
り
ジ
ャ
ン

プ
し
て
避
け
な
が
ら
化
を
探

し
て
進
ん
で
い
く
と

い
う
ゲ

ー
ム
内
科
で、

州
戸山
は
述
附

松
で
ト
一
ド
ぷ
む
に
ス
ク
ロ
ー

ル
す
る
。

花
を
摘
む
と
伴
内
…
と
な
る

が
、
そ
の
咲
き
ぐ
あ

い
に
よ

り
得
点
が
終
な
る
。
花
は
見

つ
け
た
ら
早
〈
捕
ま
な
い
と

• ま
ず
三
つ
あ
る
入
口
の
い

ず
れ
か
か
ら
中
に
入
り
、
化

け
物
を
ピ
ス
ト
ル
で
倒
し
、

た
く
さ
ん
あ
る
卵
の
よ
う
な

必
を
ニ
凶
の
キ

ッ
ク
で
壊
し

て
い
く
。
そ
の
う
ち
一
回
の

キ
ッ
ク
で
ぶ
く
点
滅
す
る
石

を
峻
す
と
、
中
か
ら
ん
ポ
の
部

民
の
カ
ギ
を
持
つ
妖
怪
が
出

現
。

ニ
れ
を
発
射
で
倒
し
て

カ
ギ
を
取
る
と
次
の
部
座
へ

の
廓
が
附
く
。
日
以
後
の
玄
の

部川
島
に
は
三
日
間
紛
の
ー
が
あ

る
の
で
、
い
ず
れ
か
一
つ
を

取
る
と
パ
タ
ー
ン
ク
リ
ア
。

の
得
点
。
四
十
対
四
十
で
ジ

ュ
ー
ス
と
な
り

2
ポ
イ
ン
ト

述
統
し
て
取
る
と
一
ゲ
|
ム

取
れ
る
。
相
手
に

一
ゲ

l
ム

取
ら
れ
る
と
選
手

一
人
ア
ウ

ト
。一
ニ
ゲ

l
ム
先
取
で
一
セ

• • 
押
し
返
さ
れ
て
く
る
。

ル
を
転
が
す
時
に
加
え
る
力

と
述
度
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス

が
要
求
さ
れ
、
谷
の
部
分
に

什
め
る
の
は
な
か
な
か
縦
し

ポ

-、
‘、
句、

ミステリアスストーン

ー
は
タ
イ
マ
ー
内
に
取
ら
な

い
と
ア
ウ
ト
。
ま
た
妖
伐
に

触
れ
る
と
ア
ウ
ト
。
パ
タ
ー

ン
ご
と
に
述
う
主
を
取

っ
て

い
く
が
、

主
を
取
る
順
番
に

よ
り
枠
内
…
が
大
帽
に
巽
な
る

と
こ
ろ
が
ミ
ス
テ
リ
ー
。
ド

ク
タ
ー
が
三
人
ア
ウ
ト
で
ゲ

実
践
的
サ
ッ
カ
ー
ゲ
l
ム
第
2
弾

2
人
が
同
時
協
力

ア
ル
フ
ァ
か
ら

ア
ル
フ
ァ
電
子
側
(
本
社

均
玉
県
上
尾
市
、
新
井
一
失

社
長
)
か
ら

「
エ
キ
サ
イ
テ

ィ
ン
グ
サ
ッ
カ
ー
H
」
が
発

売
と
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
は
さ
き
に
発
売
さ
れ

た
同
社
「
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
サ

ッ
カ
ー
」
の
パ

l
卜
H

で
、
二
人
用
の
場
合
に
ニ
人

が
同
時
に
同
じ
チ
ー
ム
の
選

手
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ

一
人
ず

つ
を
傑
作
し
、

て
人
が
協
力

し
合

っ
て
敵
チ

l
ム

(
コ
ン

ヒ
ユ

|
夕
|
)
と
サ
ッ
カ
ー

の
対
峨
が
で
き
る
の
が
特
徴
。

一
入
用
の
場
合
は
従
米
機
と

ッ
ト
勝
ち
、

ニ
セ
ッ
ト
先
取

で
一

マ
ッ
チ
勝
ち
。

三
人
ア

ウ
ト
で
ゲ
ー
ム
終
了
と
な
る
。

同
社
「
ザ

・
運
動
会
」
か
ら

の
変
更
R
O
M
キ
ッ
ト
販
売

の
み
で
定
価
八
万
五
千
問
。

a司

J
M

O
U
 

ぃ
。
問
機
の
大
き
さ
は
高
さ

一
行一
九
十
今
、
一
附
六
十
勺
、

奥
行
三
灯
八
十
で。

な
お
屯

取
認
可
は
対
象
外
。
定
価
行

八
万
円
。

徐
々
に
枯
れ
て
い
く
の
で
注

意
。
敵
は
三
種
穎
い
る
が
、

う
ち

一
純
績
は
退
治
不
可
能

大
ゅ
の
で
逃
げ
る
し
か
な
い
。

あ
と
二
純
綴
は
迷
路

t
に
あ

る
ブ
ロ

ッ
ク
を
(
ボ
タ
ン
で
)

成
ば
し
て
辺
的
で
き
る
も
の

と、

H

サ
ン
ち
ゃ
ん
々

が
迷

路
の
フ

ェ
ン

ス
に
い
る
時
に

ボ
タ
ン

で
ジ
ャ
ン
プ
し
て
は

ね
成
ば
し
た
リ
、
ブ
ロ

ッ
ク

で
進
的
で
き
る
む
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
追
っ
て
く
る
ス
ピ
ー

ド
が
泌
う
。

フ
ロ

ッ
ク
を
利

用
す
る
と
高
得
点
。
敵
に
捕

ま
る
と
ア
ウ
ト
。
全
部
の
花

-
O
B
 

三随サンちゃん

ローラーポール

を
摘
む
と
一
パ

タ
ー
ン
ク
リ

ア
と
な
る
。
第
二
パ
タ
ー
ン

ク
リ
ア
時
と
そ
れ
以
降
凹
パ

タ
ー
ン
ク
リ
ア
ご
と
に
ボ
ー

ナ
ス
パ
タ
ー
ン
。
三
回
ア
ウ

「
サ
ッ
カ
ー

H
」

基
板

閉
じ
。二
人
用
で
は
白
い
カ
ー
ソ

ル
の
選
手
を

I
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
、
赤
い
カ
ー
ソ
ル
の
選
手

を
2
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
が
そ
れ

ぞ
れ
八
方
向
レ
パ
!
と
ボ
タ

ン
(
パ
ス
と
シ
ユ
|
ト
の
二

位
)
を
燥
作
し
、

二
人
で
パ

ス
を
行
な
い
敵
の
攻
般
市
を
カ

バ
ー
し
A
円
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル

ホ
ー
プ
か
ら
親
子
乗
り

ー
ム
終
了
だ
が
、

一
定
得
点

以
上
で

一
人
追
加
と
な
る
。

法
板
販
売
の
み
で
O
P
側
絡

ト
四
万
三
千
円
。

へ
と
進
め
る
。
チ

l
ム
の
選

択
、
ス
ロ

l
イ
ン
、
ヘ
デ
ィ

ン
グ
、
コ

ー
ナ
ー
キ

ッ
ク、

P
K
戦
な
ど
実
践
的
な
ゲ
ー

ム
展
開
と
そ
の
プ
レ
イ
方
法

は
従
来
と
同
じ
。

げ
格
板
販
売

で

O
P
価
格
九
万
五
千
円
、

問
機
。
パ
ー
ト
・
I
H
か
ら
の

R
O
M
交
換
も
で
き
る
。

「
サ
イ
ド
カ
ー
」

ポ
ケ
バ

イ
が
モ
デ
ル

7ォーティラブ

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ

l
「
チ
ピ

y
コ
サ
イ
ド
カ
ー
」
が
、
側

ホ

l
プ
(
本
社
工
場
川
崎
市
、

小
野
定
良
社
長
)
か
ら
発
売

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
レ
ー
サ
ー
タ
イ
プ

の
ポ
ケ

ッ
ト
バ

イ
ク
を
サ
イ

ド
カ
ー
と
し

て
採
用
し
た

も
の
で
、
逆

転
席
に
千
ど

も
、
サ
イ
ド

カ
ー
の
部
分

に
大
人
が
来

れ
て
、
線

f

一
絡
に
走
行

を
栄
し
め
る

の
が
特
徴
。

む
ド
日
品
川柑
主
ず
附
川
ふ
s
e

t-
H

H
lu
i
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
3
セ
ッ
ト
マ

ッ
チ

ス
試
合

九
十
秒
(
変
更
可
能
)
で、

作
動
中
に
擬
音
と
ブ
ザ
ー
が

鳴
る
。
速
度
は
毎
時
三
十
六

J
H川。

ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
は

レ
ッ
ド
ま
た
は
ブ
ル
ー
を
基

調
と
し
た
配
色
の
二
種
判
明
あ

る
。
定
価
三
十
六
万
向
。

• • 
卜
で
ゲ

l
ム
終
了
だ
が

一
定

利
点
以
上
で
一
人
追
加
さ
れ

ミ
ゼ
ツ
テ
ィ
か
ら
新
パ る

。
法
板
販
売
の
み
で
O
P

価
格
十
六
万
五
千
円
。

ツ
テ
リ

l
カ

|

コニ

圃
固
阻
閉
園

ミ
ゼ
ヱ
ア
イ
仁
業

附

(
本

社
ぃ
米
点
、

橋
本
敬
込
社
長
)

か
ら
パ
y
テ
リ
l
カ

l
「エ

リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
」
が
発
光
と

な
っ
て
い

る

こ
れ
は
笑
う

エ
リ

マ
キ
ト
カ
ゲ
を
モ
デ

ル
に
し
た

も
の
で、

手
足
が
振

動
で
プ
ラ

プ
ラ
と
動

く。

作
動

中

「
ひ
げ

ダ
ン
ス
」

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。

作
品別
時
聞
は

一
分
か
ら
附
分

ま
て
切
符
吋
能

一
人
来
り
。

O
P
価
裕
三
ト
二
万
八
千
円
。

楽
器
音
っ
き
定
置
型

ト
l
ゴ
か
ら
走
行
乗
物
機

定
出
式
決
物
機

「
メ
ル
ヘ

ン
本
的
」
と
走
行
式
来
物
機

「
ロ
パ

」
が
、
卜
ー
ゴ

(本

社
東
京
、

山
凹
数
列
社
長
)

か
ら
発
売
と
な
っ
て

い
る
。

ま
ず

「
メ
ル
ヘ

ン
木
馬
」

は
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
向
山
内

に
乗
る
も
の
で
、
動
き
は
前

後
動
と
ロ
ー
リ
ン
グ
。
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
、
カ
ス
タ
ネ
ッ

ト
、
シ
ン
バ
ル
、
カ
ウ
ベ
ル

の
四
つ
の
楽
器
ボ
タ
ン
が
付

い
て
お
り
、
作
動
中
に
乗
客

が
い
ず
れ
か
の
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
そ
の
楽
協
の
北
川
が
山

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
。
作
動
時
間
九
卜
紗
(訓

-h. 句、
句、

「
ロ
パ
」

も

的
可
能
)
、

リ
。
定
価
ヒ

ト
.
力
円
「
ロ
パ

」
子
ど
も
二
人
来

は
ぬ
い
ぐ
る

み
式
の
同
社

砂
メ
ロ

テ
ィ

ー
ペ

ッ
ト
。

シ
リ
ー
ズ

の

ひ
と
つ
で
、
大
き

な
ロ
パ
の
ヒ
に
二

人
が
呆
れ
る
と
い

う
バ
ッ
テ
リ
ー
式

の
走
行
来
物
機
。

ハ
ン
ド
ル
は
円
形

て
倣
い
や
す
く
、

以
小
川
転
半
筏

一
-

五
J
と
小
凶
り
が
き
く
。
ま

た
ボ
タ
ン
を
仰
す
と
後
進
も

で
き
る
ぬ
い
ぐ
る
み
は
消

せ
伴
え
式
で
現
作
品
川
物
が
・
h

純
紙
。
作
品
即
時
間
八
卜
紗
で

判
刷
物
吋
定
価

.h-
一ト
・
万
円
。

ヒニミ

エリマキトカゲ

パーフヱクトを追求したインターフェース
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時
代
に
つ
い
て

佐

f
は
浅
い
眠
り
で
何
皮

も
組
問
の
中
で
は
れ
が
党
め

て
い
た
の
だ
が
今
度
こ
そ
は

起
き
な
く
て
は
と
お
も
っ
て

よ
う
や
く
起
き
た
。

f
供
の
頃
に
は
あ
ま
り
消

同
の
中
で
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て

い

た
記
憶
は
な
い
の
に
ど
う
し

て
仰
さ
っ
と
起
き
る
こ
と
が

出
米
な
い
よ
う
に
な
っ
た
の

か
し
ら。

昨
夜
だ
っ
て
折
角
こ
れ
か

ら
は
早
寝
U
T
起
き
の
生
一
泊
に

き
り
か
え
よ
う
と
し
て
、
微

伎
の
後
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
伐

の
附
も
う
た
た
寝
を
し
な
い

よ
う
に
・泌
尿
の
大

M
除
を
し

た
り
洗
濯
を
し
た
り
出
来
る

だ
け
身
体
を
い
た
め
つ
け
る

よ
う
に
し
て
、
当
然
タ
ッ
チ

は
乱
れ
に
乱
れ
て
は

い
た
が

ピ
ア
ノ
の
総
刊
行
む
数
時
間
ニ

な
し

H
1
い
時
間
に
ぐ
っ
た

り
疲
れ
、
何
の
迷
い
も
な
く

深
い
限
り
に
入
っ
た
は
ず
な

の
に
。原
凶
は
返
品
で
あ
っ
た
。

泌
伐
に
.
屯
訴
の
ベ
ル
が
川

り
山
し
、

uが
党
め
て
も
放

っ
て
お

い
た
の
だ
が
ベ
ル
は

コ
ー
ル
背
を
何
十
四
も
続
け

て
，
町
リ
止
ま
な
か
っ
た
。

阪
立
ち
が
符
立
ち
に
か
わ

り
受
品
総
を
と
っ
た
の
だ
が

相
手
の
呼
吸
庁
が
き
こ
え
た

だ
け
で
そ
の
う
ち
相
手
は
何

も
話
さ
ず
に
受
話
器
を
招
い

て
し
ま

っ
た
。

一
皮

H
が
覚
め
る
と
な
か

な
か
日
が
あ
わ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う

何
と
な
く
気
持
が
忠
く
な

り
行
き
た
く
な
い
方
へ
と
よ

し
な
し
ご
と
の
連
怨
が
述
想

に
つ
な
が
っ
て
凶
駄
な
気
分
だ

っ
た
。そ
れ
で
2
U

限

っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
が
蹴
り
が
戊
く
な

っ
て
し
ま
い
、
午
乳
配
達
の

しい円
と
か
マ

ン
シ
ョ
ン
の
前
の

• • レて
r--

(
S
)
 

川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
か
泣
く
で

ハ
ト
ヵ
ー
が
川
町
ら
し
て
い
る

サ
イ
レ
ン
の
山
と
か
れ
に
な

っ
て
く
る
と
山
の
手

の
マ
ン

シ
ョ
ン
に
む
け
つ

こ
う
聞
か

れ
る
な
円
は
多

い
の
で
続
い
て

し
ま
っ
た

ま
あ
前
の

H
に
は

H
n
f
J
U

ド
ど
っ
た
の
だ
が
、
川
の
上
子

会
」
走
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
人
の

U

化
庁
ま
で
ぴ
た
び
た
と
聞
え

て
き
た
。

~ 
。

巴
巴

連載小説く45>郎
会
だ
け
で
は
な
く
て
知

外
で
も
な
か
な
か
給
か
な
夜

と
い
う
む
の
は
望
め
な
い
よ

う
だい
つ
だ

う
た
か
午
前
4

叫

に
な

っ
て
明
胞
に
耐
え
ら
れ

ず
近
く
の
↓
一
十
四
時
間
常
業

の
チ
ェ
ー
ン
庖
へ
買
物
に
行

き
、
帰
り
が
け
に
マ
ン
シ
ョ

ン
の
窓
を
見
た
ら
ど
の
部
制

の
窓
に
ら
灯
リ
が
つ
い
て
い

た
の
で
び

っ
く
り
し
た
。
そ

し
て
効
め
に
山
て

い
る
人
な

ど
は
一
体
ど
う
し
て

い
る
の

'7 

返りの2

11 
1--

一場

だ
ろ
う
と
他
人
挙
な
が
ら
心

配
し
た

こ
と
が
あ
る
。

H

刊
〆ず
は
結
局
通
勤
ラ
ア
ン

ュ
に
馴
染
め
な
い
で
自
由
業

を
選
ん
だ
め
だ
が
、
勤
め
て

い
る
人
は
あ
ん
な
巡
い
時
刻

ま
で
起
き
て

い
て
叫
眠
時
間

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
眠

い
ま
ま
に
必
き
た
蛍
日
は
仕

事
が
き
ち
っ
と
出
水
る
J
U
の

だ
ろ
う
か
。

純
子
は
勤
め
て
い
る
時
に

は
ト
時
に
な
れ
ば
ど
う
し
て

む
服
く
な
り
、
六
時
に
な
れ

ば
ど
う
し
て
も
起
き
て
し
ま

す
ま
せ
、
ハ
ム
エ
y

グ
を
つ

く
り
、
ト
マ
ト
を
輪
切
り
に

し
て
、
紅
茶
と
ト
マ
ト
と
ハ

ム
エ
ッ
グ
と
ト
ー
ス
ト
で
川

食
を
か
た
ず
け
る

助
め
を
や
め
て
か
ら
は
新

川
を
と
ら
な
い
こ
と
に
し
て

し
ま
っ
た
。

'H
山
業
に
な
る
と

い
う
こ

と
は
純
一
川
的
に
は
非
常
に
-小

山
山
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い

う
ニ
と
で
あ
っ
た

山肌
州
で
ひ

っ
こ
み
思
%
の

似
と
し
て
は
よ
く
お
も
い
さ

つ
で
'U
由
業
に
切
り
換
え
る

ヒニb

jl~lill~I~~\ 
L必

l
l
h
 

‘
 

.• 

h
 

'a晶、
‘1

1
h山
何
，

1
 
1
 

1
 
1
 

1
 

。

111 ，. "'1 
同¥i、

ífid~11 

く〉
っ
て

い
た
も
の
だ
が
。

あ
ま
り
浦
問
の
中
に
い
る

と
身
体
が
焔
く
な
る
の
で
休

H
で
ら
六
時
に
は
起
き
て
い

た
そ
れ
と
も
あ
の
日
は
ウ
ィ

ー
ク
デ
ー
の
山中
の
一
日
で
あ

っ
た
の
だ
が
何
か
純
子
が
知

ら
な
い
特
別
の
日
で
あ
っ
た

の
と
ろ
う
か
。

よ
く
附
れ
た

a
H
に
な
り

そ
う
だ
。

ま
す
ガ
ス
に
泌
沸
し
を
か

け
て
お
い
て
子
学
く
洗
耐
を

こ
と
が
出
米
た
も
の
だ
と
作

f
は
お
も
う
。

'H
-一分
で
は
ん
H

山
本
が
好
き
で

あ
る
の
か
好
き
で
は
な

い
の

か
分
ら
な
い

の
は
今
で
も
そ

う
な
の
だ
が
、
小
学
校
で
・
片

山川市
を
教
え
て
い
た
吟
の
す
す

め
で
と
い
う
か
強
制
で
と
い

う
か
、
幼
縦
同
の
頃
か
ら
株

f
は
ピ
ア
ノ
の
レ

ッ
ス
ン

に

行
か
さ
れ
て
い
た

い
つ
も
泣
併
の

f
供
た
ち

が
内
向
に
遊
ん
で
い
る
の
に

泌
く
の
先
生
の
と
こ
ろ
に
ま

• • 号Eの唱〉 ステージ中!こ現れるm・を何%・墜しだかはより、
例)90%→10.000PTS. 

モの2)1ステージφ、3固まで宙返りすることガできます。

〈園萄右下1~19I1R:表示) ..時、残し宣言獄だけBONUSと怠ります。

ゲーム終了後、

1回分 1.000PTS.

際方の媛盛ガつく

ゲ

4遺射!こなる

タイマー内!こコインを入れボタンT

(2連射機銃)と1プレイボタンを同時に押すと、

をの3)オレンジ色の鰍は全滅すると晶ガ出現し紙

倒〉

倒〉

..盛時のBONUS1f異なります。

で
レ

ッ
ス
ン
に
行
か
さ
れ
た

リ、

レ
ッ
ス
ン
に
行
か
な
い

H
に
ら
予
供
に
と

っ
て

一
得

い
い
時
間
を
友
達
が
裂
し
そ

う
に
進
ん
で
い
る
州
ん
だ
山

を
ば
に
し
な
が
ら
'H
分

一
人

て
ヒ
ア
ノ
の
練
仰
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
円
痛
で

し
か
な
か
っ
た
。

ヒ
ア
ノ
の
械
刊
行
を
し
て
い

る
川
に
作
子
め
hA
述
は
今
流

行
し
て
い
る
山
市
し
そ
う
な
庁

山本
を
き
い
た
リ
そ
れ
を
点
似

し
て
歌

っ
た
り
削

っ
た
リ
し

て
い
た
も
の
だ
が
、
佐
r

…Jが

市
本
な
か

う
た
。

向
う
の
音
楽
こ
そ
楽
し
そ

う
な
の
だ
。

メ
ロ
デ
ィ
に
し

て
ら
判
子
の
気
分
に
あ
う
こ

と
が
多
い
。

リ
ズ
ム
に
し
て

ら
'
川
う
の
白
山
市
の
リ
ズ
ム
が

ず
っ
と
変
化
に
凶
ん
で
い
る

の
だ芸
大
を
受
験
す
る
頃
に
は

比
f
は
'H
分

で
も

'U・
分
に
行

i
l
-
-
f
i・
‘

ー

出
ィ
N
忙
な

4
能
か
仙
一
い
と
い
う

こ
と
は
よ
く
分
っ
て
い
た

n分
に
は
そ
う
い
う
よ
能

が
な
い
こ
と
を
締
め
る
た
め

に
こ
の
l
数
年
間
ピ
ア
ノ
の

総
刊
行
を
市
一ね
て
き
た
よ
う
な

和佐

む
の
で
あ
っ
た
。

ぷ
大
を
決
ち
る
よ
と
は
明

ら
か
で
あ
ゥ
た
の
だ
か
、
自

分
に
賭
け
て
ヂ
内
山
な
生
前

に
耐
え
て
き
た
悦
の
こ
と
を

お

L
う
と
今
に
る
っ
て
進
路

を
変
記
し
た

い
と
い
う
、
」
と

は
昨
日
が
後
に
な
れ
ば
な
る

3
ど
J
J
引
し
か
ほ
七

l

i

-

-
o

J

J

J
 

活
ち
て
当
然
と
お
も
っ
て

い
た
会
大
の
入
試
に
巡
っ
て

し
ま
っ
た
の
は
社

f
に
と
っ

て
ぽ
に
不
運
な
-
}
と
で
あ
っ

'μ 
や
か
.
L
T
れ
や
か
交
験
中
1
U
と

そ
の
山
川
止
恨
の
押
印
ぽ
か
ら
米
京

に
は
珍
ら
し
い
人
々
で
多
く

の
受
験
者
が

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
く
ず
し
て
し
ま

っ
て

い

た

朴

f
は

一
怖
に
L
し
ぶ
し

F

旬、

..
 
，rp
川

MH

旬、J
・・、lγ
M
h
f

i

t
・:
ム
ド
品
刀
V

J
dF

品
川
町
カ
一
、

い
て
術
的
し
た
ホ
テ
ル
か
ら

受
験
す
る
ト〈
苧
ま
で
徒
止
す
で

数
分
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
こ

の
ト
八
千
l

に
慌
て
る

司』
と
は
全

然
る
か
っ
た
。

山川
伎
に
は
と
に
か
く
-
』
の

受
験
で
焔
ち
さ
え
す
れ
ば
付

L
納
得
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

し
、
そ
う
す
れ
ば
第
一一
希
望

で
あ
る
待
通
の
女

Jr・
-
火
に
行

け
る
よ
-
7
に
な
る
と
い
う
あ

る
州
の
安
峨
峨
か
ら
然
叫
山
山

米
た
の
で
心
配
し
て
い
た
フ

レ
ー
ス
が
み
な
け
ん
切
な
仕
上

り
で
の
分
で
も
符
く
よ
う
な

フ
レ
イ
が
山
山
米
た

総
省
し
て
い
る
パ

γ

ハ
の
白

楽
と
か
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
山

山本
だ
と
か
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン

の
庁
裂
だ
と
か
は
ど
う
[
犬

し
て
む
ぷ
た
ち
が
秋
に
介
わ

せ
て
削
っ
て
い

る
よ
う
な
料

快
な
制
り
に
は
結
び
つ
か
な

、コ

:
。

B

刀
，
，
人
い
く
ら
お
母
さ
ん
が

T
V

て
や
っ
て
い
る
今
流
行
り
の

庁
保
は
庁
決
で
は
な
く
て
帆

f
が
や

っ
て

い
る
庁
保
こ
そ

本
当
の
庁
裂
で
す
と
教
、
え
て

く
れ
で
も
柁
子
に
は
納
得
山

• • 
ーム終7のステージから再スタートできます。

〒547大阪市平野区長吉川辺3・8・51tt(鴎)799・2281代
東京 含(03)20目・0231代北海道会(0134)26・4153代1ITo3::1 線式会社

合で、君は王座をつかめるか。

、

ウーロンの作似する父は、カンフーのi主人て・あった。 しかし
幼い頃、父は遺rtを銭しIltをよ・った。 rウーロンよ、弘は
カンフーの例 JJA を極めるため E)4H~に挑んだが、無・惨

にも敗れた。おまえの力で、この無念を"，'1らしてくれJ
ウーロンは、その.tSEをl陶にチャー先生の1"Jを
たたくのであった。厳しく長い修業のぶ、いよ

いよその11を迎えようとしている。現dd民と
典獄の，" で11人の強敵がf~ちうける。

ウーロンよ、16の必殺J支を駆使し

でま

b

梅

村

週
づ

務
フ
・
贋
ヲワエ

254Zぜ~Jr2ヲ晶含
〒577東大阪市高弁図本l!5丁目2~書

， 

PHONE.06・7836362
FAX. 06・783-6347

TELEX・527・7834KANOUJ

タ二ト
私

" 

園
阻
関
岡
田
園

(株)

商

• 

• 

• 

• 

、JR
J

。
コナミ株式会社
干102興宗m干代田区九段問2T自3-14

TEL 03(262)9111 
TELEX 2323325 KONAMT.J 

OSAKA(Jaoa円〉
TEL06-345-2必6FAX06-345-24舗

‘' 
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FEBRUARY 

八
号

， 

う
可
能
性
に
つ
い
て
強
調
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

「
遊

技
の
結
果
が
定
量
的
に
あ
ら

わ
れ
る
か
、
あ
る
い

は
勝
負

か
決
せ
ら
れ
る
も
の
」
が
そ

れ
に
当
た
る
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
そ
う
い
う
考
え
方
を

示
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
し

規
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。)

の
条
文
で
は
カ
ツ
コ
警
き
の
よ
う
。

を
備
え
る
宿
舗
そ
の
他
こ
れ
中
で

「
国
家
公
安
委
員
会
規
逆
に
言
、
っ
と
、
答
察
庁
は

に
類
す
る
区
画
さ
れ
た
施
設
則
で
定
め
る
も
の
に
限
る
」

「

賭
憾
に
使
う
こ
と
が
千
弘
、

(
旅
館
業
そ
の
他
の
営
業
の
と
あ
り
、
規
則
で
す
べ
て
規
ふ
」
と
い
う
可
能
性
が
な
い

用
に
供
し
、
又
は
こ
れ
に
随
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
の
は
、
「
八
号
営
業
に
係

伴
す
る
施
設
で
政
令
で
定
め
カ
ツ
コ
書
き
の
前
の
「
ス
ロ
わ
る
遊
技
設
備
」
に
該
当
し

る
も
の
を
除
く
。)
に
お
い
て

ッ
ト
マ
シ
ン
:
:
:
も
の
」
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
こ
と

当
該
遊
技
設
備
に
よ
り
客
に
胤
則
で
決
め
る
範
聞
を
示
す
に
な
り
ま
す
。
こ
の
っ
ち
可

遊
技
を
さ
せ
る
営
業
(
前
号
条
文
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
大

に
該
当
す
る
営
業
を
除
く
。
ご

と
が
で
き
ま
す
。
逆
に
言
、
ぇ
変
難
し
い
問
題
が
横
た
わ
っ

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
て
ば
、
そ
の
範
囲
内
で
し
か
規
て
い
る
よ
う
に
思
、え
ま
す
。

こ
の
条
文
は
ど
う
読
め
ば
よ
則
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
な

問

実
際
に
国
会
で
は
法

い
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
か
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

案
成
立
ま
で
こ
の
問
題
に
つ

ら
手
を
つ
け
た
ら
い
い
の
で

問

さ
あ
、
こ
の
箇
所
か
い
て
結
着
せ
ず
、
衆
議
院
の

し
よ
う
か
。

設
も
国
会
審
議
で
問
題
に
な
付
衛
決
議
、
参
議
院
の
特
別

答

普
通
の
法
律
家
な
ら
、
っ
た
箇
所
で
す
ね
。
と
く
に
、

決
議
で
「
ゲ
ー
ム
機
の
規
制

ま
ず
基
本
構
造
か
ら
見
ま
す
。
健
全
な
ゲ

l
ム
機
、
賭
博
に
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
統

と
す
る
と
、
あ
る

一
定
の
傾
倒
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
ゲ
き
検
討
す
る
こ
と
」
が
雌
り

類
の
遊
技
設
備
を
備
え
る
庖

|
ム
機
ま
で
、
こ
の
焼
定
に
込
ま
れ
ま
し
た
。
法
律
と
し

舗
な
ど
で
客
に
遊
技
を
さ
せ
入
る
の
か
ど
う
か
な
ど
、
ず
で
可
決
成
立
し
た
も
の
の
、

る
営
業
、
と
考
え
る
こ
と
が
い
ぶ
ん
紛
糾
し
ま
し
た
。

参
院
に
設
け
ら
れ
た
小
委
員

で
き
ま
す
。
次
に
、
こ

の

条

賂

博

に
用
い
ら
れ
る
こ
と

会
で
さ
ら
に
こ
の
点
を
含
め

文
中
の
い
ろ
い
ろ
な
用
語
の
の
な
い
ゲ

l
ム
機
を
例
え
ば
て
審
議
な
ど
が
行
な
わ
れ
て

意
味
を
係
か
め
て
い
き
ま
す
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
い
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は

そ
う
い
う
方
法
で
読
ん
で
い

(
A
M
機
)
と
名
付
け
ま
し
大
変
な
事
態
だ
と
思
い
ま
す
。

く
の
が
一
番
い
い
よ
う
で
す
。
ょ
う
。
そ
う
い
う
A

M
機

を

一

方

、
警
察
庁
は
「
風
俗

聞

で
は
そ
の
線
で
説
明
脂
舗
な
ど
に
置
い
て
客
に
遊
問
題
懇
談
会
」
に
対
し
て
因

し
て
み
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。
技
を
さ
せ
る
こ
と
が
、
許
可
家
公
安
委
員
会
規
則
の
考
え

答

す
る
と
、
ま
ず
第
一
営
業
に
な
る
と
す
る
な
ら
問
方
な
ど
を
諮
問
し
て
お
り
、

に
重
要
な
点
は
「
ス

ロ
ッ
ト

マ

題

で

あ

る

、
と
い
う
組
旨
だ
こ
れ
に
業
界
代
表
も
出
席
し

シ
ン
・・:
:
(
:・
に
限
る
。

ご

っ

た
と
思
う
の
で
す
が
。

て
い
ま
す
か
ら
、
答
祭
庁
と

と
い
う

「
遊
技
設
備
」
に
あ

答

そ
う
で
す
ね
。

「
八
し
て
は
十
分
に
業
界
の
意
見

り
ま
す
。
こ
れ
に
該
当
し
な
号
、
営
業
」
を
風
俗
営
業
に
新
も
聞
く
と
い
う
姿
勢
を
示
し

け
れ
ば
、

「
八
号
営
業
」
で
た
に
加
え
た
理
由
に
つ
い
て
た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
A

M

は
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
は
、
最
大
の
も
の
が

「
賭
博
業
界
か
ら
は
、
こ
の
「
八
号

す
。
反
対
に
言
う
と
、
こ
れ
行
為
の
未
然
防
止
」
で
す
か

営
業
に
係
る
遊
技
設
備
」
に

に
一該
当
す
れ
ば
「
八
号
営
業
」

ら
、
賭
博
と
関
係
な

い
ゲ
|

関
し
て
そ
の
懇
談
会
で
警
察

の
遊
技
設
備
と
い
う
こ
と
に
ム
機
や
遊
技
設
備
ま
で
含
め
庁
案
に
な
に
か
異
議
を
唱
、
え

な
り
ま
す
。
こ
の
点
は
、
風
る
よ
う
で
は
問
題
だ
、
と
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

俗
営
業
と
な
る
か
な
ら
な
い
う
意
見
が
多
く
出
た
の
は
当
な
い
よ
う
で
、
こ
の
あ
た
り

か
と
い
う
境
目
に
な
り
ま
す
。
然
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、

に
疑
問
が
残
り
ま
す
ね
。

で
は
、
こ
の
「
八
号
営
業
法
案
強
当
官
庁
で
あ
る
符
祭

答

と
に
か
く
こ
の
点
は

に
係
る
遊
技
設
備
」
と
は
い
庁
は
、
要
す
る
に
こ
こ
で
い
一
番
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

か
な
る
も
の
か
、
と
い
、
つ
こ
う
遊
校
設
備
と
は

「
賂
博
に

と
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
こ
使
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

業
の

そ
れ
が
な
け
れ
ば

「
八
号
営
業
」

聞

こ
れ
ま
で
、
「
許
可
」

の
意
義
、
法
律
的
な
性
絡
な

り
を
ず
っ
と
々
、
え
て
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
て
、
新

風
営
法
の
施
行
の
た
め
の
政

令
、
総
理
府
令
、
国
家
公
安

委
員
会
規
則
、
施
行
条
例
も

次
第
に
出
揃
い
つ
つ
あ
る
よ

う
で
す
の
で
、
い
よ
い
よ
本

論
に
移
り
ま
し
ょ
う
か
。

答

そ
う
で
す
ね
。
そ
の

ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
で
し

ょ
う
か
ら
。
順
序
と
し
て
は

ま
ず

「
ど
う
い
う
営
業
が
八

号
営
業
と
さ
れ
る
の
か
」
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、

そ
の
後
は

「
八
号
営
業
者
」

の
許
可
手
続
き
、
変
更
手
続

き
、
進
守
事
項
、
禁
止
多
項

な
ど

「
風
俗
営
業
者
と
し
て

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

や
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

な
ど
」
と
い
う
ふ
う
に
進
め

ま
し
ょ
う
か
。

閉

そ
う
で
す
ね
。
で
は

初
め
に
、
ど
う
い
う
営
業
が

「
八
号
営
業
」
に
な
る
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

答

こ
れ
は
も
う
、
新
風

九
百
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号

の
条
文
に
当
て
は
ま
る
も
の

が

「
第
八
号
の
」

「
風
俗
営

業
」
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
、
だ
か
ら
そ
の
条
文
を
よ

く
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と

が
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
。

開

条
文
を
読
み
ま
し
ょ

う

。

|
|

「
ス
ロ

ッ
ト

マ
シ

ン
、
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
機
そ
の

他
の
遊
技
設
備
で
本
来
の
用

途
以
外
の
用
途
と
し
て
射
幸

心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る

遊
技
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
も
の

(
国
家
公
安
委
員
会

‘ 

，ne句同巴

評価(RATING)

アップライト、コックピット型TVゲーム機
IlJPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

機種名 (メーカー名) 山・…_...，---

MODEL (MANUFACTURER) 
前
回

評価
(RATING) 

テーブル型TVゲーム機 (TABLEVIDEOS) 

機種名 (メーカー名)
MODEL (MANUFACTURER) 

前
回 • ⑩ 

忍者ハヤテ (タイトー)
Ninja Hayate (Tdlto)..............一.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.634 。スパルタンX (アイレム)

|くungFu Master (Irem) .......................................8.45 1 

TX-l V8 (辰巳電子)
TX-1 V8 (Tatsuml) .....................一-・.... . . . .. ....... .... 7.60 1 2 リバレーション(データイ ース ト)

Liberation (Data East) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・….. . . . . . . . . . . 8 . 00 @ 

設にな
ら
な
い

GPワールド (セガ‘杜)
GP World (Sega) ................................................6.67 2 3 ロー ドファイター(コナミ )

Road Fighter (Konami) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.252 3 
スーパー ・ドンキホーテ(ユニバーサル)
Super Don Ouix-Ote (Unlversal) ・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . .. . . 6 . 50 

T X-1 (辰巳電子)
TXー1(Tatsumi) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . 6 . 38 

5 

6 

。
@ 

ナイ トギャル(日本物産)
Night Gal* (Nichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…...一.......7. 12 

1 9 4 2 (カプコン)
1942 (Capcom) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・7.10

3 

4 

4 

5 

新
風
営
法
を
勉
強
す
る
会

サンダーストーム (データイ ースト )
Thunder Storm (Data East)・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 70 8 。エキサイ トバイク (任天堂)

Excite Bike (Nintendo)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....6.75 5 6 
ポールポジションII (ナムコ)
Pole Position n (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"'5.57 7 7 クラウンズゴルフ ・イン ・ハワイ (エスコ貿易)

Crowns Golf in Hawaii (Esco)................................. 6.36 5 7 

• ~. 

ウルトラクイズ(タイト ー)
Ultla OUIZ (Taito) ・・・・・・・・ー・・・・・・・・・…・・・一一.. . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 00 

モナコグランフ。リ(セガキ土)
Monaco G. P (Sega) ・・・・・・・・一.. . . .・・・・・・・・・・・…・・.. . . . . . . . . . 5 . 00 

17 。雀王(新日本企画)
Jang-oh俳 (SNK)................................................6.08 11 。

15 。忍者くん(タイト ー)
Ninja-Iくun(Taito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...............5.7310 。
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スーノぞーパンチアウト(任天堂)
Super Punch-Out (Nintendo).................一.. . . . . . . . . . . . . 4 . 80 11 ⑪ ノぞッ クランド (ナムコ )

Pac-Land (Namco) ..........一.• • • • . • • . . . . . . . . . • • . • • • • • . . . . . . . 5 . 50 9 10 
ノ〈ッドランズ (コナミ)
Badlands (Konami) ・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.5710 11 フォ ーティ ー ・ラブ(タ千卜ー)

Forty-Love (Taito) ............................................. 5.43 ⑪ 
コスモス ・サーキット (タイ トー)
Cosmos Circuit (Taito).......................................... 4 .14 

スタープレイザー (セガ社)
Starblaze'r (Sega)..................................... ・・・・・・・・3.67

12 

15 

12 

@ 

Bーウイング(データイ ースト)
B-Wings (Data East) .......................................... 5.23 

グロブダー(ナムコ)
Grobda (Namco) ..............一- ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.18

12 

8 

12 

13 
スターウォーズ (アタリ)
Star Wars (Atari) ................................................ 3 . 67 

ターボ (セガ社)
Turbo (Sega) ....................… . • . • . • . • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 3 . 50 

14 

21 

@ 

@ 

ミステリアスス トーンズ(データイースト)
Mysterious Stones (Data East) ・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 17 

ロー ドランナー(アイ レム)
Lode Runner (Irem)・・・・ー・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 13 

14 7 

13 15 

• • (FLlPPERS) 
。

ツハーフリ

クラウンズゴルフ (エスコ貿易)
Crowns Golf (Esco)・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . .一.. . . . . . . . . . . . . 5 . 06 

;y、ャラガ(ナムコ)
Galaga (Namco) ・・・・・・・・・・・…一.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 89 

14 

19 

16 

ザ ・ゲームズ (ゴットリーブ)
The Games (Gottlieb) ・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 . 00 1 対戦空手道 (テー タイース卜 )

VS， Karate Champ (Data East) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.8920 @ 
ファ イアーノマワ-II (ウィリアムズ)
Fire Power II (Williams).......................................6. 00 4 @ セ"ビウス(ナムコ)

Xevious (Namco)・・・・・一.. . . . . . . . . . . . . .…. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 88 25 @ 
ホーンテッ ドハウス (ゴ y トリーブ)
Haunted House (Gottlieb) ・一.. . . . . . . . . . . . .一.. . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 50 

ジャックス ・ツー ・オープン(ゴッ トリーブ)
Jacks to Open (Gottlieb)一.. . . . . . . . . . . . . . . ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.50

2 3 

@ 

ジャイロダイン(タイト ー)
Gyrodine (Taito) ...................…・・・・・・・・・・・・・・・・….......4.88

ドルアーガの塔(ナムコ)
The Tower of Druaga (Namco) ....... .......................4.88 

29 

24 

@ 

@ 
ブラ ックピラミッド(パリ ー)
Black pyramid (Bally) ...............・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一.....4.335 5 エクイテス (アルファ電子/セガ社)

Equites (Alpha/Sega)…. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 4 . 79 18 22 
スターフォ ース(テーカン)
Star Force (Tehkan)...................…・・・・・・・・・・・・・..........4.7816 23 

• • 
調査ご協力l苫 (順不同)

ルナノマーク(JiU主・新術)、ロサ ・ゲームランド (来京 .itI!袋)、ドリームイン河1;;(田f(京事11・側粂iUI原
町f)、タイトースペシャノレ (大|荻・彬悶)=(附タイトー; J & B (東京 紳凶)、UF O(東京・鴬谷)、
セガセ/ ター ・ユュー光 (大阪 ・ 也、見守係 ) 、モ ンテカルロ泣;命 Oj(事11 ・ ~t l~) =(闘争セガ・エンタープライ
セ'ス ー ゲームスペース ・ミライヤ (東京 ・i溺闘)、プレイ シティキャロyト新什i応(点;京 ・新街)、ビ
ッグキャロット剥持政治・(見t}京・新総)、なん1Iシティビ yグキャロ yト(大|仮 ・事lRi庇)=(的ナムコ， ゲ
ームスポ yト・チェスター(大阪 .l'ftj EB )、アノニティパーク ・リノ千日前Jjli (大阪 ・T日目ji) =(r~ア ポ
尚一ニパルプラザ (東京 ・車Ir街)=(附エスコ貿易; ワールドゲーム・ミヤコ (東京 ・新宿)=(附

抗心ビオート， ゲームプラザ シルピア (附〈納長)=(附東京マルサン， 名鉄レジヤ ソ7(名
己i!i・駅前)=1紛水野i街会， ビデオイ ン キセツスノレ(小fr.駅前)=ω太平会館; ビデオイン ・マ
ツヤ (Jj〈自11・今:1¥"1) =(1約制~111 i初会; :l;jliゲームセンター(大|以 -iLJ2}=・楽興業:(fj) ; ボウルタカハ
ン・ゲームセンター(大|以 ・|州11;>;型i')=(ゆ大|似サービスゲームス。

エクセリオン (ジャレコ)
Exerion (Jaleco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 75 

サイクルマー坊 (タイ トー)
Cycle “Marbo" (Taito) .....................・.• • • • • .. • • • • • • • • • • • • .4 . 75 

鰐査ロケ-/'ヨンの12:鐘機援を売上11と人気度力、ら見たランク付けで、各オへレ-7ーの判断

によるテータを集計、その平均値を示したもの 数字の意味l立10 ニれ以上ない爆発的な人気

と売上け、 9:すl孟勺しい人気と禿よけ、 s回大変いい人気と禿よけ、 7 いい人気と売上け、
6 まあいい人気と売上It、5:平均約なもの、 4 平均以下(以下省略)

毎TheTraditional Japanese Games 

44 @ 

@ 

評価

(RATING) 
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FoRT¥手

ζコ ロ

【フ才竺ティー空空E
ズームフフップするコートの中でのストローク合戦。

あるいは素早くネットへ詰めよってのボレ一、相手

の不意をつくロープ、スマッシユなど実戦さながら

の本格的プレーが楽しめます。

?? 

スペースシャトルを題材にしたフリツnーゲームで、フ
ィルド!こスペースシャトルの模型を取りつける怠ど、か

月まりこつだ構成に1ei:っており、スピーチ奮を音響効果に

取り入れるなど、臨場感をより一属盛りあげてくれま弘

;'働

コインを入れると音楽ガ鳴り、①のボ

タンを押すと、パックンの手ガターン

テイブルの面に下がります。 rヨーイ

ツスタートJ の音声と共に、キャンデ

ィを手の平に乗せ(100%手の平に乗る

様な矯造)@のボタンで閉じだり開い

たりしているパ、ンクンの口にタイミン

クよくキャンディを入れると、その景

昂が下の受口から出て来ます。

収益性の高いカラー写真|時間仕上・・・

213三祢郵便物認可

キスカラープリントでお眉の活性化
カラーDPは庖頭仕上の時代です。

フランス生まれのキスカラーラボシステム

d e F R A N C E 

.ハイスヒ二一ド
プリント仕上げ STANDARD TYPE 

EXPRESS TYPE 

.口ーコスト
システム価格で422方円、原材料もローコスト。

-省スペース
設置床面積l.5m'(フィJレムドライヤーを含む。)

-省エネルギー
水、電力の使用震を最低におさえる省エネ設計。

-シンブうレな操作
操作は簡単で三専門の筏術は必要なし。

分(320枚/時)
3分(420枚/時)

高さ198cm、幅200cm、奥行73cm

株式会社9-.'トJ
本社 東京都千代閏区平河町2T日S書 3号
タイト ービル .n03(264)8611 (大代表)〒102

TAITO CORPORATION 

戸ミユース、メント・マシンの製造・販売・賃貸・輸出入/屋内外レジャー施設の企画・設計・施工・運営サービス/キス
カラー・ラボシステムの販売・リース・サービス/サービスロボットのレンタル・販売・ロボットのイベント企画

，・

.. . 
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、
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“Game Center"Turns To Increase 
NPA Announced Hs Survey、Result

crimes have reduced so that they are， • 
at least， not noticeable. This is a de-
sirable situation 
On the other hand， however， every 
time these news app~af ， the press in 
general has confounded sound amuse-
ment games with gaming devices. The 
general public also confounded simi-
larly. Actually， amusement games are 
not used for gaming， but the vast 
majority of them misunderstand that 
amusement games are used for gaming. 
Thus， NPA was convinced that “Even 
the healthy games can be used for 
gaming， if the results of play are ex-
pressed in terms of score， etc." And 
since last year they have adhered to 
the strange theory that gambling de-
vices， such as slot machines and bingo 
pinball， must be treated in the same 
manner as amusement games. This is 
a wild proposition， but NPA， one of 
the administrative organs， is actually 
proceeding with their program accord-
ing to it， causing confusion here and 
there.. 

On December 27， 1984， the Nation-
al Police Agency (NPA) announced 
the results of a“Fact-finding Survey 
of Circumstances surrounding Public 
Morals across Japan as of the End of 
October". This survey has been yearly 
conducted by NPA. According to the 
survey for 1984， the number of loca-
tions operating games increased from 
36，292 as of October 1983， to 41，166 
as of October 1984， i .e. an increase 
of 4，874 (up 13.4%) over the preced-
ing year. NP A pointed out that this 
increase is attributable to the fact 
that operators“hastened opening their 
locations" so that they may be li-
censed more easily under the “New 
Fuei Act". 
Different from the preceding sur-
veys which included the announce-
ment of the numbers of gaming 
devices and “gray" machines， such as 
video poker， the current survey was 
utterly devoid of it. This implies that 
NPA began to thinlくthatamusement 
games and gaming devices are similar 
to each other -they have no differ-
ence in nature. NPA's opinion is quite 
mistaken in light of general interna-
tional view， but NP A， to our regret， 
is likely to cling to it 
Yearly changes in the numbers of 
locations operating amusement andjor 
gaming devices are as follows: 

Location Oct. '83 Oct. '84 
Game centers 3，607 5，094 
Coffee shops 17，737 23，766 
Snack and bars 5，520 5，051 
Others~ 9，430 7，255 
Total 36，292 41，166 

ホ "Othcrs"illclude restaurants， drive-ins 
and hotels. 

For the last five years， although the 
number of game centers showed a 
gradual downturn from 5，045 (Oct 
'80) to 4，415 (Oct. '81)， 4，700 (Oct. 
'82) and 3，607 (Oct. '83)， it turned 
upward to 5，094 in 1984. It is said 
that this increase is related to the fact 
that， under the “New Fuei Act" to be 
enacted February 13， game centers 
are treated as business that requires a 
police license. In order to obtain a 
police license， game centers must 
sa tisf・.y a variety of requirements. 
For three months after February 13， 
however， game centers are favored 
with“interim treatment". Operators 
of game centers which fall under 
“operation No. 8" must “apply 
for liccnse" within the rhree-month 
period. Even when licensed， they must 
operate their game centers while 
observing many other conditions. In 
some case， they cannot obtain a li・
cense， even when they apply for it 
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One of the conditions， under which 
an application is rejected under the 
“New Fuei Act"， is an area restriction 
on locations. That is， under the Act， 
an application is rejected， if the said 
loca tion is in the vicini ty of a) a resト
dential qua巾 r，b) a school or a hospi-
tal， etc. 
Under the provision of “interim 
treatment"， however， application for 
“operation No. 8" may be exempted 
from the area restriction， if applica-
tion is filed within the three-month 
period. That is， if application for 
operation at a location is filed within 
three months from February 13， such 
location may be licensed even when it 
is within the area under restriction. 
lt may be said that the “vested righ ts" 
are granted. ln other words， ope-ration 
at such a location from February 13 
on， is not exempted from the area 
restriction， totally prohibiting new 
opening in the area under restriction. 
So， any operator who wants to newly 
open his game center， must find a 
location outside the area under restric・-
tion. However， as. explained above， 
something like the vested interests are 
granted exceptionaJJy to those who 
are already operating their game 
centers in the areas under restriction 
by February 13. Such being the case， 
new game centers wiJl be opened one 
after another by February 13. 
Game cen ters as referred to by NPA 
include coffee shops， etc. which oper-
ate games. All these game centers 
become operation which， from Feb-
ruary 13 on， must obtain a police 
license. It， however， remains a ques-
tion as to which % of them are li-
censed. For the last five years， the 
number of locations installing games 
changed from 57，404 (Oct. '80)， to 
53，556 (Oct. '81)， 48，586 (Oct. '82)， 
36，292 (Oct. '83) and 41，166 (Oct. 
'84). Thus， after a continuous decrease 
by 1983， it regained an upturn in 
1984. Which % of them can be li-
censedつ Accordingto an unofficial 
view of NPA， about 30% will be li-
censed. Actually， however， the per-
centage may be lower than it. 
ln the current survey， NPA revealed 
how many gambling criminals were 
arrested due to gaming devices， such as 
video poker. During the period from 
Jan. to Oct. '84， 764 cases were ex-
posed， and 3，585 criminals were arrest-
ed. Along with this， 5，958 units of 
games were seized， together with 
about 350 million yen of bets. For the 
last five years， the number of those 
巴xposedlocations changed from 453 
('80)， to 459 ('81)， 1，858 ('82)， ] ，621 
('83) and 764 (Jan. -Oct. '84). 

Police Misunderstanding 

Continues 

Those changes show that “gray" 
games， such as video poker， increased 
sharply in 1981， and gambling crimes 
using them increased correspondingly， 
urging the police authorities to dis-

close them in earnest in 1982 -1983. 
As a result， these crimes were put 
down. These crimes caused police 
corruption， even leading to the suicide 
of a high-i.anking police offjcial. It is 
said that placing game centers undel 
obligation to be licensed under the 
New Fuei Act is a reaction of the 
police authorities to those disgraceful 
circumstances. To such as extent the 
“gray" games had been rampant across 
Japan， allowing the extensive spread of 
gambling crimes. Thanks to the all-
out efforts of the police authorities， 
however， cirminals were arrested one 
after another， and gaming devices 
were seized. At the present， these 

Konami Industry Starts 
IIBubble System" Videos 

On January 12， Konami lndustry 
Co.， Ltd. of Osaka announced that it 
will newly start the “Bubble system" 
for coin-op video games. 
According to Konami， the “Bubble 
system" is such that it employs a 
bubble system memory， instead of 
ROM， enabling successive changes of 
games by repfacing the bubble soft 
The system itself works by a 16-bit 
CPU. Compared to the conventional 
8-bit video games， games using the 
new system are characterized by mark-
edly high performance capabilities， 
such as delica te display， rich coloring 
and a scroll function that produces 
a 3D effect. Since a high-tech bubbJe 
memory is employed instead of ROM 
which usually houses game soft as a 
program， copying is utterly impossible. 

詳しくは下記へお問い合わせ下さい

Konami's "Bubble Software" 

Konami intends to sell 6 games a . 
year in the form of game soft accord-
ing to the new system， and sell the 
main unit at the end of January. But 
Konami has not yet announced the 
name of video game which will be 
unveiled at that time. 

「

直径3，500%円型
コンパクトに置ける

ASA回附IN日間耐 Co..Ltd. 
1387 -2 T onnowo 
OSAKA JAPAN 

Misoki-cho Sennon-gun 
TEl 07249-4-3063・0.783
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